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は じ め に

「史跡 斎宮跡」の調査・研究とその成果を広く県民に公開・展示することは、当斎宮歴史博物館

にとって最大の使命であると言えましょう。

とりわけ調査・研究部門は、当館の業務全般にとって基礎とも言える重要な業務分野と認識して、

その体制の充実や調査の必要性についても、地域の皆様をはじめとする多くの人々からより一層の理

解を得るべく努めているところであります。

しかしながら、近年斎宮跡の実態解明にとって少しずつではありますが着実にその成果を蓄積して

いることとはうらはらに、史跡の調査や保存・活用にとって難しい問題が顕在化してきております。

そこで、これら様々な問題に対処していくために、地元住民代表、明和町教育委員会及び当斎宮歴史

博物館の三者で定期的に連絡会を開催し、お互いの意見を出し合って、地域住民と行政機関とが協力

して「斎宮跡」の保存•普及・振興に資するため協議を重ねております。

このたび刊行させていただく本概報は平成6年度中に実施いたしました斎宮跡の計画的発掘調査の

成果の概要をまとめたものでありますが、発掘調査の開始以来25年にして近鉄線以南では史跡指定前

の範囲確認のためのトレンチ調査以来初めての本格的な面的発掘調査となった第105次調査、斎宮成

立以前の当地域や初期斎宮を知るうえで多くの成果を得た第107次調査、旧参宮街道沿いにあって、

現在の竹神社が所在して斎宮の中でも特に重要な場所であった可能性も考えられる地域の一角での第

108次調査等いずれも今後の斎宮跡の調査・研究にとって極めて有意義なものと言えましょう。

このような斎宮跡の保存と調査・研究の充実は文化庁をはじめ斎宮跡調査指導委員の先生方のご指

導や地元関係機関•各位のご理解とご協力の賜物と感謝申し上げます。

なお文末となりましたが、当斎宮跡の史跡指定以前から今日までの間、斎宮跡調査指導委員として

国文学の立場から幾多のご指導• ご助言を賜りました久徳高文先生にはさる 2月ご逝去なさいまし

た。これまでのひとかたならぬご指導に感謝するとともに、ご冥福をお祈りいたしまして本概要の刊

行にあたったてのご挨拶とさせていただきます。

平成7年3月

斎宮歴史博物館

館長川村政敬



例 言

1. 本書は、国庫補助金の交付を受けて斎宮歴史博物館が平成6年度に実施した史跡斎宮跡の発掘調

査の概要をまとめたものである。

2. 明和町教育委員会が、国庫補助金の交付を受け調査主体となって実施した史跡現状変更等に伴う

緊急発掘調査の報告書は別途、明和町教育委員会の刊行による。

3. 遺構の実測にあたっては国土調査法による第VI座標系を基準とし、方位は座標北を用いた。

4. 遺構の時期区分は、 「斎宮の土師器（三重県斎宮跡調査事務所年報1984)」による。

5. 遺構表示記号は次の通りである。

SB; 建物 SK; 土拡 SD; 溝 SE; 井戸 SA; 柵列 SF; 道路 SX; その他

6. 方格地割における各区画の名称は第31図に示した。

7. 遺物実測図は、特に標示がない限り実物の4分の 1である。

8 . 斎宮跡の調査全般については、次の先生方の指導を得た。

京都府立大学名誉教授 門脇禎二

千葉大学教授 北原理雄

椙山女学園大学名誉教授 久徳高文

前奈良国立文化財研究所所長

勅大阪文化財センター理事長

名古屋学院大学教授

三重大学教授

名古屋大学教授

勅京都府埋蔵文化財調査研究センター理事長

皇学館大学教授

鈴木嘉吉

坪井清足

楢崎彰一

八賀晋

早川庄八

福山敏男

渡辺寛

9. 現地での発掘調査及び本概報の編集・執筆は斎宮歴史博物館調査研究課の吉水康夫、野原宏司、

大川勝宏、赤岩 操があたり、前川友秀、田端由佳、田所美里がこれを補佐した。

また、遺物整理には島村紀久子、角谷和代、奥田康子、鈴木美智子の協力を得た。

その他、調査には田中里佳（奈良大学学生）、川合正宏（立命館大学学生）の参加を得た。
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I . 調査の経過と概要

斎宮跡とならんで明和町内に所在する国指定文化財である天然記念物「ハナショウプ群落」や、こ

れにちなんで史跡の公有化済場所の維持・管理の一環として栽培されている花菖蒲の咲くシーズンに

併せ、例年6月の第1日曜日を原則として開催されている「斎王まつり」に協賛して実施している現

地説明会に向けたスケジュールを考慮して、前年度の史跡現状変更申請に伴う事前の発掘調査である

第102-3次調査がようやく 3月30日に終了したばかりにもかかわらず、平成6年度の最初の計画発掘

調査である第105次調査は、早くも新年度早々の4月7日より開始した。

調査場所は、史跡指定前の遺跡範囲確認のためのトレンチ調査や史跡現状変更に伴う小規模な事前

の発掘調査以外に本格的な発掘調査がほとんど実施されていなかった近鉄線の南側に位置しているも

のの、周辺で蓄積された近年の発掘調査の成果から一時期の斎宮にとって中枢的性格を持つ部分では

ないかと考えられる地域の一画にあたっている。

約800吋余の調査対象地は以前にビニールハウスが設置されていたため、その骨組みや基礎の撤去

が必要であり、調査スケジュール等との関係から、本年度は東半部の410面の調査を実施し、残る西

半部については次年度に調査を実施する予定であったが、諸般の事情から急逮これを変更して全面を

対象とすることにした。このため、東半部の調査作業は5月9日にほぼ完了し、写真撮影や実測等の

作業後、 6月5日には「斎王まつり」にあわせて現地説明会を開催し、約300名の参加を得た。その

後埋め戻しに引き続いて残る西半部の調査に着手したものの、例年斎宮跡の普及・啓発事業の一環と

して小・中学生の夏休み期間中に実施している「体験発掘教室」の現場として計画していた第107次

調査と並行したため、 10月7日に至りようやく調査の全作業を完了することができた。

調査の結果は、大型柱掘形を持つ10棟をはじめ11棟の掘立柱建物や4条の柵列の検出、緑釉陶器片・

陶棺片等の出土など多くの貴重な成果を得た。これまでの周辺での知見も含めて新たな問題も少なか

らず提起されることとなったものの、今後の斎宮跡における実態解明にとって有意義な一歩をしるす

こととなった。

続く第107次調査は、前述のとおり「体験発掘教室」の実施にかかるスケジュールとの調整を考慮

して、第105次調査の後半に当たる西半部の遺構掘り下げと写真撮影及び実測のための割り付け等の

作業が終了して間もない7月18日から開始した。

これまでの周辺地域における限られた調査成果の蓄積から当調査区を含む一帯では、斎宮成立以前

と初期斎宮の時期に相当する遺構・遺物が集中することが知られており、特に初期斎宮跡の解明につ

ながる手がかりの把握は、今回の調査において大きな期待のひとつであった。

調査の結果、当初の想定に違わず弥生時代中期の方形周溝墓2基や溝持ち布掘の柱掘形を持つ総柱

の掘立柱建物の検出や本概報表紙カットに使用した円面硯の出土等、今後の当該地域の調査にとって

参考となる貴重な成果を得て、 11月15日に埋め戻しを含む全ての作業を終了した。

この間、 8月24日から26日までの 3日間には体験発掘教室を開催し、博物館内での斎宮の発掘につ

いての話、土器の水洗．接合等のほか当調査区で実際の発掘作業を体験し、例年にもまして酷暑の中

にもかかわらず職員や作業員の指導のもとで子供たちには貴重な経験をしてもらうことができた。

さらに第108次調査は、昨年度の第103次調査に続いて方格地割の中でも旧参宮街道沿いで、現在の

竹神社が所在して、 「斎宮」の中でも極めて重要な性格を持った区画であったことも想定される柳原

地区で10月11日から作業を開始した。当該地は保存管理計画の土地利用区分における第1種地区に相
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当するため、既に史跡管理団体である明和町により公有化されているものの、調査前は手入れの行き

届かない山林として雑草の生い繁る林となっていた。このため、調査の円滑に多大の支障が予測され

たため、作業に先立ちその伐開と除草を兼ねて重機により表土除去を実施している。

調査の成果は、前年度の第103次調査により確認されている柵列SA7000の延長部分15間分のほか

掘立柱建物14棟、土拡39基等の遺構や、緑釉陶器•土師器·須恵器・灰釉陶器等の多量の出土遺物を

得て、平成7年3月3日に漸く全ての作業を完了した。この間、早朝に発生した阪神淡路大震災の当

日である 1月17日には予定していた調査指導委員会を開催し、予期せぬ大災害にもかかわらずご出席

いただいた先生方には現地指導も含めて多くの有意義なご指摘を得、 2月19日には現地説明会を開催

して、寒中にもかかわらず200名を超える熱心な参加者を得た。

その他、三重県教育委員会が調査主体である計画的発掘調査以外に管理団体である地元明和町教育

委員会が調査主体となり、斎宮歴史博物館が担当して実施している史跡現状変更に先立つ事前の発掘

調査は、本年度も第106-1次から第106-6次調査及び発掘調査を前提としつつも工事立会いの過程で遺

構に重大な影響を及ぼすことがないと思われるため本格的な調査には至らなかった町道側溝新設も含

め、 7件について実施した。

なかでも第106-1次調査は、平成 4年度の第96-5次調査で八脚門が検出されて以降に方格地割の南

辺に面する 7区画のうち、第104次調査に続きその中央南辺付近に位置する地点での 3箇所目の調査

で、調査前にはここでも八脚門が検出されることも予想されたが5棟の掘立柱建物や柵列等が検出さ

れたものの第104次調査と同様にその所在は確認することはできなかった。

一方、昨年度の第102-6次調査に続く通称中町排水の改修に伴う第106-3次調査では奈良時代前期の

古道の両側溝や一時期の斎宮跡にとって中枢部と考えられている一画を囲む柵列の一部を検出したほ

か、第106-4次調査では史跡北辺を東西に巡る所謂鎌倉時代大溝の検出や、第106-5次調査での奈良時

代古道の両側溝と方格地割における東から 1列目と 2列目を画する南北方向の区画道路及びその両側

溝を確認する等多くの貴重な成果を得ている。 （吉水康夫）

調査次数 地区名 調査面積m' 調査期間 地籍・地番 所有者 備 考 区分

105 6AFN 780 H. 6. 4. 7 -H. 6 .10. 7 明和町斎宮字鍛冶山2758-1他 佐々木 敬 計画発掘調査 3 

106-1 6AEW-J 180 H.6.6.14-H.6. 7.13 明和町斎宮字鈴池338-1 他 森西喜作 倉庫の新築 3 

106-2 6AEE-W 26 H. 6. 7. 7 -H. 6. 7 .14 明和町斎宮字楽殿2891-3 向井浩高 住宅の新築 3 

106-3 6AFL・6AFM 200 H. 6. 8 .22-H. 6 .10.13 明和町斎宮字鍛冶山地内 明 和 町 側溝改修 2 

106-4 6AEC-L 180 H. 6 .10.14-H. 6 .10.25 明和町斎宮字苅干2861-3 坂本正成 住宅の新築 3 

106-5 6AGO 646 H. 6 .11.14-H. 7. 3 .31 明和町斎宮字鍛冶山2362-3 青山 尚 倉庫の新築 2 

106-6 6ACC-B 128 H. 7.1.23-H. 7.3.9 明和町斎宮字塚山3340-4 田畑 学 住宅の新築 3 

107 6ABI-Q 530 H. 6. 7 .18-H. 6 .11.15 明和町竹川字中垣内414-1他 沢 恒一 言廿画発据棚岐 3 

108 6AEQ-C 1,100 H.6.10.11-H.7.3.3 明和町斎宮字柳原2779-2 他 明 和 町 計画発掘調査 1 

ムロ 計 3,770 内訳：計画発掘調査 2,410m2、 史跡現状変更に伴う事前調査 1,360m2 

第 1表平成6年度発掘調査一覧
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JI . 第 105次調査

6 AFN (鍛冶山地区）
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2. 遺構 調査区南半は近世以降の撹乱溝等でかなり削平されていたが、検出した遺構として

は、奈良時代後期から平安時代後期までに及び、柵列7条、掘立柱建物11棟、溝17条、

土拡15基がある。

(1) 奈良時代後期～平安時代初期の遺構 柵列3条、掘立柱建物6棟、溝6条がある。

SA 1411 調査区西辺部、 SA2675と重複する南北柵列で、柵列の方向はN4°Wを示し、柱間

は2.95m(10尺）等間で10間分 (29.5m)を検出した。 SA1411は方格地割の鍛冶山西

プロックの内側を囲む大規模な柵列の西辺に相当し、近鉄線を挟んで北側、第44次調

査では12間分を検出している。この柵列の北端からさらに 1間分北の柱穴（未検出）

を北西隅として今回検出分をあわせると南側へ28間以上延長するものと考えられる。

柱掘形は一辺0.8m-1.0mの方形で、深さは45cm前後である。埋土は黒褐色土で直径

約30cmの柱痕跡を検出した。柱穴の底面は標高9.7m前後とほぼ一定する。出土遺物は

皆無に等しい。新旧関係は柱穴の切り合いより古い方からSA1411→ S A2675である。

S A7150 調査区中央部で新たに発見した南北柵列で、 SA1411の東側約24mで並行し、柵列

の方向は同様にN4°Wを示す。柱間は2.95m等間で6間分 (17.7m)を検出した。柱

掘形はSA1411よりもやや大型で一辺0.9m-l.lmの方形、深さは約70cm、直径約30cm

の柱痕跡がある。底面は標高9.5m前後を基準とするが、柵列の北端から 3間目が標高

約9.7m、5間目が標高約9.3mであり、約20cmの高低差がみられる。埋土は黒褐色土で

土師器の破片が数片出土しただけである。

S B7155 調査区北西部、東西棟の桁行4間X梁行2間で、柱間は3.0m(10尺）等間である。

棟方向はE4°Nを示し、 SAl411から西妻までと、 SA7150から東妻までの距離はほ

ぽ等間隔の約6mを測る。柱掘形は一辺約1.2mの方形で深さは90cm前後、柱痕跡は直

径約35cmを測り、SAl411の柱穴よりも大型である。確認できた底面は標高9.2m-9.3

mとかなり深い。埋土は黒褐色土で遺物はほとんどみられない。重複する SB7190・ 

7191は、柱穴の切り合いより SB7155→ S B7190→ S B7191と建て替えられる。

S A7151 S B7155の西妻柱筋の南側延長線上で3間分の柵列が延びており、この建物に取り

奈
後期

良

初期

平
前 I 期

前 II 期

安
中期

後期

時期不明

付く板塀が想定される。柱間は不揃いで、南西隅柱から2.lm(7尺）、 2.7m(9尺）、

3.0m (10尺）を測る。柱掘形は一辺O.Bm-1.0mの方形、深さは30cm前後で直径約30cm

の柱痕跡を検出した。埋土は黒褐色土で、柱穴底面は2間目まで標高約9.7mを測るが、

3間目の柱穴は標高約9.4mとさらに低い。

遺 構 の 種 別

s K s A s B s D 
1411 7155 7160 7165 7152 7153 7161 

I 7150 7175 7180 7185 7162 7163 7164 

7179 7151 
2675 7190 7191 7195 

7156 7157 7158 7177 II 7170 7196 
7182 7183 7184 7186 

7154 7169 

7178 7181 7192 

7173 7174 7187 7188 7171 7197 7166 7167 7168 

7189 7172 7176 7193 7194 
7198 

第2表時期別遺構分類表
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S D 7152• 7153 S B 7155の東・南側に約2.lrnの距離をおいて溝SD 7152・7153が並走するが、北・

西側にも同様の溝が存在するものと思われる。これらは断面逆台形を呈し、幅60cm-

70cm.、深さ35cm-50cmを測るが、溝底は標高9.8m前後と平坦である。黒褐色土の埋土

からは遺物は出土していない。

SB7160 SB7155の南側約12mの間隔をおいて並ぶ東西棟である。東妻の柱通りはSB7155 

の東妻柱筋と同じで同時期に併存したものと考える。柱間は3.0rn等間で桁行5間X

梁行2間と最大級の建物である。柱掘形は一辺約1.2mの方形で深さ40cm-80cm、柱痕

跡は直径35cm.前後を測る。柱穴底面は標高9.3m-9 .4rnで、黒褐色土の埋土からは出

土遺物は皆無に近い。

S D7161-7164 S B 7160の四辺には、約1.5m隔てて並行する溝SD7161-7164が検出された。確認

S B7165 

S 87175 

した溝幅は約40cm.、深さ30cm-40cmを測り、断面逆台形である。溝埋土は柱穴と同じ

黒褐色土だが、出土遺物はいずれも確認されなかった。

調査区北東隅でSA7150の東側に約7.5m隔てて並行し、柱間3.0mの南北1間分を検

出したが、建物全体は調査区外へさらに拡がるものである。柱穴はSB7196に切られ

るが、柱掘形は一辺1.lm前後の方形と考えられ、埋土は黒褐色土である。柱列の方向

はN4°Wでしかも柱間が3.0mであることからSA7150と並行し、 SB7155と同規模

程度の南北棟を想定するが、東西棟の可能性も充分残される。

調査区南東部、柱間は2.lm等間で桁行3間X梁行2間の東西棟と考えられる。棟方

向はE4°Nで、SA7150の柱通りに対して西妻柱筋が並行し、その間隔は約 6mを測

る。柱掘形は一辺約1.2mの方形で深さ約80cm、柱痕跡は直径35cm前後である。確認し

た柱穴底面は標高9.4m前後とほぽ一定する。埋土は黒褐色土と黄橙色土（地山）が混

在するが、遺物は弥生土器と見られる小片が3点出土した。柱穴の切り合いから新旧

は、 SB7185より古い。

S 87180 調査区北東部で桁行2間分x梁行1間分を検出したが、南北棟の5間X2間が想定

され、柱間は2.4m(8尺）等間である。棟方向はSA7150と同じで、西桁行筋までの

距離は約5.6mを測る。柱掘形は一辺1.0m~l.2mの方形で深さ約70CUl、柱痕跡は直径

35cm前後である。柱穴底面は標高9.4m前後である。埋土は茶褐色土で、柱穴の切り合

い関係より古い方から、 SB7180→ S B7195→ S B7196の順である。

S 87185 調査区南東部でSB7175と重複して南北3間分を検出したが、柱間が2.lm等間で南

北棟の3間X2間が想定される。柱列の方向はN4°Wである。柱掘形はSB7175よ

りやや小型で一辺約1.lmの方形で深さは約80cm、柱痕跡は直径30cm前後を測る。底面

の標高は9.4m前後である。埋土は茶褐色土、遺物は土師器片が数点出土した。

(2) 平安時代初期の遺構 土拡1基がある。

SK 7179 調査区南西隅で検出した土拡で東半はSD7181、北半はSA2675の柱穴に切られ、

底面ではSAl411の柱穴を確認した。調査区外へさらに拡がるもので規模・形状は明

らかでないが、長径2.2m以上、深さ約30cmと考えられる。埋土からは平安時代初期と

みられる須恵器杯・蓋、土師器杯・皿等が少量出土した。

(3) 平安時代前I期～前1I期の遺構 柵列2条、掘立柱建物4棟がある。

S A2675 調査区西辺部、 SA1411の柱穴北辺を切る南北柵列で、 10間分 (29.5m)検出した

が、 SA1411の建て替えとみられる。柱間は2.95m(10尺）等間で柵列の方向はN4°W
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を示す。第44次調査では11間分検出し、さらに第106-3次調査では北西隅となる北端

の柱穴を確認したため、今回の検出分を含めて南側へ27間以上延長することがわかっ

た。柱掘形は一辺0.9m-1.lmの方形、深さ約45cm、柱痕跡は直径約30cmを測る。柱穴

底面の標高はSA1411とほぽ同じ9.7m前後である。茶褐色土の埋土からは土師器小片

がわずかに出土している。

S A7170 SA 7150と同様、新たに発見した南北柵列で、東側約4mに並行して6間分 (17.7m)

を確認した。柱列の方向はN4°W、柱間は2.95m(10尺）等間で、 SA2675とは約28

mの間隔をおいて並行することから同時期併存と考える。柱掘形は一辺0.9m-l.2mの

方形で深さは50cm-60cm、柱痕跡は直径30cm前後である。底面の標高は9.7m前後を測

る。出土遺物は皆無で、埋土は茶褐色土である。

S B 7190• 7191 S B 7155と重複し、柱間をやや縮小して東西棟の桁行5間X梁行2間に建て替えた

SB 7195 

S 87196 

ものである。 SA2675の東側約7mでSB7190の西妻、 SA7170の西側約9mで東妻

の柱筋を揃える。 SB7155の柱間は3.0m等間であったが、桁行で2.4m、梁行で2.7m

となる。柱穴の切り合いからSB7190→ S B7191の順に建て替える。 SB7191の柱掘

形は一辺0.8m-0.9mの方形で深さ60cm-70cm、柱痕跡は直径約30cmを測る。 SB7190 

は重複するため確認できた柱掘形で一辺1.0m前後の方形、深さは約70cm、柱痕跡は直

径30cm前後を測る。柱穴底面の標高はいずれも9.4m-9.6mでSB7155と比べて20cm以

上高い。埋土は茶褐色土系で、平安時代前I1期～中期と見られる土師器杯・皿・甕の小

片が少量出土した。なお、 SB7155では東辺• 南辺でSD 7152・7153が存在したが、

S B 7190・7191では該当する溝は確認されなかった。

調査区東辺部で検出したSB 7195・7196は、建物全体が明らかにできなかったが、

いずれも調査区外に拡がる建物として捉えた。 SB7195はSA7170の東側約3.6m隔て

て並行し、西妻柱筋を揃える東西棟と考えられる。柱間は3.0m等間、梁行2間分検出

したが、 SB7155と同規模の4間X2間が想定される。 SB7180・7196と重複してお

り、確認できた柱掘形は一辺0.9m-1.0mの方形で深さ約50cmを測る。柱痕跡は直径30

cm前後で底面の標高は約9.6mである。暗茶褐色土の埋土から土師器細片がわずかに

みられる。柱穴の切り合いからSB7180より新しく、 SB7196より古い。

S B 7165・7180・7195の柱穴と重複し、桁行3間分を検出した。柱間は2.4m等間で

南北棟の3間X2間が考えられる。柱掘形はやや不定形で一辺0.7m-0.9mの略方形

を呈し、深さは約70cmで底面の標高は9.3m-9.5mを測る。直径約30cmの柱痕跡が一部

認められた。埋土は黄色土がやや混入した茶褐色土で、平安時代前I1期～中期とみら

れる土師器杯・皿・甕の破片が少量確認された。

(4) 平安時代前11期の遺構 土拡8基がある。調査区北東部のSK7156-7158や、調査区西辺部の

S K7177・7182-7184・7186である。

S K7156-7158 S K7156・7157はSA7150の柱穴を切っており、いずれも直径約2.0mの略円形土拡

で深さ約40cmを測るが、埋土から完形に近い土師器杯・皿が出土している。 SK7158 

は南辺でSK7157と接し、深さ約20cmで一辺約1.8mの方形を呈する。

S K 7177 西端が南北溝SD7181と接する大形の円形土拡で直径約4.5m、深さ約35cmを測る。

埋土は黒灰色土で、土師器杯・皿の破片が少量出土した。

S K7182-7184• 7186 S D7181の溝底でSK7182-7184・7186を検出した。いずれの埋土もやや黒
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灰色を呈し、わずかながら土師器杯• 皿・甕小片が出土している。 SK7182は不定形

な長円形で長径約4mX短径約2m、深さ約30cmを測る。SK 7183・7186は長径3m前

後の略円形で深さは30cm-40cmを測る。 SK7184は西半が撹乱土拡に切られるが、深

さ約30cm、直径約1.5mの円形土拡と考える。

(5) 平安時代中期の遺構 溝2条がある。

S D7154 調査区東半部、 SA7150とSA7170の間で南北方向に続く溝である。溝幅は2.8m前

S D7169 

後、深さ30cm-45cmを測る。断面形は浅い半円形を呈し、溝底は標高9.9m前後とほぼ

平坦である。茶灰色土の埋土からは、土師器杯• 皿小片を中心として遺物整理箱で4

箱分出土したが、一部平安時代前1I期に相当する土器片も混入する。

調査区北東隅でSD7166と重複する南北溝で、 SB7180の西桁行筋の柱穴を切る。

確認長約4.2m、溝幅約30cm、深さ約30cmを測り、土師器小片が出土する。

(6) 平安時代後期の遺構 溝2条、土拡 1基がある。

S D7181 調査区西辺部の南北溝SD7181は、溝幅2.5m~3.5m、深さ 20cm~50cmで、断面形は

S D7192 

SK 7178 

浅い半円形を呈する。溝底の標高は北端で約10m、南端では約9.7mとなり、北から南

ヘ緩やかに傾斜する。底面ではSB7160の西妻柱やSK7182~7184·7186~7189が確認

されている。遺物としては当該期の土師器杯• 皿片が少量出土したが、平安時代前II

期～中期のものもわずかに混入する。

調査区北辺付近で、 SB7190の北桁行筋を切る浅い溝である。確認全長は約10m、

溝幅約1.lm、深さ20cm前後を測る。埋土は淡茶褐色土でわずかに土師器片を含む。

S K7177の東隣に位置する楕円形土拡で、長径約2.5mX約1.5m、深さ約20cmを測る。

茶褐色土の埋土からはロクロ土師器等の小片が出土する。

(7) 時期不明の遺構 柵列2条、掘立柱建物1棟、土拡5基、溝7条がある。

S 87197 調査区中央付近、 SB 7155・7190・7191と重複する東西棟で桁行5間X梁行2間で

ある。棟方向はE7°Nを示し他の建物とは異なる。柱穴は円形で直径約40cmと小さく、

深さ約40cmを測り、柱間は2.0m等間である。出土遺物は皆無であるが、 SB7191より

新しく、少なくとも平安時代中期以降と考えられる。

SA7171•7172 SA7170の柱筋と重複する南北柵列で、方位はN4°Eを示す。 SA7171は柱間は

2.95m等間で6間分 (17.7m)を検出した。柱穴は径約45cm、深さ30cm-60cm、底面の

標高は9.6m-9.9mと一定しない。 SA7172は柱間は3.0m等間で5間分 (15.0m)を検

出した。柱穴は径30cm-45cm、深さ30cm-50cm、底面の標高は9.7m-9.8mで高低差は

10cm前後である。これら柵列と SA7170との新旧関係は埋土の切り合いでは明確にで

きなかったが、新しいものと考える。

S K7173・7174 S K7173は調査区南東隅で検出した深さ約80cmの土拡で大半が調査区外に拡がり、

全体規模は不明である。黒褐色土の埋土からは近世陶器を含むが、大半が土師器鍋片

で16世紀代とみられる。 SK7174は調査区南西隅でSA2675を切っており、直径1.8m

前後の略円形を呈するものと考えられる。出土遺物は16世紀代の土師器鍋片である。

S K7187-7189 S D7181の南半、溝底で検出した略方形の土拡である。 SK7187は長径約2.0mX短

径約1.5mで深さ約40cm、SK7188は長径約1.5mX短径約1.0mで深さ約30cm、SK7189 

は長径約3.0mX短径約2.7mで深さ約30cmを測る。出土遺物は土師器細片のみで平安

時代前11期～中期のどの時期に属するかは不明である。
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S D7166-7168 S A 7170の東側に約3m隔てて並行し、南北へ直線的に続く溝である。 SD7166は

S D7176 

S B7165の西側に約2.lm隔てて並走する雨落溝と考えられる。 SB7180の柱穴を切っ

ており、 SD7169と重複するが、確認長約10m、幅約60cm、深さは約15cmで溝底はほ

ぼ平坦である。埋土は黒色土でSB7165に類似するが、出土遺物は皆無である。

S D7167はSB7185の西側に約1.5mの間隔をおいて並行し、この建物の雨落溝の可

能性も窺われる。 SD7167はSD7168の下部で検出し、 SB7175の柱穴を切っている。

埋土は黒色土で確認長約16m、幅約50cmで断面逆台形を呈し、深さ30cm-40cmを測る。

溝底の南半ではやや深くなり標高9.7mと平坦である。 SD7168は茶褐色土の埋土で溝

幅約60cm、深さは20cm-30cmと浅い。この溝上面で確認した小ピットからは陶棺の一

部とみられる大形陶器片が出土している。

S B7175の北側約1.5mで並行する東西溝で、確認長約1.6m、溝幅約40cm、深さ約30

cmを測る。埋土はSB7175の柱穴と類似する黒色土で雨落溝の可能性もあるが、出土

遺物は皆無であった。

S D7193•7194 いずれも溝幅は約80cm、深さは約20cmと浅く、埋土は黄灰色土である。溝の方向は

S D7193でほぼ東西方向、 SD7194ではほぽ南北方向を示す。

S D7198 溝幅約40cm、深さ約15cmの南北溝でSB7191の西妻柱筋を切るが、出土遺物からは

時期を決定するに至らなかった。

3. 遺物 今回の調査では遺物整理箱で約80箱分出土したが、大半が包含層及び撹乱溝•土拡

に混在する平安時代の土師器片や近世の土師器・陶器片であり、柵列や掘立柱建物の

柱穴からは極少量であった。一方、土拡SK7179・7156・7157や溝SD7154・7181など

からはややまとまって土師器杯• 皿等が出土したものの、いずれも完形品は少なく、

残存度の低い土器破片が多いのが特徴的である。ここでは平安時代初期～後期までの

土拡及び溝からの一括資料の中で実測可能な土器を中心に概述することとし、加えて

特殊な遺物についても若干触れておきたい。

(1) S K 7179出土土器 平安時代初期のSK7179からは土師器杯・ 皿・甕、須恵器杯・蓋・甕等が

出土した。土師器杯 (1・2)は口径13.6cm-14.0cm、器高3.4cm前後のものである。

(1)は口縁部がやや外反気味にたちあがり、端部が内弯する。 (2)は口縁部が外方

へほぼまっすぐ開くものである。器面の調整はいずれも口縁部をヨコナデする e手法

である。土師器皿 (3)は口径13.0cmで口縁部がやや内弯気味にたちあがる。調整は

口縁部を横ナデし、底部のみヘラケズリする b手法である。 (4)は口径18.2cmと大

型で口縁部がほぼまっすぐ外方にのび、端部がやや内弯する。調整は e手法である。

須恵器杯蓋 (5)は口径22.0cm、器高4.2cmで天井部上半にロクロケズリが施される。

須恵器杯 (6)は推定口径27.0cm、高台径24.0cm、器高5.1cmと大型である。

(2) S K 7156• 7157出土土器 平安時代前I1期とみられる SK 7156・7157から出土した土器の大半

は土師器杯・皿である。土師器皿 (7)は底部と口縁部との境が明瞭でなく断面弓状

となり、口縁端部の上方に平坦面をつくるものである。口径は15.6cm、器高1.8cmで調

整は e手法である。法量がほぽ似かよった (8)は、口縁部が外反するタイプである。

土師器杯は口径14cm前後、器高3.0cm前後で口縁部が外方へほぽまっすぐ開くもの

(9・10・13・14)と口縁部がやや屈曲して外反するもの (12)がある。 (11)は口径

が18.0cm、器高3.1cmと大型である。器面調整はいずれも e手法であるが、口縁部ヨコ
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第4図 出土遺物実測図 S K7179: 1...., 6、SK7156: 7----11、SK 7157 : 12----14 
SD 7154: 15----23、SD 7181 : 24----29、特殊遺物： 30----32 

ナデの範囲は器高の2分の 1程度となる。

(3) SD  7154出土士器 平安時代中期と考える SD7154からは土師器杯• 皿・甕、須恵器杯・甕、

緑釉陶器、灰釉陶器片等があり、遺物整理箱4箱分出土した。土師器杯 (15-19)は

口径13cm-14cm、器高2.5cm-3.0cmのものである。 (21-23)は口径16cm-17cm、器高

3.5cm前後、(20)は口径18.5cm、器高4.1cmと大型の部類に属する。器面の調整はいずれ

もe手法であるが、口縁部の外反も弱くヨコナデの範囲も器高の3分の 1程度と狭く

なり、体部との区別が不明瞭となる。色調も白っぽいものが多く、器壁も薄手となる。

(4) S D 7181出土土器 平安時代後期と考える SD7181からは土師器杯• 皿• 台付皿・甕等が出土
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したが、ロクロ土師器片が顕著に認められた。 (24)は口径9.1cm、器高1.6cmの小皿で

ある。色調は橙色を呈するものの、須恵質と考えられるものでロクロ土師器皿の成形

技法と酷似する。 (25)は口径11.4cmの土師器小皿である。 (26)は口径15.2cmの土師

器杯で混入遺物と思われる。土師器台付皿 (27・28)は非ロクロ製のもので浅くほぽ

平坦な皿部に高台が付くものである。須恵器鉢 (29)は口径26.6cm、器高13.3cm、径

11.0cmの高台が付く。底径が小さく体部に丸みをもち口縁端部がやや外反する。底部

中央にば焼成後に外面から径約2.7cmの穿孔が施される。

(5) 特殊遺物等 緑釉陶器片13点、判読不明の墨書土器片3点、製塩土器片13点、砥石等石製品 3

点、釘等鉄製品8点、土錘1点、陶棺と考える大型陶器片2点がある。また、包含層

からは「寛永通賓」、「賓永通賓」の銅銭が各1点ずつ出土している。

緑釉陶器睡壺 緑釉陶器 (30)はSD7154から出土した唾壺の体部片であり、猿投産で淡緑色を呈

する。体部最大径は9.3cmを測るが、実測図から復元すると推定口径約17cm、器高11cm

前後で、台径約7cmの高台が付くものと考えられる。

陶棺 須恵質陶棺の破片と考える (31)はSD7168の上面で検出した小ピットで、また、

(32)は包含層から出土した。いずれも陶棺身の残欠で全体は不明であるが、粘土板

を貼り合わせ、平面長方形を呈する箱型でやや小型のものを想定する。 (31)は棺身

側面とみられる厚さ2.5cm程の粘土板に幅7.0cm、厚さ2.0cm程の粘土板をほぼ水平に貼

り付けて突帯部とすることから棺蓋受け部と考えられる。また、左側端部に貼り付け

とみられる粘土痕跡が残ることから棺身上部角付近と思われる。外面調整は貼付突帯

上部では横方向のナデ、突帯部上面は板ナデのままで端部から下面にかけてはナデ、

下部は指オサエ後、縦方向のナデ仕上げである。内面の上半は横方向の板ナデ、下半

は横方向のナデを施している。 (32)は棺身底部と考える破片で底部粘土板の厚さは

2.8cm、棺身部は厚さ2.0cm程で、調整は内・外面ともナデ仕上げである。これらの破

片はいずれもオリーブ灰色を呈し、よく焼成されて堅緻だが、胎土には砂粒を多く含

む。なお、県内における陶棺の出土例は非常に少なく、上野市佐那具町御墓山窯跡出

土の陶棺などが知られる程度だが、今回出土の陶棺では蓋受け部とみられる突帯部の

形態が異なるなどの違いもあり、これらを陶棺とするかどうかも含め検討を必要とす

る。さらに斎宮跡ではこれまで報告例はないものの、過去の出土遺物の中に類似する

陶器片が存するとの指摘もあり、今後の調査研究と資料整理に期待したい。

4. まとめ 今回の調査では、方格地割の鍛冶山西ブロック西辺部で南北柵列SA 1411・2675の

南側延長部分を確認し、この東側で新たな南北柵列SA7150・7170や大型掘立柱建物

を検出したことである。これらの発見によりこの区画内の様相が明らかとなった点で

は責重な成果であったといえよう。なお、今回の調査結果について、これまで周辺で

実施した調査成果を含めて再検討することとしたい。

外郭の柵列（外柵） 調査区西辺で確認した2条の南北柵列は第44次調査で検出した SA1411・2675

の南側延長部分であり、それぞれ28間、 27間以上続くことがわかった。柱間はいずれ

も2.95m等間である。これらは方格地割鍛冶山西ブロックの西限に相当する南北区画

道路東側溝SD2670の東側約7.0m(24尺）で並行し、このブロック全体の内側を取り

囲む外郭の柵列（以下外柵とする）で板塀と考えられる。柱穴の切り合いより古い方

からSA1411→ S A2675であることが判明しているが、調査区南西隅では平安時代初
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期とみられる土拡SK7179がSA2675の柱穴に切られ、しかも SA1411の柱穴を土拡

底面で検出したことから、 SA1411はすくなくとも平安時代初期までで、 SA2675は

それ以降に建て替えられたものとみられる。

内郭の柵列（内柵） 一方、今回調査区中央で新たに発見した南北柵列SA 7150・7170は外柵に囲

まれた区画内をさらに画する内郭の柵列（以下内柵とする）と考えられ、外柵同様に

板塀を想定する。 SA7150は西辺に相当する外柵SA1411の東側約24m(80尺）、 SA

7170はSA2675の東側約28m(95尺）の間隔をおいてそれぞれ並行して 6間分を検出

したが、柱間はいずれも2.95m等間を測る。これら柵列の柱穴からは出土遺物が乏し

く明確な時期を決定することはできなかったが、外柵と内柵の柱穴の埋土がそれぞれ

酷似することや各外柵の柱通りと並行して内柵の柱通りが対応することなどから SA

1411にはSA7150が、またSA2675にはSA7170が併存するものと考える。

SA 7150は、南北方向にさらに延長するものと考えるが、今回の調査区から線路を

挟んで北側の第29次• 第44次調査区で、この北側延長上に位置する南北方向の柱列

(S B2705) 3間分があり、これを SA7150の延長部分と考えるならば少なくともさ

らに 9間分は続くものと思われる。しかし、この調査区東端の遺構検出状況から土拡

等の重複で北側へ延びる柱穴が明瞭にできなかったとするならば、外柵の北辺に相当

する SA6760までさらに延長する可能性も少なからず残っている。

SA 7170については、 SA7150同様に線路を挟んで北側の第29次調査区で検出され

た南北方向の柱列 (SB1427) 1間分がこの北側延長線上にあることが判明した。こ

のことから北側へは少なくとも14間分延びるものと考えられ、確認できた総延長とし

ては20間分に及ぶ。 SA7170は第98次調査検出の区画溝SD6810と左右対称の位置関

係を呈するものと考えられ、これを確信する結果となった。しかし、柱列SB1427に

先行する柱列SB1428が今回の調査区では確認されなかったものの、同一線上に存在

する SA7171・7172の延長を含め、今後の検討課題となった。

柱穴の規模・形状等 今回検出した 4 条の外• 内柵の柱間はいずれも2.95m等間であるが、外柵の

新旧で柱掘形規模に違いがみられる。 SA1411は一辺0.8m-l.Omの方形だが、 SA2675 

では一辺0.9m-1.lmの方形となってやや大型であり、相対的に旧→新で小→大へと

変化する。この状況は第98次調査検出のSA6760とSA6780でも同様に認められた。

内柵では新旧によるこの規模の相違はみられないが、いずれも SAl411よりは大きい。

また、柱穴底面を絶対高でみると、外柵2条と内柵SA7170では高低5cm程度の差

があるものの標高9.7mでほぼ一定である。 SA7150では底面高でややばらつきがみら

れ、標準的標高約9.5mに対して約20cmの高低差がある。因にSA6760とSA6780では

柱穴底面の起伏が顕著であり、 20cm-40cmの高低差が認められる。

柵列の変遷 第98次調査では柵列の新旧関係から大きく 2つの配置を想定して概述したが、今回

の調査結果により柵列の変遷を I期（奈良時代～平安時代初期）、 11期（平安時代前

I期～前11期）として考えていきたい。

I期 I期では外柵の南辺は現時点で不明だが、北辺SA6760、西辺SA1411、東辺SA

6770で構成される一辺400尺（約117.6m)の囲みが存在する。さらに SA2800によっ

て東側に160尺（約47.5m)張り出した形状となって北辺が最大560尺（約165m) とな

る長方形の区画が想定される。内柵SA7150は西辺SA1411の内側80尺で並行するが、
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これに対して東辺SA6770から張り出すSA2800が 2倍の距離に相当する160尺で並

行し、柵列の規格的配置が注目される。

II期 II期では東側の張り出し部分がなくなり、 1辺400尺で構成される外柵がそれぞれ

建て替えられて北辺SA6780、西辺SA2675、東辺SA6790となる。また、この囲み

の東側には南北区画道路が延長され、この区画の整備がほぼ完成されたものと考えら

れる。内柵SA7170は西辺SA2675の東側95尺で並行し、柵列の北側延長線上が北辺

S A6780の柱穴には直接取り付かないことも予想される。

建物の規模 ・形状等 掘立柱建物の中で全体規模が把握できたものとして SB 7155・7160がある。

いずれも柱間が10尺 (3.0m)で掘立柱建物の柱間寸法としては最大である。したがっ

て5間X2間のSB7160はこれまで検出した建物の中でも最大規模を有する。柱掘形

の規模は一辺約1.2mの方形で柵列の柱掘形よりも大きい。柱穴底面の絶対高では、

SB 7155が標高9.2m~9.3m 、 SB 7160では9.3m~9.4mを測り、柵列の柱穴底面より

も 30cm~50cm深く掘削したことが窺える 。 また、これらの建物周囲を巡る溝や S B7155 

の西妻柱筋の延長線上に取り付くと想定される柵列を検出したことは建物の様相を知

るうえで貴重な発見といえるだろう 。

掘立柱建物群の変遷 掘立柱建物の時期については、柱穴からの出土遺物が細片かつ微量のため、

明確な時期区分が困難であったが、 柵列との対応関係及び建物の新旧関係や規格的な

配置を考慮し、建物群の変遷を想定した。また、内柵の西側と東側では建物配置が異

なっており、中心施設の存在を予想する東側ではさらに建物配置を検討する必要があ

る。したがって、 柵列の変遷を I期、 II期と対応させ、掘立柱建物の配置をそれぞれ

a、bに区分して考えることとした。

I-a期では内柵SA7150の西側で東西棟のSB 7155・7160が40尺の間隔をおいて

南北に並び建つ。SA7150の東側では南北棟のSB7165、東西棟のSB7175が配置さ

れる。SB7175を除いて他はすべて柱間が10尺等間であることが特徴である。

I-b期ではSA7150の西側はSB 7155・7160が存在し、 東側のみ建て替えられて

南北棟のSB 7180・7185となる。

II -a期ではSA7170へと推移し、西側では SB7155の建物規模は変えずに柱間を

縮小して 5間X2間とした SB7190が建てられるが、第44次調査で検出した同規模の

東西棟SB 2680・2685を含めこの 3棟が40尺の間隔をおいて規則的に配置される 。ま

た、 SA7170の東側では東西棟SB7195が配置される。

II -b期では SA7170の西側でSB7190がSB7191に建て替えられ、東側では南北

棟の SB7196となる。

以上、主要遺構となる柵列と掘立柱建物群を中心に概述してきたが、今回新たに発

見した内柵2条によって方格地割の中枢部とされる鍛冶山西ブロ ックがさらに細分化

され、複雑な様相を呈することとなった。ま た、中心施設の範囲がこの内柵の東側へ

展開することが予想されるなど、この区画を考えるうえでは極めて貴重な調査結果に

なったといえよう。斎宮跡の実態解明に向けて課題は多いが、鍛冶山西ブロックが重

要な鍵を握っているものと思われ、今後の発掘調査の進展がよりいっそう望まれる。

（野原宏司）

〈参考文献〉・笠井賢治 「御墓山窯跡出土の掏製仏殿（厨子）」「1994年度上野市文化財年報1」上野市教育委貝会1995

-14 -



SD&l32 I期
II期

—
『
I

2

0

 

戸
辺
3

SA5840 R
 ，

 
---
14-0 

o, 
直

44 

7
 第5図

., 

210 28 210 40 

ー」
10

笥
~842 

560 
400 

SA6760 

．乃誡 閂
sB

1● 
160 ,, 

竺

800

且
[

2
 
A
 s
 

I , 
I 

| --'-

A
 2
8
5
5
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

1
9
9
ー

1
1
9
ー

1
1
ー

9
9
9
1
9
,1

ーロ

44 21 

予-~
24 10 ←丁:.,-

4
0
0
 

2
0
1
 

S

A

 2
6
7
5
 

゜

L
 
,

'

,c 

2
 

4
 

c
 

11 

『

4
4

ss I 

40 

9

1
ー

1
ー

1
1
1
ー

1
_

_

 1
ー

1
1
ー

ー

ー

1
_

_

 1
1
1
1
1
1
1
1
_
1
ー

1
ー

ー

1
ー

1
ー
ー

9

9
1
ー

1
1
J

|

＇

,

＇

，

＇

,

＇

,

＇
,
 

5

＿
 

7

-

1
0
 

已

w
 

ー

ー

9
ー

1
1
ー

ー

1

●

●

1

9
1
ー

ー

ー

1
_

_

 
1
ー

ー

9
_

_

 1
ー

ー

1

9
ー

1
ー

●

●

●

●

●

●

●

1

1
ー

1
ー
ー

1
9
_
1
ー

1

1
ー

ー

ー

1
_

_

 1
1
9
1
9
1
ー

ー

ー
＿

I
S
8
1
4
2
7
1
 

S
A
i
↓
 7
0

 

I
 

9
9
ー
ー

1
ー

，
L

,
'
ー

1
ー
ー

1
1
ー

1

1
ー

1
_
1
ー

1
ー

ー

ー

1
1
9
1
1
1
ー

↓

ー

S
A
6
7
8
0
 

•
四

S

A

 1
4
1
1
 

6
 

ー7
 

i_-

-

S

B

-

8

0

 

'
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
T
'
↓
1
 

r

ナ'’ーサ
SB

10 

10 

_
_
_
 9
9
●

●

●

●

_
t
I
t
9
↓
'
↓

9
1
T
ー

・

・

・

・

・

・

・

_

_

_

_

 

,＇ 

I
S
B
2
7
0
5
)
 

S
A
7
1
5
0
 

1

1

0

ニ

10 5
 

0

5

 

ー

ー

戸
SB

8
 

ー
會

2
0
0
 

曰。

SA6780 
so―68i0 

三〇 色］
ー

S
A
6
7
9
0
 

！： 

100尺 ー

鍛冶山西ブロック周辺遺構配置図 (1: 1,000) 

-15・16 -



m. 第 10 7次調査
6ABI-O (中垣内地区）

1. はじめに 平成6年度第2回目の計画調査である第107次調査は、史跡西部の台地縁辺部にあ

たる大字竹川字中垣内で、平成6年7月18日から11月15日にかけて面積530m2を対象

に行った。調査地は斎宮歴史博物館から南西へ約400m、近鉄山田線の北側で現況畑

地に立地する。

この調査地周辺は、斎宮跡が発見されるきっかけとなった地域で、当時は古里遺跡

と呼ばれる遺跡であった。これまでには昭和55年度第30次調査、昭和56年度第36次調

査、昭和60年度第58-4次調査、平成2年度第85-8次調査、また平成5年度第100次・

第102-5次調査などが行われている。調査の結果、飛鳥時代～奈良時代にわたる竪穴

住居や掘立柱建物、平安時代末期～鎌倉時代の遺構が分布することが確認されている。

遺物では三彩陶器や円面硯、銅製鈴帯錠尾などが出土しており、奈良時代の斎宮に

おいて重要な地域である。

これらの調査から、飛鳥時代の柵列（第58-4次調査 SA4281・4282、第85-8次調

査 SA6280)による囲みの様子、また奈良時代の柵列（第30次調査 SA1674、第100次

調査 SA6940-6942)による囲みの様子が次第に明らかになりつつあるが、それらに

伴う掘立柱建物およびその配置等は依然として不明確である。

今回の調査は、そうした斎宮の成立期・終末期の様子を考える上で、今まで断片的

であった面的な調査を昨年度の第100次調査に続いて実施し、遺構の実態を明確にす

ることを目的として行ったものである。

2. 遣 構 調査区は、東西26m、南北20mを設定し、基本層序としては上層より表土（灰黄

＼ 
弥生時代

奈良時代

中期

鎌倉時代

時期不明

色土厚さ25cm-30cm)、遺物包含層（灰褐色土厚さ30cm-35cm)、地山（黄褐色土）で、

調査区東南隅のみ部分的に地山上層に黒色土がみられた。

遺構はすべて地山面で検出している。調査の結果、弥生時代中期の方形周溝墓2基、

土拡1基、奈良時代の柵列 1条、竪穴住居6棟、掘立柱建物11棟、溝6条、土拡4基、

鎌倉時代の掘立柱建物2棟、溝3条、井戸1基、土拡1基、土拡墓2基、時期不明の

掘立柱建物1棟、井戸1基を検出した。

遺 構 の 種 別

SA s B s D SE s K s X 
7202 7200 7201 

7209 7205 7208 7210 7215 7223 7224 7214 7217 7218 

7216 7219 7222 7225 7236 7237 7220 

7226 7227 7228 7229 7238 7239 

7230 7231 7232 7233 

7234 

7207 7221 7203 7211 7204 7213 7240 7241 

7212 

7235 7206 

第3表 時期別遺構分類表
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(1) 弥生時代中期の遣構 方形周溝墓2基、土拡1基がある。

S X7200 調査区東南隅で検出した方形周溝墓で、周溝の内肩間で北東ー南西辺は約7mだが、

北西ー南東辺は調査区南東隅にかかるため明確に検出し得なかった。溝の幅は、各辺

中央部が幅広く1.3m、各コーナ一部分の溝幅は狭く0.7mとなる。周溝の北コーナー

で弥生土器の壺 (10)が口縁部を北に横転した形で出土した。また西のコーナー付近

で同じく弥生土器の壺 (9)が出土している。

S X7201 調査区の北端に南西辺と東南辺の周溝を検出した方形周溝墓で、 SX7200と同じく

溝中央部で1.3mと幅広く、南のコーナーで0.5mと溝幅が狭くなる。推定規模は北東一

南西辺で約6m、北西ー南東辺については確認できていない。ここでは、弥生土器の

壺が出土している。北から (5)、(6)、(7)の順で各々1.5mの等間隔で並んでおり、

(5)は調査区壁面で確認した時点で既に破損していたが、 (6・7)は完形でいずれ

も横倒しになっていた。また据えられた様子は窺えない。

S K7202 この土拡からも破損はしていたが完形に復元できる弥生土器の壺 (8)1個体分を

出土している。長径2.0m、幅90cmを呈する長楕円形土拡である。

(2) 奈良時代中期の遺構 竪穴住居6棟、掘立柱建物11棟、柵列 1条、溝6条、土拡4基がある。

S B7205 調査区東半で検出した5間X2間南北棟の掘立柱建物で、南面に庇をもつものと

考えられる。柱掘形は一辺70cm-80cm、柱の直径は30cm-40cmで、調査区内では比較

的大型の建物といえる。また若干方位を違えるものの、北妻通りの延長と北桁行筋を、

S B7226に南妻通りをSB7233にほぽ揃えているのでこれらは同時に建てられていた

可能性が考えられ、後述のSB7210より新しく建てられたものと思われる。

R
 

。
第7図遺構実測図 (1:200)
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次数 遺構番号 建物時期 規模 種別

64-3 SB4675 奈良 3X3 総柱

66 SB4410 奈良後 4X2 側柱総布掘

68 SB4560 奈良前 3 X 3 総柱

68 SB4561 .,,, (1) x- （総柱）

83 SB5800 平安初 5 X 2 側柱

85-8 SA6280 飛鳥 (7) 柵列

88 SB6238 奈良後 3 X 3 総柱

第4表斎宮跡布掘状掘形建物一覧

I"' 

諭 h

-0 
-0 

,―
 ..J 

_v 

L =I●,'""' 

O. ~-
第9図 S B 7210 遺構実測図 (1:100) 

SB 7210 調査区の北東隅で確認した3間X3間の総柱建物で、桁行1.5m前後、梁間1.4m 

等間である。この建物は、深さ 10~12cmの溝が側柱を一周巡る布掘状掘形をもつ（た

だし北東隅のみ陸橋として溝を連結させない箇所をつくる）もので、斎宮跡でも 8例

みられる布掘状掘形をもつ建物の一例ではあるが、他例と特に異なるのは、一段下げ

た溝の中にさらに各辺中央 2 本分の柱掘形を溝状に10cm~25cm下げてから 1 本ずつの

柱掘形を各各つくっていることである。斎宮跡でこれまで検出している布掘状掘形を

もつ建物は、上表のとおりである。今回のように三段構えの布掘状の掘形をもつ例は

他県の検出例を併せて考えても初めてである。また布掘状掘形から多量の土錘が、北

西隅でSX7201と切り合っているため柱掘形内からは弥生土器壺の比較的大きい破片

(24)が出土している。

S K7220 調査区北辺中央、方形周溝墓SX7201に重複して検出した長楕円形の土拡である。

底部までの深さは40cmであるが、遺構面から約20cmのところで直径60cmの半円形に囲

む石組みがみられる焼土面が現れた。その焼土面上からは鎌倉時代の遺物とフイゴの

羽口が出土し、焼土中に第10図の様に奈良時代中期の土器が散在していた。その焼土

を除去しながら遺物の状況を記録していったところ、遺構面から約30cmで底が現れた

が、土拡底部まで焼土は達していなかった。出土遺物は、土師器杯・高杯・寵と須恵

器杯・杯蓋•平瓶・線刻文字のある甕、大型円面硯・甕• 鍋などがある。この奈良時

代の土拡の出土遺物には、完形に復元できるものが極めて少なく、その出土状況、遺

物の復元後の状況からみても廃棄土拡であろうと考えられる。また焼土面はこの土拡

の上に石組みを伴った屋外炉のような施設を後世につくったものと思われる。

-21-
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調査区中央にある長径2.6m、短径1.4mの土拡である。遺構面からの深さは60cmと

やや深いもので、出土した遺物には土師器・須恵器の甕類が多く、またフイゴの羽口

や鉄滓が多く出土している。埋土中に焼土はみられなかった。

S D 7223• 7224• 7236,..., 7239 幅40cm-60cm、深さ 9cmの浅く断続的に続く溝で、 SD 7223・7224 

とで東西辺を、 SD7236-7239までの溝で南北辺を構成した、区画線として敷かれた

ものと思われる。 東西辺でほぽE20°S、南北辺でもほぽN20°Eと直交する傾きを

示し、この方位にSB7225が棟方向を合わせて建つものと考えられる。

(3) 鎌倉時代の遺構 掘立柱建物2棟、溝3条、井戸1基、土拡1基、土拡墓2基がある。

SK 7214 

調査区北辺に接して検出した井戸で、北側3分の 1ほどは調査区の外へ続いている

ため検出できていない。最大径3.2mで、 25cm下げたところで直径を2.5mに狭め、壁

面はオーバーハング状に挟られているため、遺構面から約1.2mまで下げて掘削を止

めた。出土遺物は、鎌倉時代の土師器皿、山茶椀が多量に入っていた。

S X7240 長径1.2m、短径0.5mの長楕円形の土拡墓である。土拡の北寄り東壁面に山茶椀 (3)

が、同じく北寄り西壁面に鉄製小刀 (4)が壁面に貼りついた状態でその上に土師器

の皿 (2)、さらにその上に土師器小皿 (1)が重なって出土した。この土拡墓上面

あるいは周辺からは多くの青磁• 白磁が出土している。土拡の形状は異なるものの副

葬品の種類としては斎宮駅北側周辺で検出される土拡墓と類似している。

S E 7204 

ー 1

＼ 

り^

3
 

,9/．/ン
t

A-

A_ 

Im 

,Im_ 
n
.
2一
•
ヨ

20cm — y 
.... -... , 
'II 

Im 

S X 7241 

第11図 S X7240 遺構 (1: 20)・遺物 (1: 4)実測図

S X7240の南西1.5mに隣接している、長径1.4m、幅0.8mの隅丸長方形の土拡墓で

ある。 SX7240に比べ遺構面から底部までの深さが12cmと浅いが、土師器小皿が2枚

-3枚ずつ重なった状態で、十数枚出土した。その他に副葬品と思われる遺物はない

が、 SX7240のすぐ南側に位置することからこのSX7241も土拡墓と考えられる。周

辺ではSX7240 と同じように、青磁• 白磁が多く出土している。
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3 . 遺 物 主に、遺構に伴って出土した土器についてその概要を述べる。

(1) 弥生時代の遺物 (5~7) は S X7201の出土土器である。 (5)は口縁端部を欠損しているも

のの、胴部最大径20.2cm、底部径5.5cm、残存高21.4cmと今回出土した中では小型の壺

で、残存状況も良好である。頸部に簾状文1段、体部上半は櫛描横線文12段、波状文

1段、体部下半にヘラミガキ、内面にはタテハケがみられる。 (6)は (5)の南1.5

mで出土したもので、同じく口縁端部を欠損している。残存高31.0cm、胴部最大径27.2

cm、底部径5.6cmの壺で頸部に簾状文 1 段•竹管文 1 段・簾状文 1 段、体部上半に櫛

描横線文と波状文を交互に4パターン、最後に2段の波状文を巡らせる。下半にはタ

テハケの上から横方向のヘラミガキを施す。胴部内面はハケ、頸部以上はナデである。

さらに (6)の南約1.5mに出土した (7)は、器高33.7cm、口径14.6cm、胴部最大径

27.6cmの壺で、口縁内側に連続刺突文2列、口縁側面に波状文1段、頸部に簾状文2

段、体部上半にタテハケの上から櫛描横線文12段、波状文1段、下半に同じくタテハ

ケ上から横方向のヘラミガキを施す。胴部内面はハケ、頸部以上はナデである。

S K7202出土の (8)は器高33.8cm、口径10.6cm、底部径6.4cm、胴部最大径が27.6cm

の壺で、口縁部外面に凹線文、頸部以下体部上半にかけてタテハケ、下半は横方向の

ヘラミガキ、底部から4.4cm上方のみ縦方向のケズリを施す。内面は底部に縦方向の

ケズリ、胴部に横方向のハケ、頸部にはシボリ痕がみられる。 (9・10)はSX 7200 

の周溝内、北と南の隅で出土した壺で、 (9)は口径12.9cm、胴部最大径25.3cm、残存

高24.9cmで周溝南隅より出土した。また調整が (8)に類似しており、頸部に 1段簾

状文が入り、胴部最大径部分でタテハケの方向を右下へのハケヘ変換している他は

(8)と同じ構成である。 (10)はSX7201の (7)とほぼ同寸大、酷似した文様構成

のもので、櫛描横線文が19段とやや多く櫛描横線文下のタテハケがみられない他は

(7)と同じである。壺体部のみしか復元できなかった (23・24)はいずれも SX7201 

の遺物であったものが後世のSB7210、S K7220に混入したものと考えられる。櫛

描横線文を12段あるいは櫛描横線文と波状文を交互に5パターン繰り返したあとに櫛

描の斜格子文を胴部上半まで施すものである。その他包含層出土の遺物として (25)

は壺の体部に線刻で絵を描いたようにみえる模様をもつ。残念ながら破片が約10cm四

方の小片であるために全容を窺うことはできない。 (28・29)は口縁上面端部に類似

した施文を行うもので、 (28)は幅2.4cmの端部上面に扇形文と波状文を施す。 (29)は

幅1.5cmの端部上面に同じく扇形文を2.8cm等間隔で口縁全周16箇所に施文したものと

推定される。また櫛描横線文と扇形文の組み合わせ (32・33)、疑似流水文と斜行文

（山形文の一部か）を施した破片 (34・35)がみられる。

(2) 奈良時代中期の遺物 S K7220で出土した土器を (36~64) までにあげるが、完形のものは 2

個体しかなく、いずれも欠損品ばかりである。出土状況からみても、いずれも廃棄さ

れた土器であると思われるが、 (63)の須恵器大型甕の口縁部内側に焼成前に線刻し

たと思われる文字がみられるが、判読は不可能である。

(3) 特殊遺物 (64)の須恵器円面硯は硯面3分の 1のみ残存し、推定される硯面の直径は18.4cm

である。脚部は欠損しているため推定復元をしているが、脚部透かしについては、上

面幅が1.5cm、透かし毎の間隔は2.0cmで計17本の方形透かしが入るものと考えられる。

斎宮跡で出土した中でも大型硯の部類に入る。その他、製塩土器1点、土師器ミニチュ
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ア1点、墨書土器山茶椀（「大」か） 1点、 SK7220及びSK7214から出土したフ

イゴ羽口 7点、石製品として石鍋・スクレイパーなどがある。土錘は36点と多量に出

土しており、そのうち22点がSB7210から出土していて、土錘は主に幅0.8cm ~ 1.2cm

前後、長さ 5 . 5cm~ 5.8cmの細口のものである 。 今回鎌倉時代の遺構はあまり多く検出

されなかったが、青磁が24点、白磁が16点と、斎宮跡全体のなかで比較的多く輸入陶

磁器を出土する古里地区においても調査面積に比して高い出土率を示すものである。

青磁は主として龍泉窯系のもので、白磁には壺の底部破片 2点、四耳壺とみられる口
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縁破片が1点ある。 SB7226上面あたりから、須恵器の獣脚であろうと思われるもの

が1点出土しているが、脚中央部径3.8cm、底部径5.0cm、残存高9.0cmを測る。ヘラ状

工具によると思われる 5面の面取りを施し、粗略ながら爪先の表現がなされている。

かなりの大型製品の脚部であろうと考えられる。緑釉陶器は今回の調査区内からは 1

片のみが出土している。

4 . まとめ 今回の調査で明らかとなった方形周溝墓と飛鳥• 奈良時代の様相について概述する。

(1) 方形周溝墓の分布 祓川段丘上の台地縁辺部の今回調査地周辺における方形周溝墓の分布状況

をみると断片的な調査しか行われていないが、平成5年度第102-5次調査においてほ

ぽ同規模とみられる弥生時代中期の方形周溝墓SX7100が検出されている。そのほか

古里地区・斎宮歴史博物館周辺にも同時期の方形周溝墓群の分布がみられるが、この

一群は、いずれも四隅に陸橋をもつもので、第107次及び第102-5次調査地周辺のも

のとは形状の上でも、また分布地においても、古里地区の中でもまた別の一群である

方形周溝墓・集落を形成していたものと思われる。この二群の間約240mの間には、

古墳時代になると円墳・方墳約40余基からなる塚山古墳群が形成されることになる。

(2) 飛鳥•奈良時代の柵列 本調査の目的である、飛鳥• 奈良時代の柵列による囲みの実態である

が、残念ながら今回その囲みを構成した柵列本体の検出はできなかった。調査で確認

した掘立柱建物のうち、正方位にのせた奈良時代の掘立柱建物・柵列はほぼ調査区内

全域に分布しており、正方位にのせた柵列等の区画施設によってこれらは画される可

能性が高いと考えられる。一方、 N31° ~32°E の方位に揃える掘立柱建物は今回の調

査区では 1棟しか検出しておらず、その方位の区画施設の影響を直接的に受けない場

所に建つ建物であろうかと思われる。

第58-4次調査のSA 4281・4282と第85-8次調究のSA6280でつくる約147° に開い

た飛鳥時代の囲み、あるいは第30次調査のSA1674と第100次調査のSA6940等でつ

くる約149°に開いた奈良時代の囲み、いずれの柵列からも正方形あるいは長方形の平

面構成をした施設を予測するのは困難である。

そこで、囲みの一角にこうした鈍角の開きをもつ不正多角形の囲みを構成していた

か、あるいは各々独立した柵列で未調査地にそれぞれの対辺となる柵列があるのかと

いうことが考えられる。いずれにしても柵列の規模が決して小さいものではないので、

構成される施設も極端に小規模なものを考えるのは不自然であるということと、構成

される施設が必ずしも正方形もしくは長方形という直交する対辺ばかりで構成されて

いるのではなく、一部に不正多角形の辺をもっているかもしれないという可能性が皆

無ではないということが考えられる。

以上のことから、調査区周辺の飛鳥・ 奈良時代の柵列による囲みを解明する上で、

面的な調査による十分な資料がまだまだ不足しているために、実態の様相が不明確の

ままであるが、今後もさらに計画的な調査を実施していくことが、この地域を解明し

ていくためにも必要となってくるものと思われる。今後の調査による資料の蓄積を待っ

て検討することにしたい。 （赤岩操）
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今回の第108次調査は、この時検出された柵列SA7000の東の延長を確認するととも

に、想定されるSA7000の東西正中線付近の状況を明らかにする事を目的としている。

調査期間は平成6年10月11日から平成7年3月3日にかけて約1,100面を対象とした。

調査前は樹木の閑散な荒地で、特に調査区西半には笹類が緊密に繁茂しており、樹木

根と相まって人力による掘削が困難であるため、表土部分を重機により除去したのち

調査作業に入った。調査区は隣地境界に沿った鍵手状で、現況は若干の起伏はあるも

のの標高約11.5m前後のほぼ平坦な地形で、西に向かってごく緩やかに傾斜している。

包含層は調査区東半で厚く、遺構面は地表から約0.5m-l.Om下で検出される礫をわ

ずかに含む明赤褐色～黄色の重粘性の基盤土（地山）で捉えた。基本的な層序は上か

ら1: 黒色砂壌土（山林表土）、 2: 地山構成土を含む黒色系シルト質壌士と褐色系

砂質壌土（包含層）、 3: 地山となる。この包含層下に調査区東半では土器片を含み

上部撹乱の著しい黒褐色砂質壌土が30cm-40cmの厚さで堆積しており、包含層IIとし

て分離している。ある時期の造成層である可能性があるが、上面では遺構を確認する

事はできなかった。

2. 遺 構 遺構は奈良時代後期から平安時代末期まで及び掘立柱建物14棟、竪穴住居 1棟、

柵列 1条、溝28条、土拡39基を検出した。なお、調査区東端には多数のピットが分布

しており、より多数の建物が存するとみられるが、この確定は今後の調査に拠りたい。

遺構は調査区西端と東半部に密で、中央部で疎である。遺構検出面の標高は10.2m-

10.5mで南半は概ね平坦だが、北半は北東に向かって緩やかに傾斜している。

(1) 奈良時代後期の遺構 竪穴住居1棟を検出したのみである。

S B7285 調査区南西端で検出したSB7285は、南3分の2以上が調査区外に延びていくが、

一辺約7.0mの規模のものと考えられる。

柱穴やカマドなどの施設は確認されず、貼床構造も認められなかった。出土遺物に

~ 遺 構 の 種 別
s B s D s K s A 

奈良時代後期 7285 
初期 7302 7315 7252 7260 7261 7000 

7047 7293 7251 7257 7258 7296 
------------

前 I期 7294 7300 7259 7273 7275 

7301 7276 7298 7316 

7299 7253 7264 7271 7250 7262 7263 
平
前II期

7295 7274 7278 7279 

7280 7287 7288 
安 7290 7325 

中期
7270 7310 7319 7320 7321 

時 7322 7323 
7042 7043 7254 7269 7307 7272 7281 7282 

代
後I期

7044 7313 7308 7309 7327 7283 7284 7286 

7291 7292 7297 
7317 7328 

後II期
7289 7312 7314 

7318 7324 

末期
7255 7256 7265 7303 7304 7305 
7268 7277 7311 7326 

時期不明 7267 7306 

第5表時期別遺構分類表
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第1070s次 S A7000柱穴周辺の標準地山高
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第6表 S A7000の柱痕底面高と地山の相関

は土師器椀・ 皿・鉢・甕や須恵器長頸瓶・杯・甕などがあり、土師器皿にはb手法に

よる調整をもつものがある。平面の規模は第103次調査のSB7045よりやや大型だが、

ほぽ同時期のものであろう。

(2) 平安時代初期～前I期の遺構 掘立柱建物7棟、溝10条、土拡3基、柵列（板塀） 1条がある。

S A7000 当地区においてこの時期最も早く成立すると考えられる遺構は第103次調査区から

延び、牛葉東ブロックの北辺を画する SA7000である。今回15間分検出し、合計20間

分を検出した事になる。柱穴の重複はなく、建て替えられた痕跡は認められない。こ

の間柵列に切れ目はなく、門遺構は明確ではない。柱穴は一辺1.lm-1.3mの掘形に

直径約30cmの柱痕跡を持つ大型のものである。検出分の長さから柱間寸法の平均を取

ると約2.97mになり10尺等間である。第6表はSA7000の柱痕跡底部の標高と柱掘形

周辺の平均的な地山高の相関を表したものである。これによると地山高でも東へ向かっ

てやや低くなっていくが、北西隅の柱穴が最も浅く、第108次調査区に入るものから

やや深くなっていき、地山面との高低差は70cm-80cmある事が分かる。 SA7000の延

長である第10次調査区では柱穴底面高約9.6m、地山との差約50cm、柵列北東隅の第44

次調査区では柱穴底面高約9.3m、高低差約50cmである事から、東西長36間、約107m

とみられる長大な柵列の辺中程では柱を深く埋設していることが窺われる。また途中

S K7281に撹乱されているものの、東より 7本目から 8本目の柱穴底面高に変化がみ

られる。この部分に接して当該期の建物はないため、確定的ではないが冠木門あるい

は棟門などがあった可能性もあろう。

S B7315 このSA7000に伴うようにして建てられたとみられるものとして、調査区東南隅の

S B7315がある。一辺1.0m-1.2mの大型の柱穴を持つもので、一間分のみの検出であ

る。東隣部の調査の成果に期待したいが、柱間9尺、東西4間の建物と推定すると、

SA 7000の中央にあたる柱穴と東西正中線を共有する可能性がある。

5間X2間の東西棟で柱間 8尺の大型建物である。この西妻柱筋は、やはり SA

7000の西から13間目の柱穴と筋を揃えており、以後ここでSB7301→ SB 7300の順で

3回の建て替えが行われている。その度に極わずかに柱穴の位置が移動するが、この

S 87302 

3回の建て替えのうちに建物の配置の段階的な変化が窺われる。
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建物の変遷 ① S B7302がSA7000の内側に単独で建てられる。

② S B7302がSB7301に建て替えられ、この北側にSA7000を挟んで西妻柱筋を揃

えてSB7294が同一規模で建てられる。

③ S B7301がSB7300に、 SB7294がSB7293に建て替えられ、 SB7300の西側に

ややずれるものの、概ね北桁行筋を揃えてSB7047がやや柱穴の小さい5間X2間

の規模で建てられ、 3棟が並立する。

以上の変遷が平安時代初期から前I期の間にあったとみられる。その間SA7000は

途中までは存在していたと考えられるが、③の段階にあたる頃に後述の理由により、

廃絶していたとみられる。

S D7252 溝には初期のSD7252がある。短く断続しているが、第103次調査のSD6992に続

き、方格地割の東西道路SF6990の南側溝となるものである。折戸10号窯式に相当す

る須恵器の台付杯が2個体出土している。

逆L字形を呈する溝群 次に前I期の後半に掘削されたとみられる逆L字形を呈する一連の溝、

S D 7257·7258·7259·7273があげられる。幅1.3m~l.8m、深さは最深部およそ60cm

で、南端は調査区内で止まっており、東端は前II期のSD7263、SK7264が重複して

いるが、浅くなりつつもさらに調査区外へ延びていくものとみられる。その形状から

区画溝と考えられるが、先述の③の段階に掘削されたとみられ、 SB 7300・7293を囲

むようになっている。このうちSD7273はSA7000と重なっており、 SK7281のため

重複関係は明らかではないが、 SA7000の廃絶に伴って掘削されたとみる事ができる。

前I期～前II期の土師器、須恵器、灰釉陶器が出土しており、前II期の古段階を主体

としている。前II期の終わりには埋没したものとみられる。

S D 7298• 7316 S D 7298・7316は出土遺物がほとんど無いが、埋土が黒色土でSA7000柱穴埋土に
近く、前 I 期頃にはあったものと考える。幅約40cm、深さ30cm~40cmの逆台形状で、

S D7298は第103次調査のSD7036と対応する可能性がある。

S D7251•7275•7276 他にSF6990の南側溝の一部とみられる SD7251や溝心々間約4.5mを隔てて平行
する SD 7275・7276がある。小規模な溝で性格は不明だが、土師器、須恵器が比較的

多量に出土している。

S K 7260• 7261 土拡では初期のSK7260·7261がある。いずれも直径 3m、深さ30cm~40cm程の不

SK 7296 

整形でSK7261が先行する。両者から土師器杯類を中心に当該期の多量の遺物が完形

品も混えて出土しており、祭祀的な性格の薄い廃棄土拡とみられる。

調査区中央付近の一辺約3.5mの方形土拡で、深さ20cm程と浅い。遺物は多くないが、

埋土に多量の破砕した炭化材が混入していた。

(3) 平安時代前II期の遺構 掘立柱建物 1棟、溝4条、土拡11基がある。

S B7299 前代のSB7300を引き継ぐもので、同一規模だが、 SA7000の柱穴跡と重複し、棟

方向も E1°Nとこれまでのものと変化がみられる。柱掘形の規模は斎宮跡のこれま

での調査でも最大級で、最も大きいもので一辺l.3mXl.4mを測り、柱痕跡は直径30

cm強である。

SD 7253• 7264• 7271• 7295 溝は4条あるが、いずれも性格は不明である。

S D7264は前I期のSD7259の延長上にあり、同一の機能のものかもしれない。ま

た、 SD7271はその埋土と上部に多量の土器片を包含しており、遺構検出面の上部に
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土拡

まで達していた。土器類は全て小片となっており、この溝が廃絶する際に溝内やその

上部に廃棄がなされたものとみられる。遺物は土師器杯• 皿類、須恵器、灰釉陶器や

土錘、製塩土器、炭化材などで、前1I期を中心とする。

調査区北東のSK7250、調査区中央部のSK 7288・7290から比較的多量の遺物が出

土している。 SK7250は長径5.4m、短径2.2mの長楕円形土拡である。遺物は土師器

杯• 皿•高杯・把手付鍋• 甕・寵片、黒色土器片、須恵器杯・甕片、緑釉陶器片の他

に漆の付着土器、須恵器転用硯、製塩土器片、土錘や炭化材がある。 SK7290からは

直径lm弱の小土拡ながら杯Bや甕・鍋を中心とする土師器類、須恵器壺片、製塩土

器片、土錘、炭化材、人為的とみられる擦痕が残る大小の円礫数個が出土している。

これらは前I期の遺物も若干含み、土拡の時期としては前1I期古段階のものと考えら

れる。当該期の多量の土器類や製塩土器、炭化材を含む土拡は第103次調査でも SK

7017があり、土師器類の中に小型～中型の甕、鍋などの煮沸形態を含むという共通点

もある。この他特筆できるものとしてはSK7274から斎宮跡2例目とみられる銅製鈍

尾が出土している。

(4) 平安時代中期の遺構 掘立柱建物2棟、土拡5基がある。

S B 7270• 7310 調査区西端のSB7270は5間X2間の南北棟で、柱掘形はおよそ50cm前後と小振

りで、 N2°Wの棟方向をとる。また調査区東端のSK7310は柱掘形が約80cmとやや

大きく、 E5°Nの棟方向をとる。 SB7310は東側の妻柱を検出できなかった事から、

東西方向は5間以上延びている可能性を残す。この棟方向の差異と、 SB7270が後I

期に掘削されたとみられる SD7269に、 SB7310は中期後半の土拡に重複されている

事からSB7270が中期後半、 SB7310が中期前半に属するものと考えられる。

調査区東端の土拡群 土拡は調査区の東端部に集中する。いずれも長径2m以下の小型のもので、

土師器を中心とし、完形も含む多量の土器が出土がしている。このうちSK7321から

は斎宮跡では最古に属する玉縁口縁の白磁碗片が出土している。この他中期後半を中

心に一部後 I 期にかけての土師器杯• 皿が大半で煮沸形態のものは少ない。わずかに

灰釉陶器片や須恵器片も含まれ、炭化材もみられる。これらの土拡は一部重なりあっ

ており、 SK7221→ S K 7320・7322の先後関係があるものの、 SB7310の柱穴に重複

しており、後述のSB7313が建てられるまでの短期間のうちに集中的に掘削されたも

のであろう。

(5) 平安時代後I期の遺構 掘立柱建物4棟、溝6条、土拡10基がある。

S B 7042-7044 これらは第103次調査区から続くもので、前二者が4間X2間、後者が5間X2間

S B7313 

の規模であることが判明した。この3棟はいずれも梁行柱間寸法が桁行よりも長いも

のである。なお、この3棟は後I期のうちに含めているが、若干時期的に遡って中期

にかかる可能性もある。

今回新たに検出した5間X2間の南北棟で、中期のSB7310に直交する方向で建て

られている。このSB7313の周辺にはなお多数のピットがあり、数次の建て替えもあっ

たようだが、今後の調査成果により確定したい。

溝 後I期に属する溝のうち、 SD 7254・7269・7307・7308・7309・7328は、第103次調

査で「コ」の字状配置を呈する SD 7012・7013・7014・7015と対応するものである。

S D7269の西辺•北辺•東辺は各々 S D 7015・7254・7307にそれぞれ平行して幅3m
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S D7268 埋士 SK 7266埋土 □二jSD 7267他埋土
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SD 7328埋土 盛土I □□ 盛土II
4m 

第18図 S D 7254• 7268・7269・7307埋土断面図 (1 : 30) 

前後の空閑地をつくる。またこの結果から第103次調査でも SD7013にSD6994が対

応していると考えられる 。 これらの溝は幅およそ 3m~4.5m、深さは遺構検出面から

30cm~50cm と浅いもので、断面は弱い逆アーチ状である 。 出土遺物は時期的に平安時

代初期～末期と幅広いが前II期～中期のものが最も多く、また中期～後I期とみてい

るSB 7042・7043・7044の柱穴に重複する事から後 I期の中程の段階で掘削されたも

のと考えられる。また、 SD7328はSD7307の底で検出された溝で、これらの溝が数

次にわたり再掘削されている可能性もある。

区画溝の性格 これらの溝が新たに発見された事で「コ」の字状の区画配置は3箇所以上になる事

が判明したが、いずれも平行あるいは直交するなどしてその方向に規則性があり、幅

3m前後の空閑地をつくる点で共通するが、これらの埋土断面のいくつかを示したの

が第18圏である。特にSD 7269・7307の調査区南壁断面に注意すると、調査前は旧地

形の弱い起伏かと考えていた盛り上がりがSD 7269・7307の間隙部によく対応し、そ

こが山林表土とはやや異なる黒ボク状土や地山崩壊土の混土が盛られており、特に図

で盛土IIとしたものがSD7328埋没後盛土され、それを切る形でSD7269の埋土が入っ

ている事が窺われる。この事から少なくとも二次にわたる盛土は版築などは認められ

ないものの幅1.5m程度の土塁あるいは築垣であったのではないかと考える。そのよ

うに考えると SD 7307~7309の北側現況地形も緩やかに盛り上がっており、さらに東

へ続いている。これにより方格地割の区画に沿った形で土塁に画された一辺20m程度

の区画群が想定される事になるが、斎宮跡のこれまでの調査でこのような施設や区画
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は確認されておらず、その評価には大きな問題があろう。

土拡群 S K 7272・7281・7282・7283・7284・7286・7291・7292は径およそl.5m-4.5mの不

整円形の土拡で、底部の形状も凹凸があり、深さも60cm-90cmと幅があるが、いずれ

も埋土が地山崩壊土プロックを多量に含む人為的な撹乱状になっているという共通点

があり、埋土断面は地山土を含んだ様々な土種が層理状に堆積している (PLl躇全照）。

分布についても先述の区画溝SD7269の内側に集中する傾向が窺われる。これらの土

拡の性格は推定ではあるが、以上の内容から樹木の根の痕跡ではないかと考える。後

I期あるいはそれ以前の段階からSD7269の内側にあたる部分には建物や溝などの遺

構はみられず空閑地となっている。少なくとも後I期の土塁（築垣）の区画が成立す

る段階で立木が存在し、以後に除去されたと考える。厳密に「遺構」とできるか問題

はあるが、当該期の各区画の土地利用を考えさせるものである。

(5) 平安時代後1I期の遣構 この段階から調査区内では建物がみられなくなる。検出した遺構は土

拡5基のみで、 SK7289が調査区の中央に位置し、他は調査区東端付近に集中する。

S K7289 直径約2.5mの不整円形で、深さ20cm程度にも関わらず、ロクロ土師器台付杯の完形

品や椀の他、土師器台付杯や須恵器片など比較的多量の遺物が出土している。調査区

東端の土拡群もそれぞれ直径1.5m程度の小規模な土拡で、土師器やロクロ土師器な

どを出土し、時期的に末期にまでかかるものもあるかもしれない。

(6) 平安時代末期の遣構 溝6条、土拡4基がある。

土塁側溝肩部の溝 S D 7255・7256・7265・7268・7277は後I期のSD 7254・7269の肩部に掘削さ

れた幅30cm-40cmの細い溝である。土塁（築垣）の両側溝と考えられるこれらの溝の

補修に伴うものであろうか。なお類似する溝にSD7267があるが、遺物はなく、上面

から「洪武通賓」が出土しており、明確にこの時期に伴うものかどうか判断できない。

また時期の不明なSD7306も同様のものかもしれない。

S D7311 N 5°Eほどの方向で延びる南北溝で、幅約80cm、深さ30cm-40cmの断面逆台形を

呈する。底部高にはほとんど高低差はなく、埋土に平安時代末期の遺物を含むものの

S K7305が重複しており、掘削は若千遡るかもしれない。

土拡 土拡は全て調査区東部に集中し、 SD7303の内側にのみみられる。先述のSD7255 

等からも、後I期の土塁区画はこの段階では存続していたものとみられる。これらの

土拡のうちSK 7304・7305からは多量の土器の出土があり、遺構内と認定できたもの

の他、黒褐色を呈する包含層の下部にも当該期の遺物が多量に含まれており、これを

包含層nとして分離して遺物を取り上げている。特にSK7305からは多量の土師器皿・
小皿•高杯、ロクロ土師器杯・台付杯・高台付杯や須恵器片の他、判読できないが仮

名習書したとみられる土師器皿類や調度品の一部と考えられる金銅製のL字形金具が

出土している。時期的には平安時代末期でも前半のものと考えられる。

3. 遣 物 第108次調査の出土遺物は整理箱で、約160箱になる。調査面積との割合ではやや多

い方といえる。大半は土師器を中心とする土器類で、時期的には平安時代全期に及ん

でいるが、奈良時代のものは少なく、鎌倉時代以降のもので斎宮に関わるものは皆無

といっていい状況である。これらの遺物について概述したい。

(1) 平安時代初期～前期の遣物 平安時代初期のSK 7260・7261では前者から 7箱、後者から11箱

の遺物が出土している。詳細については今後整理したいが、これらの土拡からは残存
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第19図 出土遺物実測図 S D7252: 1・2、SK 7261 : 3 -22、SK7260: 23-37 

-39-



¥Fl. ~ 三□
こ三二 :4
文 :5

I ,,_ __ , -

｀ □三LI,
~ :::~ 

こニニニ乙デ~ミ 47 

~ =>-----<-< n 46 二三
39 ~ 一

文~8

＼一

＼ 

文二土三二1'66

文□

----i~ 三て可

~ 

~ 

~3 "F- ~ ~85 

＼ニニ=3=二=~=ジJ: "'7こ二」三ミ笠:

ロニニ二 20cm 

第20図 出土遺物実測図 S K 7260 : 38-40、SK 7288 : 41-48、SK 7290 : 49-57、SD7258: 58 

S D 7275 : 59-61、SD 7273 : 62-68、SK7250: 69-77、SK 7262 : 78・79 

S K 7317 : 80-82、SK 7326 : 83-86 

-40-



~o 

又
~ ニ 1-=ー J92

ー :3

支司100

文可—--=之101

ご三工三

□エニ三三二
~-~ 三-J. 三 1

~ 支二~95
三"~ニ—忍。6 三叉，ロニ戸三言丁二二""〗ロニ.

110~ 二: ~116 t.:: 二?119 ,----------T--------~, ァ

＼二~ し：：ロ＇ご二三~ 又こエニd33

文 134

叉 1 ミニ亥124

ニ.~II~'" 
叉29~三二135

史~o ここ上ニク;36

文 ;31文三ユ＝二名37

叉3~こ三〗：：：二二二二ご二三予28~弓二三盃ミニコ室亨乏38

こ~~ニこ;.,二三.~
ー □工三クus ミ三二~l~d

口ー三~~ニ尺"口ロニ~ ニ,. ~ ニ／
更 154 又 :1 C―、こ―、~-----T―---------/—, ----::: ク／二ST~
こ:.~三 -'9i1口／ 、し←—

又 ;56

＝エ之ST ーー V, 

こ"ロニ〗I I l 
こ二ニヒ＝忍~9 . -

史60~ロニ，
20cm 
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状況の良好な土師器杯や皿• 鍋• 高杯、須恵器杯• 平瓶・甕• 盤、製塩土器などの土

器類の他、土錘や鉄製雁股鏃・刀子が出土しており、土師器供膳形態の割合が高いも

のの、内容的には多岐にわたっている。

前I期の資料については混入を除き良好な資料が無く、第103次調査と共通した傾

向を示すが、前I期の終わりから前11期の前半の資料としてはSK 7250・7290などの

資料がある。前者は土師器供膳形態を中心とした構成を示し、後者は小規模な土拡な

がら土師器甕類の他、擦痕を持つおよそ7cm-30cmの一部被熱した礫が5個程出土す

るが、第103次調査のSK7017も含めて共通した性格を持つとみられる。

(2) 平安時代中期の土器 S K 7321・7322・7323出土の土器がある。この土拡の資料は大半は薄く

丸みのある体部からやや外反する口縁部を持つ杯Cで、杯B'や皿Cなどが共伴して

いる。灰釉陶器片や須恵器片の混入はほとんどなく、橙色かにぶい黄橙色で、微細な

砂粒を含む事があるが、胎土は概ね緊密で焼成もよい。基本的に均質な内容を持ち、

土拡の規模からもほぼ一括で投棄されたものと考えられる。杯Cの口径は平均で13cm

弱であり、小型化が進み中期でも新相のものである。なお、 (87)は底部を型で押し

出したようにゆがみが無く外面に成形時の爪状の圧痕が残る。

前11期から中期の土師器の変遷については第103次調査の中でもふれているが、今

回の出土資料によっても方格地割中枢部での在り方として一定の方向性が出たのでは

ないかと考えられ、主な器種の変遷を第22図に示した。大きく杯Aと杯Bとして平安

時代前11期まで続いた流れは、杯Bから派生した、薄手で丸みを帯びた底部に幅の狭

ぃョコナデを施し、やや外反する口縁部を持つ杯B'と杯Cの中に止揚され、この間

口径の縮小化が進み、後期の大・中・小の皿器形に分化する母体となる。一方、単純

口縁かあるいは端部を面取りして口縁が内弯気味になる皿Bが中期中葉には円盤状の

前杯A

；□こ」一
I 
こ二二

~-~ 

ミ I 1040,226 
期 SX6666〔ニL/, 7040:224 
SX6900 

中
杯C

7017:65 

二 7321: 町

杯B

杯B'

7040: お3

後
1
期

7017:97 

皿C • 

文一—一
7040:m 

文可—--::=:::::::之
7323:101 

ロクロ

土師器

第22図 方格地割中枢部における平安時代中期土師器の変遷 (1 : 4) 
土器の下の番号は遣構と概報での遺物番号を示す
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皿Cにまで単純化が進み、中期から後I期の画期の中で綿々と続いた平安型の皿の系

譜を終焉させる。胎土が主に橙色を呈し、「延喜通賓」を共伴した第95次調査のsx
6666や第99次調査のSX6900は中期中葉から後葉にかけて位置づけられ、平安時代中

期とされる土器は概ね10世紀初めから中葉前後に位置づけられるのではないかと考え

る。なお、斎宮跡における平安時代後期様式の重要な構成要素であるロクロ土師器は

中期末葉に出現すると予想され、手びねりの供膳形態土師器の再編成と深く関連する

ものと考えられる。

(3) 平安時代後期～末期の遺物 平安時代後I期～後J1期には良好な一括資料がないが、末期は

調査区東部に数基の土拡があり、特にSK7305からは周辺を含め多量の土器が出土し

ているため、方格地割中枢部のひとつの在り方として内容を検討してみた。器種が判

別できたものだけで土師器皿144片 (15.3%)、同小皿724片 (76.6%)、ロクロ土師器

杯類65片 (6.9%)でその他混入と考えられる灰釉陶器片、須恵器片がある。土師器の

供膳形態だけで91.9%を占めており、ロクロ土師器を入れると98.8%にも及ぶ。煮沸

形態は甕1片のみであった。こうした土師器供膳形態のみでセットを成す遺構は、方

格地割全体の中でも今のところ牛葉東ブロックと鍛冶山西・中ブロックでのみ顕著で

あり、陶磁器類をほとんど含まないという点でも斎宮全体の中で特異な存在である。

また、このような遺構が平安時代を通じて末期まで残るという点も他のブロックとの

相違点である。 10世紀以降のもので仮名習書土器を含むものが、この 2地区にはみら

れるという点もこれらの遺構、ブロックの性格を示唆するのではなかろうか。

(4) 特筆される遺物 第108次調査で出土した遺物には多量の土師器類などの他に特殊遺物とされ

るものが多種多様に出土している。主な内訳では緑釉陶器25片、輸入陶磁器9片、製

塩土器522片、円面硯や転用硯など硯類が42片、朱付着土器27片、漆付着土器88片、

ミニチュア土器の他、墨書土器、「某？」線刻土器、鈍尾や多数の大型角釘などの金

属製品や土錘131個、フイゴ羽口100片以上などがみられる。

緑釉陶器 その中で緑釉陶器は調査面積に比して多くなく、第103次調査の成果とも一致する。

大半は前J1期に相当する時期の猿投産のものであるが、 (196)のような東濃産ではな

いかとみられる把手付水注の把手部が出土している。群馬県山王廃寺、長野県平出遺

跡など東日本で出土している器形となるものであろう。

輸入陶磁器 輸入陶磁器も量的には多くないが、 SK7321出土の白磁碗 (198)は外面に火を

受けたような跡が斑状にみられるが、均質で透明な明るい釉調で、 10世紀中葉の遺構

に伴っており、斎宮跡では第103次調査で出土している白磁碗I類とともに初期輸入

陶磁器に含まれる白磁である。近年確認されつつある越州窯系青磁とともに注目すべ

き資料である。他に図示していないが白磁壺底部が出土している。

金属製品 金属製品では、 SK7274出土の銅製鈍尾が明確な金属製の鈴帯飾具としては斎宮跡

では初出である。 3箇所の鋲留部があり、外面中央に葉脈状に突帯を付け、外縁は花

弁状につくる。 SK7305出土の金銅製金具 (229)は調度品の一部と考えられるが、

厨子や衣架などが想起されるものの確定できない。 SK7260の鉄製雁股鏃 (227)も

初出であり、斎宮存続期の弓矢具としては第86次調査の奈良時代後期の土拡から出土

した鉄鏃に続く 2例目である。近隣の良好な出土資料としては平安京法住殿跡の12世

紀中葉~13世紀初頭の武家層の土拡墓例があるが、これと比較しても保存処理後に判
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第23図 出土遺物実測図 朱付藩土器 ：171-176、漆付猶土器 ：177-180、硯・転用硯： 181-192、墨書土器 ：193 

文字線刻土器： 194、ミニチュア土器： 195、緑釉陶器： 196・197、輸入陶磁器 ：198-201 

陶器類： 202-208、「十」刻印須恵器 ：209-212、士錘： 213-226、金属製品： 227-229 
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第24図管状土錘の法量（幅／長、重量／孔径）相関

明した残存長は14.4cmで大型の部類に入るものとみられる。中茎は長く股部は大きく

広がる特徴もある。鳴鏑の装着痕跡は明確ではない。

朱付着土器や漆付着土器、フイゴ羽口など工房的な性格のものも多く、第103次調

査の結果と一致し、さらにブロック東部の調査の進展にあわせて遺構との関連性など

が究明される必要がある。

多種多様な土錘 土錘は調査面積に対して出土量も多く、形態・法量上のバリエーションもある。

変型エ字形土錘と管状土錘があり、前者は第51次調査で有溝土錘が報告されているが

斎宮跡では希少な資料である。県下においても鳥羽市贄遺跡、志摩町阿津里貝塚など

伊勢湾口部での出土例はあるが平野部での出土例はない。管状土錘も第24図に示した

ように各種タイプがあり、やや中膨らみで細身のものをA類、その両端が強く絞られ

るものをB類、算盤玉状に中程で膨らむものをC類、大型で全体が均等な太さのもの

をD類とした。特にA類は大・中・小の 3タイプに分かれるのをはじめ、重量や、網

の繊維の太さに関わる孔径に様々なものがある。これらは斎宮において比較的多量に

出土したとはいえ、漁網一刺を構成するには少なく、またタイプやサイズにバラつき

が大きすぎる。しかし、 (226)のように片面のみが著しく磨耗する例や両端部が同一

方向に欠ける例は、実際の使用状況を示す可能性がある。

類例の乏しい須恵器 (202~208) に斎宮では主体的ではない須恵器の一群がまとまって出土し

ているので図示した。平安時代後I期～末期の遺構に伴い、産地等不明である。

これまで述べてきたように第108次調査においても平安時代の斎宮、わけても方格

地割の中枢をなすとみられる部分について多くの知見をもたらした。次にこれらの成

果について若干の検討を加えてまとめとしたい。

(1) 平安時代前半の計画的配置 牛葉東ブロック北東の土地利用状況を俯厳しやすいように第26圏

で第103次• 第108次調査区内の主要遺構の変遷を示した。遺構は奈良時代後期から平

安時代末期まで分布するが、以下の 4つの画期による 5段階の変遷が考えられる。

土地利用の変遷①方格地割が構成され、 SA 6999・7000に内側が画される平安時代初期。

②柵列が廃絶し、建物配置の規制に変化があらわれる平安時代前I期後半から前11期

4 . まとめ

初め。

③士塁（築垣）で小区画が構成される後I期後半。

④この一帯での遺構の分布が認められなくなる末期後葉以降。
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このうち、①の段階で調査区北方を通る奈良時代の古道が廃絶し、鍛冶山西・中ブ

ロックにまたがる柵列区画が構成された後、方格地割を基調とする区画が成立し、そ

れを受けてSA7000などによる区画が牛葉東ブロックにも成立したと考えられる。

SA7000はその北側東西道路のSF6990の南側溝から、 SD6992・7252の溝底の形

状が不安定ではあるが約19mの距離にあり、 1 尺をおよそ29.6cm~29.7cm とみると 64

尺前後となる。また西側のSF7010の東側溝SD7003からは同様に25尺とみることが

できる。この時調査区東南隅で柱穴2個のみ検出したSB7315はSA7000からおよそ

36尺の距離にあるとみられる事から、 SB7315は区画道路側溝から南に約100尺とい

う数値が求められる。また東西4間とみると、 SA7000の東西正中線と同軸になる可

能性も高く、この区画に沿った建物では最も古いものである可能性がある。今後の規

模の確定を期待する（第25図参照）。

平安時代初期後半から前I期にかけての5間X2間の3棟の建物の変遷については

先述したが、これらの間にも規則的な配置が認められる。 3期の建て替えがある SB

7302は最も古く、 SA7000の北西隅から13本目の柱穴、距離にして130尺のところで

西妻柱筋を揃え、 SA7000から15尺の距離をおいて建てられる。これをSB7301に建

て替えるに及び、西妻柱筋を揃えてSA7000の北25尺のところにSB7294が建てられ

る。この2棟の間隔は40尺となる。これらがSB 7300・7293に建て替えられる頃に

S B7300の西およそ80尺のところに東妻柱筋をおいてSB7047が建てられる。これは

前二者の距離の2倍である。また前I期頃にはSA7000の北側10尺のところに断続的

ながら SD 7036・7298があり、柵列に関連があるものとみられる。

前11期の逆L字形の配置をとる建物も SB7024の西桁行筋は柵列から10尺の距離を

I 
SA7000のC.L.． 

,--,---↓ --,---,---
！ 

第25図 規則的配置の主要建物 (1: 500 数字は尺）
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とるなど柵列の廃絶に伴って、その基準を踏襲したものである事が分かる。

このように平安時代初期～前I1期にかけては極めて計画的な構成が継続されている

事が窺われるのである。

(2) 土塁状遺構について 第103次調査で平安時代後期以降、幅3m弱の浅い溝により一辺20mほ

どの「コ」の字状区画が発見されたのに次いで、今回その東でさらに2区画分は発見

された事になる。溝底のレベルの高低はあるがほぼ同一規模であり、時期も後I期に

成立するものとみられる。同様の遺構を周辺に求めると、第10次調査で竹神社の東側

にこの南北方向に一致する同規模の溝が、やはり幅2m強の間隔を開けて併走してい

る（第27図）。第10次調査区内ではこの北端と南端と考えられる部分がみられ、南隅

から約24mのところに通路あるいは門跡と考えられる溝の切れ目がある。周辺に視点

を広げてみると牛葉東ブロック以外には同時期の類似する遺構は全くみられず、この

土塁（築垣？）状の区画構成は平安時代前半までのSA7000やSA2655などによる柵

列の区画によく対応したものである事が窺える。これは鍛冶山地区の区画が平安時代

中期以降衰退する点と極めて対照的である。同様の遺構としては昭和53年度に実施さ

れた度会郡小俣町離宮院跡の発掘調査の際に平安時代前半期の八脚門に直交する幅3

m程の土塁（築垣？）が調査され、現存する土塁の分布も示されている。これによる

と離宮院にも平安時代後期に一辺70m程度の土塁による区画構成があったと考えられ、

今回の第108次調査区周辺の成果と一致する点が多い。特に近鉄線以南の区画に依然

不明な点が多いとはいえ、当区画が平安時代を通して他の区画とは際立った囲続施設
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御館ブロック

口

牛葉西ブロック

I
I
I
 

I
,
1ー

1
,
'
1
1

••••••••••••• 

-
•••••••••••••• 

爪
川
川

鍛冶山西ブロック

「

-．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
―
 

I
I
I
I
I
I
I
I
 

----------
I ---1---------

---------r I 

゜
100m 

第27図 平安時代後期～末期主要溝遺構分布図 (1: 2,000) 
網目部分は主要溝遺構、太い破線は平安時代初期の柵列遺構、細い破線は方格地割の道路側溝を示す
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を維持していく事は、後代様々な経過を経て竹神社社殿地として生きている事と合わ

せ、当区画の重要性ひいては内院など斎宮中枢部としての機能が古代末期から中世初

期にかけても維持されていたとみるのは過言であろうか。

(3) 土錘•製塩土器について これまで述べてきたように、今回の調査では方格地割の中心部での

調査としては異例といえる量の土錘が出土している。これまで土錘は各調査で概略数

点は出土するが、斎宮との関連性が不明な遺物でありながら詳細な報告はなされてき

ておらず、出土の量や種類などを把握する術はない。また比較的多量に出土する製塩

土器は、斎宮の祭祀との関連性が想定されてはきたものの、出土の状況などは細かく

分析された事はない。今回はこれらの特殊遺物とされるものの出土の関連性や意味づ

けを考える基礎資料を提示するためにそれぞれの個数や破片数について第103次と第

108次の調査区について分布囮を作成してみた（第28図）。

まず土錘についてみると第108次調査区で比較的多量の出土をみながら、西接し同

一区画内の第103次調査区内では全く出土していない点が注目される。また第108次調

査区内でも SK 7260・7261に分布の中心がある事が分かる。これらは平安時代初期の

ものであり、今回調査区では最も古い段階の遺構に属するため、他の出土資料はここ

からの拡散とも考えられる。 SK7260・7261では各種の土器片や鉄製品が散在する形

で出土しており、祭祀的な傾向は窺われず、単なる廃棄の性格が強いと考えられる。

土錘も多様な種のものがまとまりなく出土している点からも周辺からの一過性の投棄

と考えたい。

それに対して製塩土器は第103次・第108次両調査区から一定量出土している。分布

の中心はSK7017とSD7269のコーナーの内側付近にみられ、土錘とは一致しない。

この 2地点はそれぞれ平安時代前I1期から中期にかけての土師器類が炭化材片などを

ともなって多量に出土した土器溜まりであり、土師器杯•皿類を主体とする事や時期

的な一致、およびいずれも区画溝脇という一定区画内の隅の部分にあたる箇所である

という共通点が認められる。土器溜まりとしては規模も大きくなく、斎宮の中心区画

の中であるという事から毎月朔日の忌火、庭火祭などに関わるものである可能性もあ

る。斎宮でも製塩土器の量的なピークは平安時代前I期から前I1期頃にかけてと考え

られるが、同様に、炭化材などを包含する土師器杯• 皿類の単相の土器溜まりは方格

地割中心部付近でも平安時代初期からはじまり前I1期をピークとして収束していく。

今後の資料の増加にあたってその内容の詳細な把握がなされる事が望まれる。

(4) 斎宮中枢部の微地形について これまでの斎宮跡25年の調査の中で最大の成果といえる方格地

割の発見後も区画道路やその側溝、交差点がみつかり、その内部の構造も柵列による

区画、八脚門、生垣また柵列等に対して規則的に配置された掘立柱建物群や、区画の

性格を示す可能性のある墨書土器の出土などの着実な調査成果の蓄積により、平面的

な構造の解明は一層精緻なものになりつつある。近年は通称中町地区の調査率は史跡

全体の中でも進んできており、こうした方格地割の構造とともに、地形的な測量デー

タも集積しつつある。ここでは第108次調査の実施を契機として調査区周辺の地山面

高のデータをプロットし、これを10cmオーダーの等高線で結び、平安時代前半の斎宮

の中心部北辺一帯の微地形を提示してみた（第29図）。しかし末だなお調査の及ばな

い部分も多く、各調査次ごとの測量データの詳細な比較には及んでいないため、細部
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R
 

□。 □ 1-5・6-1。言→一1ロー21-

（単位：個，図中の数字は変型エ字形土錘の個数）

製塩土器 R
 

□。 □ 1-10 1111-20 
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第28図 土錘•製塩土器出土分布図 (1 :500) 
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については推定の部分も多く、現在では試案の段階である。

まず、等高線の主曲線が10cmであるため、極めて複雑な地形にみえるが、今回の地形図の最高点は

約11.lm、最低点は約9.0mであり、傾斜率は全体で約5協であるため基本的にはほとんど起伏のない

平坦な地形であるといえる。しかし牛葉東～鍛冶山中ブロックの北を画する東西道路のやや北に沿う

ようにして幅30m~50mほどの弱い谷状地形が東に向かって延びており、奈良時代の古道もこの部分

に向かって延びている。この谷の中では少なくとも第29次• 第46次• 第60次• 第98次調査においてい

わゆる黒ボク土が分布しており、これを地山面として遺構が形成されている事が判明している。この

黒ボク土は当地に斎宮が造営される以前に堆積しているものであり、遺物が全く混入していないため、

方格地割の造営画期の鍵となるものとみられる。黒ボク土は第90次調査区の北半でも分布する事が知

られており、方格地割中央部での低位部の基盤面として広がっているようであり、この低位部に向か

う緩傾斜面に西加座地区の 5間X2間の建物群による倉庫地区が立地するものとみられる。

この東西の谷状地形の南側は今回の第108次調査区も含めて緩やかな北東下がりの傾斜となってお

り、旧参宮街道付近と考えられる尾根筋のピークに続く。竹神社地内など近鉄線以南の調査例がほと

んどないため、不分明な部分もあるが、この尾根筋上は極めて平坦で、斎宮中枢部の造営には安定し

た地形であるとともに、この北側の谷筋があるため排水面でも有利な立地となっていたものと想像で

きる。この反対の北側には柳原ブロックから西加座南ブロックにかけて上面の平坦な尾根が派生して

いるが、この南斜面に第83次・第84次調査で発見された柵列区画が配置されており、中心建物が緩や

かに傾斜する方向に南面している事がわかり、古代官街プランのセオリーに則っているとみられよう

か。またこの尾根の延長には鞍部状の平坦部があり、第34次調査区の大型建物等が南北道を挟んで類

似した立地条件にある。この派生尾根はそのまま東加座南①ブロックの北東方向に向かって傾斜し消

失していく。

御館・柳原地区には若干の疑問は残るが弱い尾根とその鞍部が想定され、北の現況水田地帯に向かっ

て落ちていく。この2箇所の頂部付近には平安時代初期から前11期頃にかけて極めて密集した建物の

建て替え状況が示される。ここに現れる地形状況はその整地あるいは造成の結果も含むであろう。

以上方格地割中枢部付近の微地形概況をみてきたが、牛葉や鍛冶山の区画の北側の小谷は地割の東

西道路（幅約45尺の基幹区画道路のひとつと考えられる）と方向を揃えており、この部分が奈良時代

の古道とも交差することからE4°Nを基軸とする方格地割への転換にあたって大きく関与するもの

であった可能性は高い。今後この小谷の延長部を含め、方格地割が展開する範囲全体の微地形の分析

と検証を重ねていく事は、斎宮全体の構造を検討していく上で大きな意義があるといえるだろう。

《参考文献〉 ・寺島孝一•片岡肇他『法住殿跡』財圃法人古代學協会會 1984 
•御村清治・榎本義譲『離宮院跡発掘調査報告』小俣町教育委員会 1980 
• 田中禎子『漁の技術史一木曽川から伊勢湾ヘ一』一宮市博物館 1994 
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掘立柱建物・柵列一覧表

遺構番号 I規 模 I棟方向
桁行i梁行I柱間寸法 (m)

(m) I (m) I桁行i梁行
時期 備 考

第105次調査 (6AFN)

S A1411 (10) N 4°W (29.5) 2.95 奈良後～平安初 10間分検出、 SA2675より古

SA 7150 (6) N 4°W (17.7) 2.95 // 6間分検出

SA 7151 3 N 4°W 7.8 不揃い ~ SB7155の西妻柱筋の南側延長上

（柱間2.lm+2. 7m +3.0m) 

S B7155 4X2 E 4°N 12.0 6.0 3.0 3.0 
,,. S B7190より古

S B7160 5X2 E 4°N 15.0 6.0 3.0 3.0 /,, 

S B7165 (l)X- N 4°W (3.0) 3.0 /,, 

S B7175 (2)X 2 E 4°N (4.2) 4.2 2.1 2.1 ~ S B7185より古

S B7180 (2)X(l) N 4" W (4.8) (2.4) 2.4 2.4 ~ S B7195より古

S B7185 3X- N 4'W 6.3 2.1 ,,. 

S A2675 (10) N 4°W (29.5) 2.95 平安前I-前II 10間分検出

SA 7170 (6) N 4'W (17.7) 2.95 ，，，， 6間分検出

S B7190 5X2 E 4°N 12.0 5.4 2.4 2.7 ，，， S B7191より古

S B7191 5X2 E 4" N 12.0 5.4 2.4 2.7 ~ S B7197より古

SB 7195 -X2 E 4°N 6.0 3.0 /,, S B7196より古

S B7196 3X- N 4"W 7.2 2.4 ，，， 

SA 7171 (6) N 4°W (17.7) 2.95 時期不明 6間分検出

SA 7172 (5) N 4'W (15.0) 3.0 ，，， 5間分検出

S B7197 5 X 2 E 7'N 10.0 4.0 2.0 2.0 ~ S B7191より新

第107次調査 (6ABI-O)

S B7205 5 X 2 N 5°E 8.5 5.2 1.7 2.6 奈 良 中 南庇出1.8m、SB7208より古

S B7208 (2)X- N 0°S (4.2) 2.1 ー， ~ 北庇出1.6m、SB7207より古

SA 7209 4 NO'S 6.8 1.7 ，，， 

S B7210 3X3 N 17°E 4.8 4.2 1.6 1.4 ,,. 総柱、 SB7205より古

S B7215 3 X 2 N 7'E 3.9 3.6 1.3 1.8 /,, 

S B7219 4X- E O'W 5.6 1.4 /,, 

S B7222 (l)X 2 No・S (1.2) 2.0 1.2 1.0 ケ S B7221より古

S B7225 (2)X 2 E 21°S (3.8) 4.2 1.9 2.1 ，，， 南庇出1.5m、SB7226より古

S B7226 (l)X 2 E 7°S (2.2) 4.4 2.2 2.2 ,., S B7231より古

S B7231 3 X 2 E 7°S 3.9 3.8 1.3 1.9 /; 

S B7233 (2)X(l) E 7°S (4.2) (2.2) 2.1 2.2 ~ S B7232より古

S B7234 (2)X(l) E o・W (3.6) (1.9) 1.8 1.9 ，，， 

S B7207 (3)X 2 N 25°E (5.4) 3.6 1.8 1.8 鎌倉時代

S B7221 (2)X(l) E 25'S (5.4) (2.7) 2.7 2.7 // 

S B7235 (l)X 2 N 34°E (1.8) 4.2 1.8 2.1 時期不明
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第108次調査 (6AEO-C)

S B7302 5X2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 平安初～前I S B7301より古

S B7315 (l)X- E 4°N (2.7) "' (2.7) ~ 

SA 7000 (15) E 4°N (44.55) 2.97 ~ 第103次調査を含め20間分検出

SB 7047 5 X 2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 平安前 I 第103次調査のSB7349は抹消

S B7293 5 X 2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 ~ 

S B7294 5 X 2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 // S B7293より古

S B7300 5X2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 ~ 

S B7301 5 X 2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 /,, S B7300より古

S B7299 5 X 2 E 1°N 12.0 4.8 2.4 2.4 平安前 1I

S B7020 5X2 E 4°N 12.0 4.8 2.4 2.4 ,,.. 

S B7270 5 X 2 N 2°W 11.75 4.5 2.35 2.25 平 安 中

S B7310 (5)X 2 E 5°N (12.0) 4.8 2.4 2.4 ~ 

S B7018 5 X 2 E 4°N 13.5 4.8 2.7 2.4 /; 

S B7042 4 X 2 E 4°N 9.6 5.0 2.4 2.5 平安後 I

S B7043 4X2 E 4°N 9.6 5.0 2.4 2.5 ，，， S B7242より古

S B7044 5 X 2 E 4°N 10.0 5.2 2.0 2.6 ，，， 

S B7313 5 X 2 N 5°W 12.0 4.8 2.4 2.4 /; 

竪穴住居一覧表

遺構番号 I規模 (m)I長軸方向 I深さ (cm)I柱穴 Iカマド 時期 備 考

第107次調査 (6ABI-O)

S B7216 3.5X3.3 E 6°S 20 奈良 中

S B7227 3.2X- N 14°E 20 // S B7228より古

S B7228 3.4X3.4 N 15°E 25 // 

S B7229 5.4X- E 14°S 10 東壁 ,., S B7227より古

S B7230 3.7X- N 22°S 20 東壁 奈良時代

S B7232 4.9X- E 12°S 10 —• 東壁 ，，， 

第108次調査 (6AEO-C)

I s B 72851 (7.0) X - I E 10°s I 45 B 
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遺物（土器）観察表

第105次調査
Nn 出土遺構 器種 法 星 調整•技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

1 SK 7179 土師杯器 （（器口径高）） 143..04cm cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内 . 橙II 
SYR 7/8 約40% 器す表む面の剥離ややす R6 
" 

2 SK 7179 土師杯器 （（器口径高）） 133..63ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ． 体部ナ 密 良好 内外 ： 橙 5YR 6/8 約90% 器表面の剥離著しい RS 
: " ,, 

3 SK 7179 土師皿器 （（器口径高）） 131..08cm cm 面ロ縁ケ部ズヨリ コナデ、 底部外 密 良好 内外 ． 橙" 5 YR 6//6 8 
5YR 6 約30%

R4 

4 SK 7179 土師器 （（器口径高）） 18 2cm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 橙" 
SYR 6/8 約50% R3 

皿 2.1cm ・ サエ ” 

5 SK 7179 須杯恵蓋器 （（器口径高）） 224..02ccm m 天内井外部面1/ロ2クロロクナロデケズリ、 微む細が密な砂粒含 良好 外内 ： 浅オ黄リー5プY灰7/3 -2.灰5G5YY 66//1 1 約50% RI 

6 SK 7179 須恵杯器 （（（器台口径径高）） ） 2247..00cm cm 外高内外面台面ロクロクロケロナズデリ、、 底貼部付 密 良好 外内：灰白 !OY 77/ /1 約30% R2 
5.1cm : " N 1 

7 SK 7156 土師器 （（器口径高）） 15.6cm ロ縁部ォヨコナデ．体部ナ 密 良好
内橙 7.5YR 7/6 

約30% R25 
皿 l.&m デ・ サエ 外，9 " 

8 SK 7156 
土師器 （（器口径高）） 152..6cm 0cm ロ縁部ォヨコナデ．体部ナ 密 良好 外内 . 橙,, 

SYR 7/6 約60% R 27 
皿 デ・ サエ " 

， SK 7156 土杯師器 （（口径高）） 13.8cm 
器 3.1cm

デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内・ 橙浅黄橙
7.SYR 68//8 6 
7.5 YR 約20% R28 

10 SK 7156 土杯師器 （（器口径高）） 14.3cm 
3.5cm 
プ巳縁部オヨコナデ、体部ナ
・ サエ 密 良好 内外 ： 橙II 7 5 YR 6/／ 8 

7.5YR66 約40% R29 

11 SK 7156 喘器 （（器口径高）） 18.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ’. 黄"橙
7.5 YR 7/8 約40% R26 

3.1cm デ・ サエ ,, 

12 SK 7157 土杯師器 （（器口径高）） 14 4cm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ． 橙 7 5 YR 6/3 約70% R32 
2.8cm ・ サエ . " " 

13 SK 7157 土師杯器 （（器口径高）） 13.3cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 . 橙" 
7.5YR 7/6 約40% R30 

2.9cm デ・ サエ " 

14 SK 7157 土師杯器 （（器口径高）） 142..07ccm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 ： 橙，9 7.SYR 7/6 約50% R31 
デ・ サエ " 

15 5D7154 土杯師器 （（器口径高）） 132..6c1cm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 橙，9 
7.5YR6/8 約50% R 17 

デ・ サエ " 

16 SD 7154 土杯師器 （（器口径裔）） 133 .32ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内 ’ 橙，9 
7 5YR 7/4 約20% R22 ,, 

17 SD 7154 土杯師器 （（器口径i!li）) 142..07ccm m ロ縁部ォヨコナデ｀体部ナ 密 良好 外内 浅黄，9橙 7.SYRS/6 約40% R 14 
デ・ サエ

,, 

18 SD 7154 土師杯器 （（口径麻）） 13.0cm デロ緑部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ， 黄，9橙 !OYR 8/6 約60% R21 
器 2.5cm ・ サエ ” 

19 $D7154 土師杯器 （（器口径高）） 132..05ccm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 やや甘い 内外 浅黄，9橙 lOYR 8/3 約50% R 18 
デ・ サエ ” 

20 5D7154 土師杯器 （（器口径麻）） 18 4.51ccm m ロ緑部ォヨコナデ．体部ナ 密 良好 外内 . 橙" 
7.SYR 7/6 約40% R 23 

デ・ サエ ’’ 

21 5D7154 土杯師器 （（器口径高）） 163..77ccm m ロ縁部ォヨコナデ，体部ナ 密 良好 内外 橙" 
7.SYR 7/6 約40% R 15 

デ・ サエ ” 

22 SD 7154 土師杯器 （（器口径高）） 16 0cm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ： 橙,, 
7 SYR 7/6 

約30% R 16 
3.5cm ・ サエ ” 

23 SD 7154 土杯師器 （（器口径高）） 17 3 04ccm m デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外：にぶ,,い橙 7.5YR 7/4 約20% R 19 
・ サエ ” 

24 SD7181 烹冒 （(口径;1/j）) 9.1cm 
器 1.6cm

切ロロ縁クり痕部ロナヨデコナ、デ底部、回内外転面糸 密 良好 内外 橙，9 7.SYR 7/6-橙 5YR 7/6 完形 ロ似クロ土師が器に器大形
類｀ゆみが

R 12 

25 SD7181 舟讐 （(口径""）) 11.4cm デロ緑・部オヨコナデ、 体部ナ やや粗 やや甘い
内・浅黄橙 5 YR 8/3 約80% 器表面の磨耗すすむ RB 

器 2.2cm サエ 外： ,, 
” 

26 S07181 土師杯器 （（器口径高）） 152 .28ccm m ロ縁部ォヨコナデ．体部ナ
デ・ サエ

微む細がな密砂粒含 良好 外内．橙浅黄橙 7.5YR 87//6 6 
7.5YR 約80% 器表が面の磨大耗すすむゆみが

R11 

27 SD7181 台土付師器皿 （（（台器口径径嵩）） ） 83..48ccm m 内外面ナデ、貼付高台 み砂粒粗をやや含 やや甘い 外内 黄，＇橙
lOYR 8/6 ほぽ完形 器表面の磨耗著しい R9 

2.4cm ’’ 

28 5D7181 土台付師器皿 （（（台器口径径高）） ） 93 2 .. 985cccm m m 内外面ナデ，貼付高台 砂や粒粗を含みや 良好 外内 ’浅，＇黄橙 IOYR 8/4 約80% R 10 
II 

29 SD7181 須恵鉢器 （（（器台口径径甜）） ） 2161..60ccm m 内ロ外ク面ロケロズクロリナ、貼デ付、底商部台 や砂粒粗を含みや 良好 外内 灰灰オリープ SY 6/／ 2 約40% 底約部2.7のcmほのぼ穿中孔央あにり径 R7 
13.3cm 

5 Y 6 I 

30 SD7154 緑釉唾壺陶器 （（体残部高径）） 94..73ccm m 
外面ロクロケズリ、内面

密 やや軟質 釉胎土’淡・緑にぶい黄橙 R35 
ロクロナデ 10 YR 7/3 

31 F-10 陶棺 （（残残福高）） 23.2cm 外ナデ面ナ、デ貼付・突オ帯サエ、 内面 石粗粒含みやや 良好 外内.オリ,,ープ灰 2.5G GY 6// 1 陶棺身上部角か？ R33 
Pit-5 16.5cm 5 Y 6 I 

32 包含層 陶棺 （（残残幅嵩）） 97..45ccm m 外サ面エナデ、内面ナデ・オ 石粗粒含みやや 良好 外内・： オリ"ープ灰 SGY 6/1 陶棺底部か？ R 34 
II 
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第107次調査
Nn 出土迫構 器種 法 lit 調整•技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

1 SK 7240 土小師皿器 （（器口径高）） 81..31cm cm デロ縁部ヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外：・ 橙浅黄橙 7.5YR87// 4 
7.5 YR 6 完存 R 79 

2 SX 7240 遭器 （（口径高）） 15.2cm 
器 3.2cm

プ巳縁部ヨコナデ、体部ナ 微む細な砂粒含 良好 外内 ．. 橙,, 7.5 YR 7/6 
完存 器内外形面の磨ゆ耗ががみす大すみきい， RSO 

” 

（山警茶椀）

（｛口径喜）｝ 16.6cm 貼体デ部ロ部台クロナデり痕残内面ナ3 sx 7240 器台 6 . 3cm 付、底商 糸切 る、 密
6.8cm 

外内 浅黄,,橙 !OYR 8/3 良好 約80% 麻台底に籾殻圧痕 RSI II 

弥生壺土器 国（（残口孤径高暉）） 一 cm 体懐デフ部線ミ上文ガ半・波に簾状内状文面文、、櫛半`描へナ5 sx 7201 21.4cm キ．ハt.
20.2cm 

密 良好 外内 灰オリープ
：にぷい黄橙 lOSYY R 57//2 4 約90% 体部に黒斑あり R4 

弥生壺土器 個（（残口馘径高暉）） 一 cm 桟体下ヶ部半ヘ上．半．ラ波にミ状簾ガ又状キ．文、竹．内管櫛面文描ハ， 径粒I含mmむ前が後密の砂 外内 ： 橙 5YR 6/6 体の部焼成下後半に穿外孔面から6 SX 7201 31.0cm 良好 約90% RS 
27.2cm . " " 

弥生壺土器 固（（器口孤径面暉） ） 14.6cm 
譴文内面・波門ハ状ケ聘文、．認ナ下デ半妥ヘ：ラ饂ミガ知キ、 微位細に含な砂む粒が密多7 SX 7201 33.7cm 

27.6cm 
外内 淡"橙 IOYR 7/6 良好 ほぽ完存 体部に黒斑あり R3 

’’ 

弥生壺土器 唄（（器口径高）） 10.6cm ハロ縁ケズf]部リ、I!!]、下線内半文面ヘ．ハラ体ケミ部、ガ上ケキ半、ズ8 SK 7202 33.8cm 
27.6cm t 

細金が雲精な母砂緻片粒等含微む 良好 外内 黒橙褐 2 5Y 37// 1 
7 5 YR 6 完存 R6 

弥生壺士器 暇（（残口径高）） 12.9cm ロ縁ケ部目凹簾線状文、 体部内上半 砂含粒みやをや多粗凪い1こ 外内 褐に灰ぶい黄橙 !OYR 5/／ 1 ， sx 7200 25.3cm ハ 、 文、 面ナ ややあまい 約60% R2 
24.9cm デ !OYR 7 4 

弥生壺土器 隅（（器口孤f高暉至）） 3 2 15 . 5cm 体文内唱面・氾部ハヒ如櫛半ケ描1こ？、列簾、下点状ナ半文文デヘ．•フ壁波ミ状Iガ苗横文キ線．． 長後が石密の等砂径粒1含皿前む 外内 明黄，9褐 IOYR 7/6 体斑部の対称位個に黒10 SX 7200 4.0cm 良好 完存 RI 
8.4cm " 

11 包含層 弥生壺士器 （（器口径高）） 一一 ccm m ロミ唇` 部内外に櫛面状ハ工ケ具目のキザ 砂含粒みやをや多位粗にい ややあまい 外内 ：・ 黒に掲ふい橙 !OYYR R 37/ /1 
7 5 4 R22 

12 包含層 弥生壺土器 （（器口径高）） 一一 ccm m 外巻文面き横波方状向の連の続ハケスタ目、ン渦プ 微含細みやな雲や母粗片い あまい 内外 橙，＇ 
7.5 YR 6/8 

全面に磨耗すすむ R 12 
” 

13 L-12 弥生壺土器 （（器口径甜）） 一ー ccm m 内ロ縁面部ハ外ケ面凹線文、 ナデ、 金に雲含母む片が精多緻祉 良好 外内 橙，9 7.5YR 7/6 
R11 Pit-6 

” 

14 包含層 弥生壺土器 （（器口径商）） 一一 ccm m 外文面、に内櫛面描ナ横デ線・文シポ・波リ状 やや粗い 良好 外内 にぶいII黄橙 lOYR 6/3 
R42 

” 

15 包含層 弥生壺土器 （（器口径涵）） 一一 ccm m 櫛外面描而ナ堕プに竹線管文文•波、簾状状文文、、内 概ね精緻 良好 外内 明黄，9褐 !OYR 7/6 
R23 II 

16 包含層 弥生壺土器 （（器口径席）） 一一 ccm m 外文面、に内櫛面描ナ横デ線文• 波状 微片細含むな黒雲母 良好 外内 褐明灰黄褐 IOYR 4/／ 1 
10 YR 7 6 R37 

17 包含暦 弥生壺土器 （（器口径高）） 一一 ccm m 外邑プ痕面にを櫛も描つ横突線帯文、、内連面続ナ 雲址や母粗に片含いやみや、や多 良好 外内 黄明灰赤褐 2.5Y 4/／ 1 
5 YR 5 6 R35 

18 包含層 弥短生頚土壺器 （（器口径高）） 一一 ccm m 外肩内面部面条ナに痕列デ状点の状粗のいキハザケミ目、、 砂質やや多い あまい 外内 にぶい黄橙
．黒

JOYR 6/／ 4 
IOYR 2 I R32 

1-11 弥生壺土器 国（（残口謡径高暉） ） 12.6cm ハロ縁ケ部目ナ、ll!Jデ下線．半文ハヘ．ケフ＿佐ミ部ガ上キ半． 微密多細紐なに砂含質むがを 外内：にぷ"い褐 7.5 YR 5/3 19 34.5cm 良好 約90% R24 Pit-8 29.2cm 内面 " 

20 包含層 弥生甕土器 （（口径商）） 25.4cm 残 12.5cm
ロ縁面端ハ部ケにキ内ザミ、ケ体部ナ
外デ 、 面ハ 、

2金.0を案m呻多母U泣虻片にの砂等含

信
ややあまい 外内 にぶい橙黄にぶい褐

7.5YR 7/／ 4 
10 YR 7 4 約20% R39 

21 
I -11 弥生甕土器 （（口径高）） 14.8cm 面内ロハ縁面ケ部ナ、デヨ底コ部ナ付デ近、ケ体ズ部リ外、 砂粒多く粗い 不良 外内 黒に褐ぶい褐 7.5 YR 6/／ 3 約70% R41 Pit -5・8 器 12.9cm 10YR3 1 

弥生壺土器 唄（（残口径尚）） 13.5cm 上内ロ半縁面櫛端ナ描部デ横に線キ文ザ・ミ波、状体文部、 金O砂含索mm粒む-母を2片多.0 等 外内 ． 淡橙橙褐褐 7.5 YR 7/／ 4 22 包含瑶 27.4cm I の m泣m ややあまい 7.5YR7 6 完存 R26 
20.8cm ！こ

23 SK 7220 弥生壺土器 （（器口径il'li）) 一一 ccm m 外子面文に、櫛内描面横ナ線デ文と斜格 雲精母緻片含むが 良好 内外 橙，9 7.5YR 7/6 R 10 
" 

24 SB 7210 弥生壺士器 （（器口径高）） ー一 ccm m 外波巷面フ上文半・斜に毛櫛格描子内横文線、文半・ 雲精緻母片含むが 良好 外内 灰黄，9褐 IOYR 5/2 R7 
ヘミガ 面ナデ下 " 

25 包含層 弥生壺土器 （（器口径麻）） 一-ccm m 外内面而にナ線デ刻、 ナデ` ハケ` 精緻 良好 内外 黄"橙 7.5 YR 7/8 線内刻ilii絵に粘画か土紐？接合痕 R29 
” 残る

26 5B7210 弥生壺土器 （（器口径裔）） 一一 ccm m 線外面文に、櫛内描面斜ハ格ケ子文、 横 や黒や雲母粗片含みし、 良好 外内．黒に掲ふい黄橙 lOYR 3/／ 1 
lOYR 7 4 R 19 

27 S87210 弥生壺土？器 （（器口径麻）） 一一 ccm m 外内面面ナ2段デの竹管文、 ナデ、 砂含粒むを多凪に あまい 内外：にぶ，＇い橙 7.5 YR 5/3 R 17 
” 

28 包含涸 弥生壺土器 （（器口径;i,j）) 一一 ccm m 状櫛ロ縁文描端横と扇線部波形文状文、文、内頸、面上部ナ部外デ波而 砂精粒緻を含むが ややあまい 外内 にぶいII黄橙 lOYR 7/4 R30 ,, 

29 包含層 弥生壺土器 （（器口径高）） -一 cm cm 頸内ロ縁部面端外ナ部面デ上に櫛面描に扇横線形文文．． 微含細みやな裳や母粗片い 良好 外内 ． 橙，9 7.SYR6/6 R44・45 
" 

30 H-13 弥生甕土器 （（器口径高）） 一一 cm cm ハロ縁ケ端部キザミ、内外面 微や多細最粗ないに砂含粒みやを ややあまい 外内：.明黄,,橙 IOYR 7/6 R15 Pit-3 
’’ 

31 SB 7210 弥生壺土器 （（台口径径）） 一一 cm cm 外•面斜櫛格描子横文線文•波状文 微み細やな砂粗質含やい 良好 内外・：橙明黄褐 7 SYR 67//6 6 
lOYR 外面の一部に黒斑 RI8 

32 包含層 弥生壺土器 （（器口径高）） 一一 ccm m 外流水面文に櫛` 描内横面線ナ文デと擬似 微む細が密な砂粒含 ややあまい 外内：黄に灰ぶい黄橙 2.5 Y 5//4 1 
10YR7 R36 
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No 出土造構 器種 法 越 調整•技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

33 SB7215 弥生壺土器 （（器口径高）） 一一 cm cm 外流水面文に櫛．描内横面線ナ文デと擬似 微む細が密な砂粒含 良好 内外 ’： 灰,,赤 2.5YR 4/2 R 14 
” 

34 包含層 弥生壺土器 （（器口径高）） 一一 cm cm 外格デ面子文に櫛、描弧線き横文線．文内．面斜ナ 微む細が密な砂粒含 ややあまい 外内 ・ 橙：にぶい黄橙
7 SYR 7//6 3 
lOYR 6 R38 

35 包含層 弥生壺土器 （（器口径裔）） 一一 cm cm 外行文面沈線に内棒文状、工具行に文よと弧る線平 微む細がな密砂粒含 良好 内外 ： 橙 7.5YR 6/6 R20 
、 面ナ斜デ : " " 

長土胴師器甕 （（口径高）） 27.4cm ロ縁夕郎ァ方ハ向ヨコナデ内リ、体部ケ外 微み細ややな砂粗粒い含 外内：にぶい黄橙 !OYR 7/4 約ロ緑1/の8 36 SK7220 残 17.2cm 面ち縦 ケケズ． 面ハの 良好 . " ,, R57 

長土胴師器甕 （（残口径高）） 23.0cm ロ縁縦夕部プ方ヨコナデ内リ、体部ケ外 微祉細に含な砂む粒が多密 外内 '浅黄,,橙 IOYR 8/4 
37 SK 7220 21.4cm iliiち ハ向ケケ、ズ 而ハの 良好

" 
約50% R54 

38 SK 7220 長土胴師器甕 （（器口径高）） 238 1.02ccm m 
口級夕部プヨ＝ナ底デ面、郎体不ケ部定外方ち
面向ケのズハリハケケ、． 内 ハ の

砂や粒粗を含みや
vヽ あまい 外内 ＇ 暗に灰ぶ黄い黄 2.5 Y 5//2 4 

2 SY 6 約80%
R53 

環器 （（残口径高）） 3146..93ccm m 
半ケロ縁タ部テ内ヨコナデ 外面上 微む細が密な砂粒含 外内：：橙浅黄橙 7.5YR 78//6 4 39 SK 7220 ハケ．ケ下半ちヨコハ 良好 lOYR 約50% R59 
、 面ハのナデ

40 SK 7220 把土手師付器鍋 （（残口径尚）） 38.6cm 15.6cm 
テズロ縁ハリ部ケとヨ頭内コ圧ナ面デ、ケ外面ちク
指、 痕ハのケ 址黒色に粒含子むをが密多 ややあまい 内外 明浅黄黄褐

!OYR 77//6 4 
2.SY 約50% R52 

把土手師付器鍋 （（器口径裔）） 3253..6cm &m 
外面タテハケと不定方ケ向と

内外 ：： 橙,,褐 7.5 YR 7/6 
41 SK 7220 のハケ、内面ヨコハ 密 良好

" 
約60% R65 

ケズリ

42 SK 7220 土師鼈器 （（残口径高）） 2152..22cm cm 外面ケタテハケリ、内面ヨコハ 、ケズ
微等細含なむ雲が母精緻片 良好 内外 ： 橙黄橙

7.5YR 6/／ 6 
7.5YR78 約10% R55 

43 SK 7220 土師椀器 （（器口径高）） 103..82ccm m プ-ロ緑部ヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 ：＇ 橙浅黄橙 lOYR 8/／ 4 
7 5 YR 7 6 約30%

粘る土紐巻き上げ痕残 RSO 

44 SK 7220 環器 （（器口径高）） 11 3 46ccm m ロ縁部ヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 ： 橙 7.SYR 7/6 
約90% 粘土紐巻き上げ痕残 R49 

デ : " ” る

45 SK 7220 環器 （（口径科）） 11.6cm 
器 3.7cm

デロ縁部ヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ：： 浅にぶ黄橙い橙 7 5YR 78//4 3 
lOYR 約90% 底線部外而に4条の沈 R48 

46 SK 7220 土師椀器 （（器口径涵）） 11.6cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 外内 ： 橙 5 YR 7/6 
約50% 粘る土紐巻き上げ痕残 R 74 4.1cm デ : " ” 

47 SK 7220 土台師付器椀 （（（器台口径径麻）） ） 166..8c8cm m 外暗デ面の文ヘ、ち放貼ラ射付ミ状高ガ台キと螺、旋内状面ナの 密 良好 内外 . 橙" 
5YR 7/8 約80% R47 

12.0cm 
,, 

48 SK 7220 土高師杯器 （（残台径高）） 17 1.29cm cm 外面面ナナデデと弱いハケ、 内 密 ややあまい 内外 ’ 橙，＇ SYR 77//8 6 脚残部存のみ 内面ヘラキザミ痕残 R72 5YR る

49 SK 7220 土晶？ （（口径高）） 16.2cm 文引フ緑ケ部ズヨリ、コナ内デ面放、射下状半へ暗 密 良好 外内 ：： 浅黄"橙 7.5 YR 8/6 
杯約6部0の% R51 

残 3.8cm /I 

50 SK 7220 須杯恵器 （（器口径船） 103..66ccm m 体デ部、底ロ部クヘロナラ切デ、り後内面ナ之プ 密 良好 外内 ＇ 灰II 7 5Y 5/／ 1 
N 4 約60% R68 

51 SK 7220 須蓋恵？器 （（器口径高）） 8 3.39ccm m 芭ナプデ部、頂ロ部クロロナクデロ、ケ内ズ面リ後ナ 微等細含なむ長石粒 良好 外内 ：’ 灰灰黄 2.5 Y 66// 2 ほぽ完存 杯か？ R61 5Y 1 ロクロ右回転

52 SK 7220 須平恵瓶器 固（残高） 7.3cm 12.3cm 
体ク部ロズクロナデ、底部ロ
ロケリ 密 良好 外内・：灰暗オリープ灰 2.5GY 4/／ 1 

NS 
欠ロ頚捐部のみ 上転自面然釉ら降下灰に右よる、ロクロ 回 R 70 

53 SK 7220 須恵蓋器 （（器口径涵）） 10.6cm 
2.9cm 
体部ロズクロナ貼デ付、頂宝部珠ロ
まクみロケ リ． っ 密 良好 内外 ：・ 灰灰白 7.SY 47// 1 

SY 1 ほぽ完存
上右メ状面回に降付培下灰、がゴマ
転に ロクロ R69 

須恵蓋器 （（器口径高）） 13.3cm 体部ロズクロナデ貼付、頂宝珠部ロ 径小2礫皿含-む3mmがの密 外内：.灰オリ"ープ SY 6/2 
54 SK 7220 3 4cm クロケリ． っ 良好

” 
約50% ロクロ右回転 R63 

まみ

55 SK 7220 須恵蓋器 （（口径商）） 14 0cm 
器 43em 

体まク部みロケロズクロリナ、デ貼付、頂宝部珠つロ 密 良好 外内 ：： 灰暗灰白 7 5 N Y 36// 1 完存 器ロ形クのロ右ゆが回み転大 R64 

56 SK 7220 須恵壺器 （（器口径高）） 16 3 97ccm m 
体部ロズクロナデ貼付，頂宝部珠ロ
クまみロケ リ、 つ 径礫lmm含-む5mmの小 が密

良好 外内 ＇ 灰灰白
SY 4/／ 1 
SY 7 I 約70% ロクロ左回転 R62 

57 SK 7220 土師甕器 （（口径商）） 23 6cm 
残 7.9cm

ロ縁部内ヨコナデデ、 外面ハ
ケ、 面板ナ

微密多細祉なに砂含質むをが ややあまい 外内 ：灰に黄ぶ褐い黄橙 lOYR 6//2 4 
!OYR 7 約ロ縁1/の4 器表面の磨耗すすむ R56 

58 SK 7220 環器 （（口径高）） 13.8cm 
残 5.2cm

ロ縁、部内ヨコナデ後` 往ァ面ハ
ケ 面ハケナ

黒精緻色粒含むが ややあまい 外内・・ 黄にぶ灰い黄橙 IOYR 7/／ 3 
2.5Y 6 I 約25% R58 

59 SK 7220 把土手師付器甕 （（口径高）） 12.8cm 器 13.0cm
外面nハ縁部ケ、内内面ヘラケズ
リ 面ハケ 密 良好 内外 ・ ： 橙淡黄

2.5YR7//6 3 
2.SY 8 約70%

外る面赤変にみ二次ら焼れ成るによ R 71 

土甕師器 （（口径高）） 15.9cm 部ナロリ板縁デ部ヨコナ半プケ、 体内ラ上上部ズ 極含微む細な砂粒 外内 ・ . 淡,,黄
2.5 Y 8/3 

60 SK 7220 器 17.2cm
ナ．下デ部、9下ヽ ヘ. ifii ケ ややあまい II 

約90% 器表面の磨耗すすむ R67 

61 SK 7220 土甕師器 （（口径高）） 14.4cm 外と面ハケ、ズ内面粗いハケ 砂質多いが密 良好 外内.にぶい,,黄橙 lOYR 7/4 ほぽ完存 底部に焼成後穿孔？ R66 
器 16.2cm ヘラケリ ” 

62 SK 7220 土師甕器 （（口径径）） 14.9cm 
台 16.7cm

外面ハズケ、内面ハケのち
ヘラケリ

砂質多いが密 ややあまい 外内’橙浅黄橙 IOYR 8//6 3 
2.5 YR 7 約60%

外記ラ面号当に三頸り部痕角形内のヘラ
、た 面にヘ R73 

須広恵口器壺 （（口径高）） 29.0cm 体状面心部文平円ロク ロナデ、 胴部内部面に外波同 外内 ： 灰"白
lOY 7/1 約ロ縁1/の3 刻あ口線ると部み（判内ら側れ読不にる能文も字）の線が63 SK 7220 残 17.0cm

行タタタキタキ目、目頸、 精微 良好
" 

R60 

須円恵面硯器 （（（硯残口面径商径）） ） 25.0cm 住プ17部方、硯向ロクロナデ．ケ内ズ面ナ 硯海内面面 ：： 灰灰 N 6/ク2 
硯約部30の%み64 SK 7220 18.4cm 面ロクロ リ、 精微 良好 SY 6 I 硯面に星痕あり R82 

5.&m の方形透かし ：灰オリープ SY 6 2 
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第108次調査
Nn 出土遺構 器種 法 足 調整•技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

I 5D7252 須恵杯器
（濯口径酎） 14.6cm 
113..61ccm m ロクロケ リ、
体面台部ロクロナズデ． 底貼部付外高 微む細がな密砂質含 良好 内外 ：： 灰暗灰 SY N 53// 1 約60% 底ヘロ部ラク外線ロ面刻左にあ回転り「一」 の R116 

須杯恵器 （｛口島径）｝ 14.9cm 体面台部ロクロナズデ． 底貼部付外尚 微む細が密な砂粒含 外内 ： 灰 5Y 5/1 2 5D7252 台器 1 1. 2 c m ロクロケ リ、 良好 約70% ロクロ左回転 R 117 
3 3cm 

'II 
” 

3 SK 7261 土師杯器 （（口径嵩）） 10.5cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナ 微む細な砂質含 良好 外内：・ にぶい11黄橙 IOYR 7/4 
約40% R33 器 3.4cm プ一 II 

4 SK 7261 土師杯器 （（器口径涵）） 124 .6c0cm m プg縁部ヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 外内：： 明赤II褐 SYR 5/6 
約40% 粘土接合痕残る R29 

” 

5 SK 7261 環器 （（口径高）） 15.6cm 段ロ縁）、部体ヨ部コナナデデ （内面二 緻密 堅緻 外内 ： 橙” 
SYR 6 /6 

約80% 内り面に油煙の付箔あ R32 器 4.2cm II 

6 SK 7261 土師杯器 （（口径高）） 13.2an デロ縁部ヨコナデ体部ナ 緻密 堅緻 外内 ’ 橙，9 SYR 6/6 
約70% R25 器 3.0cm

’’ 

7 SK 7261 土師杯器 （（口径高）） 13.2cm デロ縁部ヨコナデ，体部ナ 緻密 堅緻 内外 ： 橙 7.SYR 6/6 
ほぽ完存 R26 器 3.4cm . ,, 

” 

8 SK 7261 土杯師器 （（口径高）） 13.2cm フ巳ー縁部ヨコナデ，体部ナ 緻密 堅緻 外内 ' 橙II 
5YR 7/8 

ほぼ完存 R24 器 3.2cm II 

， SK 7261 土杯師器 （（口径高）） 13.2cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナ 緻密 堅緻 外内・：明赤”褐 2.SYR 5/6 
約70% R35 器 3.1cm フ-ー

” 

10 SK 7261 土師杯器 （（器口径illi）) 123 .92cm cm デロ縁部ヨコナデ、体部ナ 緻密 堅緻 内外 橙II SYR 7/6 
ほぼ完存 R23 ,, 

11 SK 7261 土杯師器 （（器口径高）） 16 3 95ccm m 部ロ縁ナ部デ二段ヨコナデ、 体 緻密 良好 外内 ： 橙 5 YR 6/6 
約70% R30 : II 

" 

12 SK 7261 環器 （（口径高）） 16.6cm 部ロ縁ナ部デ二段ヨコナデ． 体 緻密 良好 外内 ’ 橙，9 5YR 6/6 
約70% R31 器 3.&m

" 

12 SK 7261 土師器 （（器口径高）） 183..80cm cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 緻密 良好 外内 ： 橙，9 SYR 6/6 
約50% R28 皿

” 

14 SK 7261 土師皿器 （(口径i!li）) 18.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ： 橙II 
SYR 6/8 

約90% R26 器 25cm デ・ サエ II 

15 SK 7261 土師器 （（口径高）） 18.3cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内 . 橙,, SYR 6/8 
約90% R27 皿 器 2.4cm II 

土高師杯器 （鷹口尉径） 21.2cm 杯ロリ縁部、外脚•脚面部端ハ部ケヨ・ヘコオフデケ．ズ 内外 • 橙II 
2.5 YR 6/6 杯施部す接合面にハケ目16 SK 7261 13.6cm 緻密 堅緻 約60% R34 

13 6cm 外面ケズリ
II 

土鍋師器 （（（底器口径径高）） ） 2110 35..260cm cm cm 
ロ緑部ケヨコナズデリ、 体内部外

外内 ： 橙II SYR 6/6 17 SK 7261 面ヶハ ・ケ ． 面ハ 緻密 堅緻
” 

約SO% R36 

18 SK 7261 土師甕器 （（口径尚）） 17.2cm ロ縁部ヶヨコナデ、体部ハ 径粒2•-小3mm石含の砂む 良好 外内 橙/I 7.5YR6/6 
約30% R37 残 13.0cm ヶ・ ズリ

＂ 

須平恵瓶器 （（（最残口大径高径）） ） 5.9cm ロ塾プリ部・体部面部上半半ロクロ 内外 灰黄II褐 IOYR 5/2 体プり部色上の面自然に灰降灰オ釉リーあ19 SK 7261 15.6cm ナズ 、体内 下 ロクロケ 密 良好
” 

約40% R9 
9.8cm 、 ロクロナデ ロクロ左回転

須恵甕器 （（口径高）） 13.7cm ロ緑部クヨコナズデ、 体内部外 内外 灰II黄 2 5 Y 7/2 20 SK 7261 残 3.2cm 面ロロケリ、 面ロ 密 良好
” 

約30% ロクロ右回転 RS 
クロナデ

把須手恵付器盤
｛（口径尉） 35.6cm ロ緑デロ部、ケヨコナデ内、外面ロ 微凪密細にふな砂く質む多が 不て軟良質． 極め 外内 ． 灰"白 2.5Y 8/2 ロク面ロし右いの磨回転耗21 SK 7261 底器 1 88 .. 23 cm cm ク ズ部リ 無面ロ整クロ 約70% 器て表著 は極め R 10 ナ、底外面調 " 

須恵甕器 （（口径高）） 39.2cm ロ縁平の行部ちヨコナデ． 体内部外 調ありのま焼く上、軟が 内外 ： 灰,,白 SY 8/2 器表著面しの磨耗は極め22 SK 7261 面ヶ タタキ目、 面ハ 密 約30% Rll 残 252cm 
同心円タタキ目 ” てい

23 SK 7260 環器 （（器口径高）） 13 3 05ccm m 部ロ緑ナ部デ二・段オサヨエコナデ、 体 緻密 良好 外内 ： 橙 7.5YR 7/6 
ほぽ完存 R!3 : ,, 

” 

24 SK 7260 土杯師器 （（口径高）） 13.4cm ロ縁ナ部デ二段オヨコナデ． 体 緻密 良好 外内 ．： 橙" 
7.5 YR 7/6 

ほぽ完存 R 14 器 3.7cm 部 ・サエ " 

25 SK 7260 土師杯器 （（口径高）） 13.0cm デロ緑・部オサヨエコナデ、 体部ナ 緻密 良好 外内 ： 橙 SYR 6/6 
ほぽ完存 内「面に記線号刻による R 19 器 3.1cm 'II 

” ＋」

26 SK 7260 土杯師器 （（口径高）） 13.0cm ロ縁部ヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 外内 ’： 橙II 5YR 6/8 
約90% R20 器 2.9cm デ II 

27 SK 7260 環器 （（口径尚）） 10.4cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 内外 橙，9 SYR 7/6 
約50% R!5 器 3.なm デ・ サエ " 

28 SK 7260 土師杯器 （（口径高）） 17.&m デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 ・ 橙II 
SYR 6/8 

約60% R21 器 4.5cm ・ サエ
” 

29 SK 7260 土師器 （（口径高）） 14.5cm ロ縁部ォヨコナデ．体部ナ 緻密 良好 外内 . 橙,, SYR 6/8 約90% R 16 皿 器 2.6cm デ・ サエ
” 

30 SK 7260 士師器 （（口径高）） 16.2cm ロ縁部ォヨコナデ．体部ナ 密 ややあまい 外内 ： 黄"褐
7.5 YR 7/8 

約70% 器表面の磨耗著しい R22 皿 器 2.5cm デ・ サエ " 

31 SK 7260 土高師杯器 （（口径尚）） 24.2cm 杯ケロ縁部ズ外リ•脚面端ハ内部而ケヨコ部ナ外デ面、 緻密 堅緻 外内：明赤，＇褐 5YR 5/8 
約70% 杯施部す接合面にハケ目 R 12 残 188cm 、 而、ナ腔プ

,, 

須恵蓋器 （（口1高釜）） 21.8cm ロ縁部クヨコナズデリ、 体内部上 微む細が密な砂粒含 外内 ・ 灰,, N 6/ ／ 32 SK 7260 残 2.4cm 面ロ ロケ 、 面ロ やや軟調
7.5 Y 6 I 約40% ロクロ左回転 RS 

クロナデ
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須恵蓋器 （（口径高）） 19.0cm ロ縁部クヨコナズデリ、 体内部而上 径白1色含mm粒む以わ下ずのか 外内 ＇' 灰,,黄
2.5 Y 6/2 ロクロ右回転33 SK 7260 残 3.0cm 面クロ ロケ 、 ロ 良好 ,, 約80% R4 

ロナデ に

須恵杯器 （温口径息）｝ 9.3cm ロ縁部ナヨコナ底デ部外．体面部ロ
外内 ．' 浅II黄

2.5YR7/3 体ると思部外われilii下る痕半跡に布があcl 
34 SK 7260 6.0cm クロデ． ヘラ 密 良好 ,, ほぽ完存 RI 

3.9an ケズリ ロクロ左回転

35 SK 7260 須恵杯器 （（台残径高）） 121..5cm 8cm 体台部ロクロナデ．貼付高 密 良好 内外 ．. 灰"白 2.5 Y 8/2 約40% ロクロ右回転 R3 
" 

須杯恵器 （（口径高）） 12.4cm 体面部ロクロナズデ．底部外 内外 灰，9黄 2.5 Y 6/2 ロ縁クロ左回転付自
36 SK 7260 密 良好 約70% ロ 内状面に 然着釉が R2 器 3.0cm ロクロケ リ " ゴマ目に

37 SK 7260 須広恵口器壺 （（口径高）） 24.4cm 
残 5.8cm

ロ縁部ナヨコナデ、体部ロ
クロデ

緻むを密わず、長か石に粒含 良好 外内 ：： 暗オ灰リ黄ープ黒 2.5 Y 4/／ 2 
5 Y 3 2 約ロ縁1/の4 火るロがク自か然ロ左釉りや回が転降付灰培によ R5 

38 SK 7260 須平瓶恵器？ （（口径晶）） 15.0cm ロ縁部ナヨコナデ、頸部ロ 密 良好 外内 灰，9黄 2.5Y7/2 
約ロ縁1/の4 R7 

残 5.9cm クロデ ” 

39 SK 7260 環器 （（口径高）） 22.8cm 
残 11.5cm

外ロ縁面部ヨコナデ、体部内
ハケ

微凪細に含な砂む粒が多密 良好 外内：：橙明黄褐 7.5 YR 6//6 6 
IOYR 7 約ロ縁1/の4 外面にスス付符 R 18 

土師鍋器 （（口径高）） 32.&m 面ズロハ縁リ部ケヨ・ケコナズデリ、、 体内部面外ケ 微む細が密な砂粒含 ~ 内浅黄橙 IOYR 8/4 
40 SK 7260 残 17.6cm 良好

下半,,：褐灰 ’’ 約60% R 17 
!OYR 5/1 

41 SK 7288 土師杯器 （（器口径高）） 12.4cm デロ縁外部面ヘヨコラナケデズ、リ 内面ナ 密 良好 内外：： 明赤"褐 2.SYR 5/6 約70% RSI 
3.3cm ,, 

42 SK 7288 土師杯器 （（器口径麻）） 123..3c3cm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 内外・ 明赤"褐 2.5 YR 5/8 約60% RSO 
デ・ サエ ” 

43 SK 7288 環器 （（器口径裔）） 143..00ccm m デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ：： 明赤,,褐 2 5 YR 5/6 
約30% R52 

・ サエ ” 

44 SK 7288 土師器 （（口径面）） 15.4cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 ’ 橙 SYR 6/8 約40% R54 
皿 器 2.7cm デ・ サエ • II ＂ 

45 SK 7288 遵器 （（器口径高）） 127 .31ccm m デロ縁部オヨコナデ．体部ナ 緻密 良好 内外 明赤，9褐 2 5 YR 5/8 約90% R53 
・ サエ ” 

須杯恵器 温（口尉径） 12 3cm ロ緑部ナヨコ底ナデ外．体面部ロ
内外 浅"黄 2.5YR7/3 

46 SK 7288 8.9cm クロデ． 面 ヘラ 密 良好 約40% ロクロ右回転 R49 
3.4cm ケズリ ” 

須恵蓋器 （（器口径商）） 173..50ccm m ズロク縁ロリ部ナヨコ上ナデ半、 体ク部ロ 微む細が密な砂粒含 内外 ： 灰，9黄 2.5 YR 6/2 
47 SK 7288 デ、 ロロケ 良好

” 
約60% ロクロ左回転 R 47 

須恵盤器 （（器口径高）） 203..04cm cm 
ロ縁部ナズヨコ底ナ部デ外、体面部ロ

内外 ’： 灰"黄
2.5 Y 6/2 

48 SK 7288 クロデ． ロク 密 良好 約50% ロクロ右回転 R48 
ロケリ

,, 

49 SK 7290 土師杯器 （（口径高）） 10.1cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 ' 明赤,,褐 2.5YR5/6 約70% R 107 
器 3.0cm デ・ サエ ” 

50 SK 7290 土杯師器 （（器口径面）） 12.7cm 部ロ縁ナ部デ二・段オサヨエコナデ． 体 密 良好 外内： 明赤，＇褐 2 SYR 5/8 
約70% R JJ3 3.5cm ” 

51 SK 7290 土師杯器 （（口径高）） 12.6cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 内外 ：： 明赤,,褐 2.5 YR 5/6 約50% R 115 
器 34cm デ・ サエ " 

52 SK 7290 土杯師器 （（口径高）） 17.3cm 部ロ縁ナ部デ二・段オサヨエコナデ、 体 密 良好 内外 明赤"褐 2.5 YR 5/8 約40% R 114 
器 17.3cm " 

53 SK 7290 土師杯器 （（口径高）） 13.5cm ロ縁部ォヨコナデ｀体部ナ 密 良好 内外：： 明赤＂褐 2.5YR5/8 約90% R 108 
器 3.4cm デ・ サエ " 

54 SK 7290 土師杯器 （（器口径tli）) 174..66ccm m ロ縁部外ヨコナデケ、ズ内リ面ナ 緻密 堅緻 内外・： 明赤,,褐 2.5 YR 5/8 約60% 状内暗面文に5単位の螺旋 R 112 
デ、 面ヘラ ” 

55 SK 7290 土師器 （（口径高）） 15.8cm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 微凪細に含な砂む質が密多 良好 外内 明赤，9褐 5YR 5/6 
約60% R 111 

皿 器 2.6cm ・ サエ ” 

56 SK 7290 土師器 （（器口径高）） 172 .8c9cm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ' 橙" 
2.5 YR 5/8 約70% R 109 

皿 デ・ サエ " 

57 SK 7290 土鍋師器 （（口径高）） 35.4cm 外ケロ縁面ズ部ハリケヨ、コナ内デ面、下体半部ヘ内フ 密 良好 内外： にぶ"い橙 7.5 YR 6/4 約ロ縁1/の2 外変面がにあ二る次焼成の赤 R 106 
器 151cm II 

58 SK 7258 土杯師器 （（口径麻）） 14.4cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好
内明赤褐 2.5YR 5 /8 

ほぽ完存 R 121 
器 3.0cm デ、 サエ 外 ” ” 

59 SK 7275 土師杯器 （（口径高）） 13.6cm ロ縁ナ部デ二段オヨコナデ、体 密 良好 外内 ： 橙 5 YR 6/8 約90% Rll8 
器 3.6cm 部 ・サエ : " ” 

60 SK 7275 土師杯器 （（口径高）） 17.5cm ロ緑ナ部デ二段オヨコナデ， 体 密 良好 外内 ： 橙 SYR 6/8 約30% R 119 
器 3.8cm 部 ・サエ : " " 

台土付師鉢器 （（（口径径高）） ） 19.0cm ロ緑部ヶヨコナデァ、-体、部貼外付 外内：明赤褐 SYR 5/6 61 SK 7275 器台 9 . 8cm 面尚ハ台 、内面ナ 密 良好 約40% R 120 
5.8cm : " II 

62 SD7273 土杯師器 （（口径尚）） 14.4cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 橙，9 
7.5YR7/6 約30% R 128 

器 3.0cm デ・ サエ II 

63 5D7273 環器 （（口径高）） 13.4cm 部ロ縁ナ部デ二・段オサヨエコナデ、 体 密 良好 外内 橙" 
7.5YR7/6 約30% 底痕残部外る面に明瞭に掌 R 126 

器 3.4cm ,, 

64 5D7273 土台付師杯器 （（（ 口径径高）） ） 136..55ccm m デロ緑・部オサヨエコナ．貼デ付、体商部台ナ やや密砂質多い 良好 外内 ・ . 橙" 
7.5YR 6/6 約40% 器表面の磨耗著しい R 124 

器台 4 . 1 cm が ’’ 

須恵椀器 （｛口径息）｝ 13.2cm 部クロ縁外ロ部ナ面デ糸ヨ切、コナ貼りデ付後高ナ、体台デ部、底ロ 外内 灰にぶい黄 2.SY Y 64//3 1 跡内面がにあ灰るかぶりの痕65 5D7273 台器 6 . 6 c m 密 良好 7 .5 約50% R 122 
4.7cm 
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66 5D7273 須杯恵？器 （（台残径高）） 71..92cm cm 体台部．底ロ面ク外ロナ面ナデデ、貼付高 密 ややあまい 外内 ： 灰 7.5Y6/l 
約高台1/の3 ロクロ左回転 R 127 

: " " 
灰釉陶器 ｛（口径鵞）｝ 14 4cm 

部クロ外縁ロ部ナ面デナヨデ．コ貼ナ．灰付デ釉麻、体刷台部毛．底塗ロ ~ 内・ 灰黄 2.5 YR 7/2 内ト面チ痕見込残右みる部に三叉67 SD 7273 器台 7 . 3cm 密 良好 . " II 約30% R 125 皿 2.3cm ：オリープ黄 SY 6/3 ロクロ 回転か？

68 SD7273 須広恵口器壺 （（口径高）） 27.4cm 
残 7.5cm

ロ縁部ナヨコナデ体部ロ
クロデ 密 良好 外内 にぶい黄

．灰
2.5 Y 6//3 1 
5 Y 4 約ロ縁1/の8 内マ面メ状に降の灰自然に釉よ付る培ゴ R 123 

69 SK 7250 土師杯器 （（口径高）） 15.3cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 外内：： 明赤11褐 SYR 5/6 
ほぼ完存 底僅部か外に残面にる籾圧痕が R41 器 3.1cm デ・ サエ

” 
70 SK 7250 土師杯器 （（口径商）） 13.6cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ： 橙 5YR 6/6 

完存 R38 器 3.2cm デ・ サエ '" " 

71 SK 7250 土師杯器 （（器口径高）） 143 .33ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 緻密 良好 外内 ： 橙 5 YR 6/6 
ほぽ完存 内r十面」に記線号刻による R40 : " II 

72 SK 7250 環器 （（口径高）） 14.7cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内：： にぶい"黄橙 IOYR 7/4 
ほぽ完存 R39 器 3.&m デ・ サエ ,, 

73 SK 7250 喝器 （（口径尚）） 17.6cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 ：，明赤"褐 2.5 YR 5/8 
約50% R42 器 3.5cm デ・ サエ II 

74 SK 7250 土師器 （（口径商）） 14.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 緻密 良好 外内 ＇ 明赤II褐 SYR 5/6 
完存 R44 皿 器 1.2cm デ・ サエ

” 
75 SK 7250 土師器 （（口径商）） 14.2cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内：： 明赤"褐 5YR 5/6 

約90% 粘土接合痕残る R46 皿 器 1.9cm デ・ サエ
” 

76 SK 7250 土師器 （（口径高）） 14 6cm ロ縁部ォヨコナデ，体部ナ 密 良好 外内 ’明赤II褐 SYR 5/6 
約70% R45 皿 器 2.0cm デ・ サエ

” 
77 SK 7250 土師器 （（口径高）） 16.2cm ロ縁部ォヨコナデ．体部ナ 緻密 良好 外内：： 明赤,,褐 5YR 5/6 

完存 R43 皿 器 2.2cm デ・ サエ II 

78 SK 7262 土師器 （（口径高）） 14.9cm ロ縁部ォヨコナデ，体部ナ 密 良好 外内 ： 橙" 
5YR 6/6 

約60% R99 皿 器 1.8cm デ・ サエ ,, 

79 SK 7262 土台付師器皿 （（台残径高）） 8 2.1c!cm m 体貼部付外高面台ハケ、 内面ナデ 密 良好 外内：： 明赤"褐 5 YR 5/6 
約50% 皿施部す接合部にハケ目 R98 

" 

80 SK 7317 環器 （（口径高）） 12.8cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内’にぶいII黄橙 10 YR 7/3 
ほぼ完存 外面の剥離著しい R66 器 2.5cm デ・ サエ

” 
81 SK 7317 土杯師器 （（口径高）） 13.0cm ロ縁・部オヨコナデ． 体部ナ やや粗 良好 内外．： にぶい"黄橙 IOYR7/4 

完存 器表面の剥離著しい R67 器 3.4cm デ サエ
” 

82 SK 7317 土師杯器 （（口径高）） 14 5cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ やや祖 良好 外内： にぶい,,黄橙 IOYR 7/4 
約70% R68 器 3.6cm " 

83 SK 7326 土杯師器 （（口f裔釜）） 12 6cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ やや粗 良好 外内：： にぶい"黄橙 IOYR 6/3 
約40% R 104 器 2.5cm デ・ サエ II 

84 SK 7326 環器 （（口径面）） 14.2cm デロ緑・部オヨコナデ． 体部ナ やや粗 良好 内外 ： 橙 SYR 6/6 
約50% R 105 器 3.2cm サエ : " II 

85 SK 7326 灰釉椀陶器 （（台残径高）） 6 I 68ccm m 体切部痕、ロ貼ク付ロナ高デ台、底部糸 密 良好 外内 ． 灰，9黄 2.5 Y 7/2 
約40% ロクロ右回転 Rl03 ,, 

86 SK 7326 灰釉椀陶器 （（残台径尚）） 62..66cm cm 住フ部ケズロクリ，ロナ貼付デ高，底台部へ 密 良好 外内 ：： 灰II黄 2.5Y7/2 
約30% ロクロ右回転 R 102 II 

87 SK 7321 土師杯器 （（器口径裔）） 12.1cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微む細がな良砂質含 良好 外内 ： 橙 7.SYR7/6 
ほぽ完存 続跡爪圧かあ痕る？）い（型は作エ具りのの痕連 R69 3.1cm . " " 

88 SK 7321 環器 （（器口径高）） 123 .31ccm m デロ緑・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微む細がな良砂質含 良好 内外 ： 橙，9 7.SYR 7/6 
ほぽ完存 R 70 

” 
89 SK 7321 土杯師器 （（口径高）） 12.0cm デロ縁・部オサヨエコナデ， 体部ナ やがや密砂質多い 良好 外内：にぶい黄橙 IOYR7/4 

ほぽ完存 R 72 器 3.1cm : " ” 
90 SK 7321 土杯師器 （（口径高）） 14.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ やがや密砂質多い 良好 外内：.浅黄,,橙 IOYR 8/4 

約70% R73 器 2.9cm デ・ サエ
" 

91 SK 7321 土讐 （（口径尚）） 14.8cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ やがや密砂質多い 良好 内外・ にぶい黄II橙 IOYR 7/4 約80% R 74 器 3.2cm デ・ サエ " 

92 SK 7321 土讐 （（口径涵）） 13.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ やがや密砂質多い 良好 外内 ． 橙，9 5 YR 7/6 
約70% 器表面の磨耗著しい R 71 器 2.3cm デ・ サエ

” 
93 SK 7321 土師杯器 （（口径高）） 12.6cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ やがや密砂質多い 良好 外内 ．： 橙" 7.5 YR 7/6 

完存 R75 器 3.0cm デ・ サエ ,, 

94 SK 7321 土師器 （（口径高）） 11.2cm デロ緑・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 内外：にぶいII黄橙 IOYR 7/3 
ほぽ完存 R 78 皿 器 1.4cm " 

95 SK 7321 土師皿器 （（口径高）） 12.0cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 にぶ，9い橙 7.5YR 7/4 
ほぽ完存 R 77 器 1.6cm デ・ サエ ,, 

96 SK 7321 土師器 （（口径高）） 12.1cm デロ縁・部オヨコナデ、 体部ナ 密 良好 外内’.にぶ"い橙 7.5YR7/4 
完存 R 76 皿 器 I.7cm サエ

" 

97 SK 7323 土師杯器 （（口径高）） 12.1cm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内：にぶい，＇黄橙 IOYR 7/4 
約30% R61 器 2.3cm ・ サエ

" 

98 SK7323 環器 （(口径ill;）) 12.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内 灰" 
5Y 6/1 約50% R60 器 2.6cm デ・ サエ " 
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99 SK 7323 環器 （（口径高）） 11.8cm デロ縁部オヨコナデ．体部ナ 密 良好 外内： 橙 7.5 YR 7/6 約70% R62 
器 2.7cm ・ サエ : " " 

100 SK 7323 土師器 （（器口径高）） 121..oc5cm m プg縁・部オヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 淡，9黄 2.5 Y 8/3 約40% 器形のゆがみ大 R63 
皿 サエ " 

IOI SK 7323 土師器 （（器口径麻）） 121..6cm 4cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内：にぶい黄橙 !OYR 7/4 約30% R64 
皿 : " " 

台土付師器皿
（譴口径）｝ 13.&m 

デロ縁・部オサヨエコナ．デ貼付、体面部台ナ やや密砂四多い 外内：.にぶい"黄橙 lOYR 7/4 
102 SK 7323 7.0cm 良好 約70% R59 

3.1cm が ” 

103 SK 7323 土台付師器皿 （（（口径径高）） ） 147 .08ccm m デロ縁・部オサヨエコナ、デ貼付、体高部台ナ 密 良好 外内 ， 橙II 
7.5YR 7/6 約80% R58 

器ムロ 3 . 5cm " 

104 SK 7322 環器 （（口径高）） 13 0cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内： にぶいII黄橙 !OYR 7/3 約60% 器形のゆがみ大 R56 
器 2.8cm ” 

105 SK 7322 土杯師器 （（口径甜）） 14.7cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 外内’にぶIIい橙 7.5YR 6/4 約30% R55 
器 3.1cm デ・ サエ ,, 

106 SK 7322 土讐 （（器口径高）） 152..02ccm m プ巳縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 密 良好 外内 にぶい黄橙 lOYR 7/3 
約30% R57 

" " 

台土付師小器皿 （（（口径径高）） ） 10.4cm 
ロ縁部貼ヨコナ台デ底．体部外部ナ

微含（金む細雲がな母密片砂等質） 外内：にぶい褐 7.5 YR 5/4 
107 SK 7289 器台 53 .. 31 cm cm デナデ、 付高 、 面 良好

’’ ’’ 
完存 R264 

台土付師小器皿 （（（器台口径径高）） ） 1631...606cm cm cm 
ロ緑部貼ヨコナ台デ底、体部部外ナ

微含（金む細雲がな母密片砂等質） 外内：にぶい褐 7.5YR 5/4 
108 SK 7289 デナテ 付高 、 面 良好

: " " 
完存 R65 

109 SK 7289 土台師付器杯 （（残台径高）） 115..48ccm m 体部ナデ，貼付高台 微凪細に含な砂む質多 良好 外内：： にぶい"黄橙 !OYR 7/4 脚残存台部のみ R63 
" 

110 SK 7324 粗土師製器盤 （残高） 3.1cm プ巳緑・部オサヨエコナ、底デ部、体無部調盤ナ 微菌細に含な砂む粒が密多 ややあまい 外内：'にぶいII黄橙
IOYR 6/3 約80% 不内面充い分びつで、 整形 R 101 
” 

111 SK 7324 灰釉椀陶器 （（残台径高）） 73..08cm cm 体面部ロクロクロナロナデデ、貼、底付部iili外台 緻密 堅緻 外内． 浅II黄 2.5Y7/3 約30% 灰釉不鮮明 R 100 
" 

ロクロ杯土師器 （（（口径径高）） ） 8.6cm 体切部痕ロクロナデ、底部糸 内外‘ 浅黄，9橙 IOYR 8/4 ロクロ右は回蓋転か112 5D7309 台器 3 . 0 cm 砂竹多いが密 やや軟質
” 

約50% あるい ？ R 171 
2.0cm 

ロクロ杯土師器 （（（口径径高）） ） 7.7cm 体切部痕ロクロナデ．底部糸 微極細に含な砂む質が密多 外内：浅黄/I橙 lOYR 8/4 
113 5D7309 器台 4 . 0cm あまい

’’ 
約60% 器表面の磨耗著しい RI73 

2.5cm 

114 5D7309 ロクロ杯土師器 （（底残径高）） 42..81cm cm 体切部痕ロクロナデ．底部糸 微む細が密な砂質含 やや軟質 外内 ’ 橙，9 
5YR 6/6 約70% R 175 
" 

ロクロ杯土師器 （｛口径尉） 9.9cm 体切部痕、ロ貼ク付ロナ高デ台、底部糸 微祉細に含な砂む質が密多 内外 橙II 
7 5YR 7/6 

115 SD7309 台器 5 . 5 c m やや軟質 約30% ロクロ右回転 R 172 
2.8cm ” 

116 S07309 灰釉椀陶器 （（残台径高）） 61..43ccm m 体面部糸切ロ痕ク、ロナ貼デ付闇、底台部外 密 良好 外内：浅黄 2.5 Y 7/3 涵約台1/の2 ロクロ左回転 R 174 : ,, 
” 

117 SD7309 窄 （（（台器口径径高）） ） 942 ...047cccm m m 体面部ナデロ、クよロナわデい貼、体付部高外台 微函細に含な砂む質が密多 ややあまい 外内：にぶいII黄褐
!OYR 7/4 約70% ロクロ右回転 Rl70 
” 

ll8 5D7309 ロクロ杯土師器 （（残台径高）） 52..43cm cm 体面部ナデロ、ク貼ロナ付デ高台、底部外 密 ややあまい 外内：浅黄橙
lOYR 8/4 残高存台部のみ Rl69 

: " ” 

119 SD7308 嘘 （（残台径高）） 41..06ccm m 体面部ナデロ、ク貼ロ付ナデ高台． 底部外 多む簸が密に砂質含 良好 外内 ： 灰，9褐 7.SYR 4/2 残高台存部のみ ロクロ右回転 Rl68 
’‘ 

陶器 （（（器台口径径涵）） ） 942...770cm cm cm ロ縁部ナデヨ貼、コ底付ナ部デ高外台、体面部ロ
内~ ：灰黄 2.5Y 7/2 

にロロ緑かク部けロ左外て回面自転か然釉ら付内面培120 SD7308 クロデ ロク 砂質多いが密 良好 . " ” 約70%
RI67 

皿 ロナ 、 淡灰緑

121 5D7269 土皿師器 （（口径麻）） 13.6cm プg縁部オヨコナデ、体部ナ 微多祉細なに砂含質むを 良好 外内： 橙 7 5YR 6/6 約70% 粘取ロ縁土り接端合部痕に残よわるい面 R 130 
器 3.4cm ・ サエ : " II 

122 SD7269 土師皿器 （（器口径高）） 13.4cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微多密細越なに砂含質むがを 良好 外内：'明黄II褐 IOYR 7/6 約90% R132 
3.1cm デ・ サエ ,, 

123 SD7269 土師器 （（器口径高）） 13.8cm デロ縁部ヨコナデ、体部ナ 微多細世なに砂含質むを あまい 外内 ： 淡II黄 2.5 Y 8/3 約60% 器白色表系而の磨耗著しい RI31 皿 3.5cm ” 

124 SD7269 考警 （（口径高）） 8. 7cm ァ旦縁部オヨコナデ、体部ナ 微多細祉なに砂含質むを 良好 外内：’暗灰"黄 !.SY 5/2 約60% R 138 
器 1.9cm ・ サエ ” 

125 SD7269 ロクロ椀土師器 （（（底器口径径高）） ） 1374 ...955ccm cm m 体切部痕ロクロナデ、底部糸 微い細が密な砂質多 良好
内：橙 SYR 6/8 約70% R 133 外： ,, " 

126 5D7269 灰三釉足陶盤器 （（口径高）） 17.2cm クロ縁ロ部ナデヨ、コ灰ナデ釉刷体毛部塗ロ 密 良好 外内：.オリー"プ黄 SY 6/3 約ロ縁1/の7 R 180 
残 2.&m II 

127 5D7269 土商師杯器 （残高） 8.5cm 在プ面ヘラケズリ、内面ナ 粒径2含-む3mmが密の砂 良好 外内 橙,, 7.5YR6/6 脚存部のみ残 R 135 
” 

128 SD7269 灰釉椀陶器 （（台残径高）） 72..62ccm m 体面部糸切ロ痕ク`ロ貼ナデ付尚、底台部外 微む細が密な砂粒含 良好 外内 ’ 灰"黄 2.5 Y 6/2 残高台存部のみ ロクロ左回転 R 134 
” 

129 SD7307 土小師皿器 （（器口径高）） 82..71ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ． 体部ナ 密 良好 外内 にぶい"黄橙 !OYR 7/4 約50% R 156 
II 

130 5D7307 土小師皿器 （（器口径高）） 8 2.81ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 砂む質が密多誠に含 良好 外内 ’ 橙，9 
7.5 YR 6/6 約90% R 150 

II 

131 S07307 土小師皿器 （（器口径高）） 81..46cm cm デロ緑・部オヨコナデ、 体部ナ 微量細に含な砂む質が密多 良好 外内・. 浅黄11橙 !OYR 8/3 約40% R 159 
サエ ＂ 
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132 5D7307 環？ （（口径高）） 9.0cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微址細に含な砂む質が密多 良好 外内 にぶい"黄橙 IOYR7/4 
約50% 粘土接合痕残る R 157 器 1.7cm デ・ サエ " 

133 5D7307 土小師皿器 （（口径高）） 9.4cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微飛細に含な砂む質が密多 良好 外内.浅黄,,橙 !OYR 8/3 
約30% R 158 器 I.7cm デ・ サエ II 

134 SD7307 土小師皿器 （（口径高）） 9.4cm 
器 I.7cm 

ァ巳縁部オヨコナデ、体部ナ
・ サエ

砂含質むを多棄に ややあまい 外内 浅明黄黄褐橙 !OYR R 68// 6 
JOY 4 完存 器表面の磨耗著しい R 155 

135 SD7307 翡阿9 （（口径高）） 8.8cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微低細に含な砂む質が密多 良好 外内 淡，9黄 2.5 Y 8/3 
完存 粘土接合痕残る R 153 器 I.7cm デ・ サエ ” 

136 5D7307 土小師皿器 （（器口径高）） 91..29cm cm デロ緑・部オヨコナデ、 体部ナ 微祉細にな含砂む質多 ややあまい 外内：：浅黄＂橙 IOYR 8/4 
完存 R 154 サエ ,, 

137 S07307 土小師皿器 （（口径商）） 9.7cm デロ緑・部オヨコナデ． 体部ナ 微旦細に含な砂む質多 良好 外内 ・ . 淡,,黄
2.7Y 8/3 

約70% R 143 器 I.7cm サエ " 

土小師皿器 （（口径画）） 8.&m 
ロ縁部ケヨコナデデ、 体外部内

外内 . 色" 
SYR 6/6 月京都系’て」の宇口138 SD7307 器 1.4cm 面フ一・ハ のちナ ． 面ナ 緻密 良好
’’ 

約30%
残面にる薄くカキ目痕

R 145 

139 5D7307 土師器 （（口径商）） 8.8mm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 微低細にな含砂む質が密多 良好 外内 淡，9黄 2.5 Y 8/3 
完存 粘土接合痕残る R 153 皿 器 I.7cm ・ サエ

” 

140 5D7307 土師器 （（口器径面） 13.8m 部ロ縁ナ匝プ二・段オサヨエコナデ、 体 微多密細母なに砂含質むがを やや軟調 外内 橙，9 5YR 6/6 
約40% R 163 皿 ) 3.8cm 

” 

141 SD7307 土師器 （（口径高）） 13.0cm ロ緑部ォヨコナデ、体部ナ 密 良好 内外 浅黄，9橙 10 YR 8/4 
約20% 内当面たにり痕ヘがラ状残工る具の R 162 皿 残 2.9cm デ・ サエ II 

142 SD7307 土師器 （（器口径高）） 13.6cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微凪細にな含砂む質が密多 良好 外内．．にぶい”黄橙 IOYR 6/4 
約60% Rl61 皿 3.4cm " 

143 5D7307 土師器 （（口径高）） 14.0cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微枇細にな含砂む質が密多 良好 外内 ：： 浅黒黄褐 2.SY7/／ 3 約70% R 160 皿 器 3.6cm IOYR 3 2 

144 5D7307 土師器 （（口径高）） 13.5cm ァ巳縁・部オヨコナデ、 体部ナ 微祉細にな含砂む質が密多 良好 外内：.浅黄"橙 !OYR 8/4 
約60% R 165 皿 器 3.1cm サエ ,, 

ロクロ杯土師器 （｛翡口径）｝ 8.1cm 体転部糸切ロ痕クロナデ、 底部回 外内：’浅黄”橙 IOYR 8/3 145 5D7307 3.4cm 密 あまい ほぽ完存 ロクロ右回転 R 147 
1. 7cm ” 

146 S07307 ロクロ土師器 （（（底器口t径高至） ） ） 961. .. 627cccm m m 体転部糸切ロ痕クロナデ、 底部回 密 やや軟質 外内 浅黄，＇橙 7.SYR 8/4 
約40% ロクロ左回転 R 146 小皿 II 

147 SD 7307 ロクロ杯土師器 （（底残径i¥li）) 62..20ccm m 体転部糸切ロ痕クロナデ、 底部回 密 やや軟質 外内 灰II白 2.5 Y 8/2 
約50% ロクロ右回転 R 164 II 

148 5D7307 土台師付器皿 （（残台径高）） 52..42ccm m 体台部ロクロナデ、貼付尚 密 ややあまい 内外．： 明赤"褐
5 YR 5/6 

約50% R 166 ,, 

149 5D7307 土師付器 （（台残径高）） 73..03cm cm 体台部ロ部クロナデ糸切` 貼痕付高 密 堅緻
内：橙 SYR 6/6 脚残台存部のみ ロクロ左回転 R 151 台皿 ．底外面糸 外： " ,, 

ロ台クロ付土杯師器 （（口径島）｝ 10.5cm クロ緑ロ部ナデヨ、コナ貼デ付、高体台部ロ 外内 ： 橙 5 YR 6/6 150 5D7307 器台 5 . 2cm 密 堅緻 約80% ロクロ右回転 R 144 
3.9cm 

: ,, II 

151 5D7307 
（山嗜茶椀）

（（台残径高）） 62..32ccm m 体面部糸切ロ痕ク、ロナ貼デ付高、底台部外 微密多細低なに砂含粒むをが 良好 内外 ’' 灰II白 SY 8/1 高約台1/の2 ロクロ右回転 R 148 
” 

152 SD7307 
（山警茶椀）

（（台残径高）） 53..51ccm m 体面部ナデロ、ク貼ロナ付裔デ台、底部外 密 やや軟質 外内 淡II黄 2.5 Y 8/3 
約高台1/の4 ロクロ左回転 R 149 II 

（山嗜茶椀）

（｛口径麿）｝ 16.3cm 
面底ロ縁部ロ外部ク面ヨロナナコナデデデ、、貼、内付体面部ナ高外デ台 微祗細に含な砂む質多 外内 ’ 灰,,黄 2.5Y6/2 昼釉内ロ付面クに1ロ/右籾2圧回に転痕自然、、体降高灰部台153 5D7307 器台 6 . 2cm 良好 約90% R 142 

5.6cm " 

154 SK 7305 土小師皿器 （（口径高）） 9.1cm デロ緑・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微星細にな含砂む質が多密 良好 外内．： 浅黄,,橙 IOYR 8/4 
完存 RBS 器 2.1cm ” 

155 SK 7305 土小師皿器 （（口径高）） 9.1cm デロ縁・部オヨコナデ． 体部ナ 微祉細にな含砂む質が密多 良好 外内：： にぷい"黄橙 IOYR 7/4 
完存 底黒斑部外が面あにるかすかに R84 器 21cm サエ " 

156 SK7305 環『 （（口径高）） 9.1cm ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微世細にな含砂む質が多密 良好 外内 ・ 浅”黄
2.5 Y 7/3 

完存 粘土接合痕あり R86 器 1.8cm デ・ サエ " 

157 SK7305 土小師皿器 （（器口径裔）） 91..6c8cm m デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微伍細にな含砂む質が多密 良好 内外 ・ 淡，9黄
2.5 Y 8/3 

完存 R87 
” 

158 SK7305 土小師皿器 （（器口径高）） 101. .87ccm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微祉細に含な砂む質多 良好 外内： にぶい,,黄橙 lOYR 7/4 
完存 内当面たにりヘ痕残ラ状る工具の R88 デ・ サエ " 

159 SK7305 土師皿器 （（器口径高）） 12 2.40ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微祉細に含な砂む質が密多 良好 外内 ： 浅"黄
2.5Y7/3 

約40% R91 II 

160 SK7305 遵器 （（器口径高）） 112..27ccm m デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微祉細にな含砂む質が多密 良好 外内 ’. 淡"黄 2.5 Y 8/3 
完存 R82 ,, 

161 SK7305 土師器 （（器口径商）） 122..95cm cm デロ縁・部オサヨエコナデ． 体部ナ 微拭細に含な砂む質多 良好 外内 淡II黄 2.5 Y 8/3 完存 ロ縁端部に油煙付培 R80 皿 ” 

162 SK7305 土師器 （（口径商）） 13.4cm デロ縁・部オサヨエコナデ、 体部ナ 微祉細に含な砂む祖が密多 良好 外内： 明黄"褐 lOYR 6/6 
ほぼ完存 器表面の磨耗著しい R81 皿 器 3.2cm " 

163 SK7305 土師器 （（器口径高）） 143..0c5cm m ロ縁部ォヨコナデ、体部ナ 微祉細に含な砂む質が多密 良好 内外 ． 灰，9黄 2.5Y7/2 
約70% R89 皿 デ・ サエ ” 

164 SK 7305 土師器 （（器口径高）） 13.7cm デロ縁部オヨコナデ、体部ナ 微最細に含な砂む質多 良好 外内：にぶい,,黄橙 !OYR 7/4 
ほぼ完存 粘土接合痕残る R79 皿 3.5cm ・ サエ ,, 
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No. 出土遺構 器種 法 lit 調整•技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 備 考 登録番号

165 SK7305 土誓器 （（器口径高）） 14.1cm デロ縁・部オヨコナデ．体部ナ 微最細に含な砂む質が多密 良好 外内：にぶい黄橙 IOYR 7/4 完存 粘土接合痕残る R90 3.7cm サエ ．＂  ＂ 

166 SK7305 望9 （残高） 17.5cm 脚台柱部部・外脚底面ヘ部ナラデケズリ． 径含の砂むl粒mm-多呈2mmに 良好 外内 ：： 淡II黄 2.5Y 8/3 匠柱部存のみ残 白色系 R94 
” 

167 SK7305 •台?•付土杯師器 （（残台径高）） 4.9cm 体面部糸切ロ後クナロナデデ．貼．底付部高外台 密 良好 内外 ：淡黄 2.5Y 8/3 約50% ロクロ右回転 R92 2.7cm : " ” 

168 SK 7305 ”台●付士杯師器 （（台残径高）） 62..9cm 7cm 体面部ロクロナデデ．貼、底付部高外台 砂含質むがを密多呈に 良好 内外 ： 橙 7.5 YR 6/6 約50% ロクロ左回転 R93 ロクロナ : n ＂ 

169 SK 7305 ”台口付土杯師器 （（（器台口径径高）） ） 1531...2cm 47cm cm 痕ロク縁、ロ部ナ貼プ付已高、コ底ナ台部デ外、体面部糸切ロ 密 良好 外内： 橙 7.5 YR 6/6 約70% ロクロ右回転 R95 
：＂ ” 

170 SK 7305 ロクロ杯土師器 （（（底器口径径高）） ） 942...840cm cm cm 糸クロ縁切ロ部痕ナデヨ．コ底ナ部デ外、体面部回転ロ 微凪細に含な砂む質が密多 良好 外内：浅黄橙 lOYR 8/4 完存 ロクロ右回転 R83 
: II 

” 

171 5B7300 須恵蓋器 （（器口径高）） 13.3cm 面ロ縁3/部5ヨロコクナロデケズ．体リ部上 径砂粒lmm含程む度がの密 良好 外内 ： 灰 SY 5/1 約40% 右朱付回舒転や土器や磨．耗ロすクるロ R 199 3.0cm . " ＂ 

灰釉皿陶器 （（残台径高）） 6.2cm 体面台部ロクロクロケロナズデリ．． 底貼部付外高 外釉内 ：： 灰＂黄
2.5Y7/2 

残高存台部のみ 底朱読し部付い不に珀可ロ詭土ク墨器ロ痰左．あ霞回る粍転が判著． 172 SK 7317 1.9cm 緻密 良好 ＂ R198 
：灰白 2.5 Y 8/2 

173 包含層 須恵壷器 （（底残径高）） 11.9cm 
2.2cm 
体面部無調ロ整クロナデ、 底部外 密砂だ質が多い． やや 良好 外内 ：： 灰浅黄白 2.5 Y 57//3 1 

SY 底約部1/の3 耗朱付．培ロ土ク器ロ右、や回や転磨 R203 

174 包含層 灰釉椀陶器 （（残台径高）） 6.8cm 体面部軽いロナクデロナ、デ貼付，底高部台外 微祉細に含な砂む質が多密 良好 内外 ： 灰II黄 2.5 Y 6/2 約高台1/の4 朱ど磨付培耗土な器し、ほとん R204 1.7cm II 

175 SK7261 須恵蓋器 （（器口径高）） 20.8cm 
2.0cm 
ロ縁面部1/ロ2クロナデケズ．体リ部
上 ロクロ 密 良好 内外・ 灰灰オ白リープ SY 67//2 1 

7.5Y 約30% 右朱に付回も培朱転土付器培、、 破ロ断ク面ロ R200 

須恵盤器 （（器口径高）） 182..8cm 1cm 
ロ縁部ナヨコ底ナ部デ、 体ク部ロロ

微黛細にな含砂む質が密多 外内 ：： 灰II白 SY 7/1 朱付す付舒む符内．面土ロ器やクや．ロ磨右内外耗回す面転176 5D7276 ズクロリ デ． ロ ケ 良好

” 
約50% R205 

177 SK 7260 土野 （（口径高）） 17.4cm 部ロ縁て部いね多段いなヨナコナデデ． 体 密 良好 外内：：明赤＂褐 SYR 5/6 約60% 漆体付に狩付溶土器． 内面全 R254 器 4.5cm ＂ 

178 SK 7288 環器 （（器口径高）） 164..2cm 3cm 部ロ縁ナ部デ多段ヨコナデ． 体 微やや細な含砂む質が密を 良好 内外： 明赤"褐 2.5 YR 5/8 約40% 漆体付に培付土舒器． 内面全 R212 
” 

179 SK 7288 ±野 （（器口径高）） 184..01cm cm 体ケ部ズ内リ面ナデ． 外面ヘラ 密 良好 内外 ：： 灰明赤褐褐 7.SYR4//2 6 
2.5 YR 5 約40%

漆半付に珀付土珀器． 内面下 R213 

180 SK 7250 土誓器 （（器口径高）） 141..8cm 7cm デロ縁・部オヨコナデ． 体部ナ 密 良好 外内： 橙 5YR 6/8 約40% 漆器付瑶．（油内煙面に？）わ付ず箔か土に R211 サエ : " " 

181 包含層 須円恵面硯器 （（硯残面高径）） 11.4cm 体部ナロクロナデ、縁部ヨ 密 良好 外内 ：： 灰II白 7.5Y7/l 硯約面1/の4 脚状上内にilii郎に向外付にかilii珀自っに然て釉自垂然ゴれ釉マるが、メ R 189 6.4cm コデ II 

182 PGit -15 ー10 須円恵面器硯
（硯（残面高径）） 212.8cm .2ett 体部ナロクロナデ、縁部ヨ

コデ 密 良好 内外 ：： 淡灰黄白 2.5¥7//3 3 
SY 7 硯約面1/の8 

脚刻183部とに同2一本個一体組かの？線 R 190 

183 SK 7288 須円恵面器硯 （（残台径高）） 16.4cm 
1.4cm 脚端部ヨコナデ 密 良好 外内 ：： 灰淡黄白 2.5 Y 7//3 3 

5 Y 7 脚約台1/の8 
脚刻183部とに同2一本個一体組かの？線 R191 

184 SK 7261 須円恵面硯器 （（残台径高）） 14.4cm 
1.9cm 脚端部ヨコナデ 密 良好 外内：にぶい黄赤褐褐

：にぶい
IOYR 54//3 3 
SYR 脚約台1/の3 脚透部かにし幅をい3mmれ程る度の R 192 

185 5D7269 灰風釉字陶硯器 全面ヘラケズリで成形 密 良好 外内：浅黄 2.5 Y 7/3 R 193 
: " ’’ 

186 S87285 須恵蓋器 （（器口径高）） 151..9c2cm m 面ロ縁1/部2ヨロコクナロデケ、ズ体リ部上 密 良好 灰外：暗灰黄 SY 55// 1 
2.5Y I 約30%

磨転右用耗回硯す転、す内む面．にロ墨痕ク．ロ R 185 

須恵盤器 （謳口径）｝ 17.0cm ロ縁部ナズヨコナ底貼デ部付外高、体面台部ロ 外内： 灰 7.5 Y 6/1 悶年す屯酎こ臨良、187 包含層 10.8cm クロデ、 ロク 密 ややあまい 約20% R 183 
2.8cm ロケリ、

: . " 

188 SK 7260 須恵盤器 （（残口径高）） 253..0cm 7cm ナロロ塾プケ部．ズ底リ・体部部外内面面下半ロクロクロ 密 良好 外内 ：’ 灰＂黄
2.5 Y 6/2 約ロ縁1/の8 転はな用あい硯る、が内．磨面耗に墨は痕少 R 186 
” 

189 5D7311 灰釉椀陶器 （（器台径高）） 73..9<Jn 0cm 体切釉部後没ナけロデかク、けロ貼ナデ付高、底台部、灰糸 密 良好 外内 ．： 灰ll黄 2.5 Y 7/2 約60% 転がロ用あク硯ロり右、、や内回転や面磨に墨耗痕、 RISI 
" 

190 5D7257 須恵器 （（残台径高）） 71..97cm cm 体面部ナデロ．ク貼ロ付ナデ高台． 底部外 密 良好 内外 ： 灰 5Y 6/1 残高台存部のみ 磨転右用耗回硯す転、す内む面、にロ墨ク痕、ロ R 184 . II 

” 

191 包含層 須恵杯器 （（残台径高）） 92..72ccm m 体面部ナデロ、ク貼ロナ付デ高台． 底部外 密 良好 内外 ：： 灰"白 7.5 Y 7/1 約高台1/の2 転磨用耗硯は、少底な部いに墨痕、 R 187 
＂ 

192 SK 7250 
（山嗜茶椀）

（（残台径高）） 72..42ccm m 体面部回転ロ糸ク切ロ痕ナデ、貼、底付部高外台 斑砂密点、質淡が多黒混い色じがのる 良好 内外 ：： 灰＂黄 2.5Y 7/2 約40% 磨転右用耗回硯す転、す内む面`にロ墨ク痕、ロ R 182 
II 

193 包含層
（山"'I茶椀） （（残台径高）） 72..58cm cm 体面部回転ロ糸ク切ロ痕ナデ．、貼底付部高外台 微くど細、な径黒砂1質多ほ 良好 内外 ： 灰，9白 SY 7/2 底存部のみ残 底墨部嘗外` 面高台にに「籾中圧」痕の R 196 

の点閤む ＂ 

194 包含層 把陶手器付壺 外内面面ロクロヘデラケズリ．
ロクロナ 密 良好 内外：：緑浅灰黄色の灰釉

2.5Y 7/3 
肩残部存片のみ 線外面刻に渫（？）」 の Rl94 

195 包含層 ミ土ニ器チュ怨ア （（口径高）） 4.8cm 体部ナデ 微凪細に含な砂む質が密多 良好 外内：にぶい黄橙 JOYR 7/3 約ロ縁1/の2 土師器 R206 残 1.7cm ：＂ ＂ 

196 SK 7272 緑把釉手付陶器瓶 外面ヘラケズリ 緻密 軟質 胎釉土：苔：色灰白（ダル・イエロー・10グYリー7/ン）l 把残手存部のみ 5方向の面取り R215 

緑釉皿陶器 （隣口径）｝ 16.6cm 
は面魯ヘ雙ラ;ミガ:;キ::、貼俎付魯高岱台 翡 胎釉土：抹：茶灰色黄褐（仇4イッシュ・イウロIOーY・R列6ー/ン2） 197 包含層 8.7cm 緻密 約30% R214 

2.7cm 
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Nn 出土遺構 器種 法 姐 調整•技法の特徴 胎 土

198 SK 7321 白磁 （残高） 3.1cm 外上面に薄ケズく均リ質、内な面白ナ色デ釉の 緻密碗

199 SD 7254 
誓 （（器台径高）） 62..90ccm m 内面ロ高クロナデ．削り出

しの輪台 密

200 SK 7305 
誓 （（器台径高）） 63..44ccm m 体し部輪高ロ台クロナデ． 削り出 緻細れ密なるだ気孔がみ、微ら

201 SK7305 閉 （（器台径高）） 51..59cm cm 体り部出のし輪ロ高ク台ロケズリ？削 緻密

202 包含層 烹言 （（（底器口径径高）） ） 823...238cccm m m 体面部回転ロ糸ク切ロ痕ナデ， 底部外 密

203 包含層 塁臀 （（口径高）） 6.4cm 
残 1.0cm

体部ナロクロナデな貼、底付部尚外台
面デ、値か

砂む質が密多凪に含

204 包含層 嗜 （（口径高）） 6.6cm 
残 2.0cm

体部回ロクロナ痕デ．底部外
面転糸切 密

205 包含層 嗜 （（口径裔）） 7.1cm 
残 2.1cm

体部糸台ロクロナデ．デ底部貼外付
面高 切後軽いナ 、 径小石2mm含程む度が密の

灰釉椀陶器 （｛口径魯）｝ 12.8cm 貼ロク縁付ロ部ナ高デ台ヨ、コ体ナデ部、外体面部ナデロ206 包含層 器台 6 . 5cm 密
4.5cm 

207 包含層 嗜 （（（底器口径径高）） ） 1564...685cccm m m 糸ロク目縁切がロ痕残部ナデ．るヨ．兄コ底ナ込みデ部外部．体面に部回カ転キロ 微jjl;細にな含砂む質が密多

嗜
（隣口径）｝ 21.6cm ロ縁ロ部ナヨコナデみ起． 体部部ロ

208 包含層 10.5cm 当クて、 底デ部ヘ兄込ラ こコしテの 密
5.7cm み

209 SK 7314 須甕恵？器 底円部外「面ナ字デ， 内面夕同心
に＋」 のタキ目 密

210 SK 7269 須甕恵？器 外面「縄十席状字、 内面き同心円
に 」 の叩目 密

211 SD7314 須甕恵？器 外面f格子」状字、 内面き同心円
に＋ の叩目 密

212 SK 7269 須甕恵？器 外面「縄席状字、 内而き同心円
に＋」 の叩目

密

Nn 出土迫構 器種 法 :lit 胎土

213 SK 7261 望閤 温｝ 5.7cm 
（（孔残径重）） 56一.6cgm 密3.7cm 

214 SK 7261 土±~ヽ 温｝ 5 9cm 
（（孔残径重）） 44 一6cgm 密3.5cm 

215 SK 7261 土昇Ja 温｝ 6 0cm 
（（孔残径重）） 67I .43cg m 密3 7cm 

216 SK 7261 土±~ 温｝ 6 5cm 
（（孔残重径）） 941..23cg m 密4.0cm 

217 SK 7261 土±,: 温｝ 6.2cm （（子残LI重釜）） 30 1 79cg m 密2.6cm 

218 SK 7261 土±~‘ 温｝ 6.9cm （（子残L! 重至） ） 30 6 . 86cg m 密2 8cm 

219 SD7254 璧閏 温｝ 6 2cm （（孔残径重）） 102.4.3cg m 密1.9cm 

220 SK 7261 土喜忙 圏 6.2cm （（子残LI頂至）） 40 2 . 9lcg m 密2.8cm 

221 SIく7261 土±"'』 温｝ 6.2cm （（子残Li重至） ） 1 0 2 . 48cg m 密I. 7cm 

222 SK 7261 土±~'l, 温｝ 5 4cm 
（（孔残径重）） 109..6Scg m 密I &m 

223 SK 7261 土土誓 温｝ 5 3cm (（'I残L/重至）） 103 .56cg m 密1.9cm 

224 SK 7261 土±I]/,』 嵩 5.0cm 
（（孔残径重）） 109..6Scg m 密2.0cm 

225 SK 7261 督閤 嵩 4.0cm （（孔残径重）） 0.3cm 密1.2cm 4.3g 

226 SK 7250 土±'V 嵩 5.1cm （（孔残径重）） 206..72cg m 密2.9cm 

注ONuは本書迪物実測図の番号と一致する。
O器種の項では、それぞれ「～形土器」の表現を省略した。
O法量の「口径」は口縁端部の最高点を結んだ長さを示す。

焼成 色 調

堅緻 釉胎 ：灰白
土．にぶい黄橙 IO7.5YYR 87//2 1 

良好 胎釉土：灰：灰白黄 SY 87// 2 
2.SY 2 

堅緻 釉胎土：灰：灰オ白リープ 7.5Y6//2 1 
SY 8 

良好 胎釉土’オ灰リー白プ灰 2.SGSY Y 67//2 1 

良好 外内 ： ： 灰II黄 2.5 Y 6/2 
" 

良好 内外 ：灰白 2.5 Y 8/2 
: ,, 

” 
良好 外内 ：： 灰灰白 SN Y 75// 1 

内外 ：灰黄 2.5Y6/2 堅緻
: " ,, 

外内 灰黄，＇ 2.5Y7/2 堅緻 ,, 

外内： 灰オリ"ープ 5Y 6/2 あまい

” 
良好 外内：黄オ褐リープ黒

2.5 Y 5/／ 3 
SY 3 1 

軟調 内外 ：灰オリープ SY 6/2 
: " ” 

良好 外内 灰オリ"ープ SY 6/1 
" 

良好 内外 灰オリIIープ SY 6/1 

” 
良好 外内，灰オ"リープ 5Y 6/1 

II 

焼成 色 調

良好 にぷい黄橙 !OYR 7/4 

良好 に斑ぶい黄あ橙 IOYR 7/4 
黒がる

良好 にぷい黄橙 IOYR 6/4 

良好 暗灰黄 2.5 Y 5/2 

良好 灰黄 2.5 Y 6/2 

良好 にぶい黄橙 !OYR 7/4 

良好 灰黄 2.5 Y 6/2 

良好 にぶい黄橙 IOYR 7/4 

良好 橙 SYR 6/6 

良好 にぷい黄橙 lOYR 7/3 

良好 にぶい黄橙 IOYR 7/3 

良好 にぶい黄橙 lOYR 7/3 

良好 浅黄 25Y7/4 

良好 淡黄 2 5 Y 8/4 

O色調は農林水産省農林水産技術会議事務局他監修の『新版標準土色帖』 (1988年度版）を参照した。

残存度 備 考

ロ緑み残の一部
の存 玉を緑うけ口た縁よ、う外面なに斑火文

尚約台1/部2の 釉か垂にれ気泡があを含り、むわず

高約台1/部2の 見な込気み泡部がみの釉られに細るか

高約台1/部2の 龍見込泉み窯部系に亀裂

約60% 須に火恵器か質か、り外痕転部半面

，，クロ右回

商約台1/部2の 山ロ茶ク椀ロ右質回転

底約部1/の2 須ロ恵ク器ロ質右回転

残高台存部のみ 須庄右沿恵痕回っ器転内て質底l!!I線面．麻に、台高ロに台ク籾にロ

須て忠状クと器ぶ質然内回？灰面降転釉灰にすゴぺマ約30% メの右自 釉、
D D 

約30% ロクロ右S須回K恵転7器350質か．？ 

約20% 須恵器状質、被内面にゴマメの灰り

底部片のみ 底り部痕跡に板もあ目状るの当た

212と同一固体？

210と同一固体？

残存度 備 考

ほぼ完存 変土型師エ質字形土錘

約80% 変土型師質エ字形士錘

約70% 管土状師質土錘

完存 管土状師質土錘

両端部欠損 管土状師質土錘

両端部欠損 管土状師質土錘

完存 管両状端土部錘面取．土り師あ質り

ほぽ完存 管両状端部土錘面取、土り師あ質り

両端部欠損 管土状師士質錘

完存 管両状端部土錘面取、土り師あ質り

完存 管両状端部土錘ilii取、土り師あ質り

完存 管両状端土部錘面取、土り師あ質り

両端部欠損 管土状師土質錘

片面磨耗 端使管状部用土にに錘面よ取，る土tり肖師粍あ質著り， し

し、

0登録番号は造物・図面の整理及び管理上の番号で、各調査次数ごとに実測された遺物すべてに通して付されている。
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登録番号

R207 

R209 

R208 

R210 

R255 

R 258 

R261 

R 256 

R257 

R260 

R259 

R 176 

R 178 

R!77 

R 179 

登録番号

R239 

R 240 

R248 

R238 

R 247 

R246 

R253 

R 249 

R251 

R245 

R252 

R 243 

R244 

R232 



斎宮跡発掘調査次数一覧表

次 年度 調 査 地 区 次 年度 調 査 地 区

1 S45 試掘 13-6 51 中垣内375-1 (南）

2 46 古里A地区 13-7 東裏328(小川）

3 ,,,. B地区 13-8 西加座2771-1 (細井）

4 47 ,,, C地区 13-9 ，，， 2773 (細井）

5 48 ~D地区 13-10 東裏362-1 (児島）

6-1 Aトレンチ 13-11 西加座2681-1 (浮田）

6-2 Bトレンチ 13-12 ，，， 2721 -3 , 2724-2 (森川）

6-3 Cトレンチ 13-13 東前沖2506-2 (宮下）

6-4 Dトレンチ 14-1 52 2Eトレンチ

6-5 Eトレンチ 14-2 2Fトレンチ

7 49 古里E地区 14-3 2Gトレンチ

8-1 Fトレンチ 14-4 2Hトレンチ

8-2 Gトレンチ 14-5 2 Iトレンチ

8-3 Hトレンチ 15 斎宮小学校

8-4 Iトレンチ 16-1 竹川町道A

8-5 Jトレンチ 16-2 ~ B 

8-6 Kトレンチ 16-3 ~ C 

8-7 Lトレンチ 16-4 /,, D 

8-8 Mトレンチ 16-5 .,,, E 

8-9 Nトレンチ 16-6 ~ F 

8 -10 0トレンチ 17-1 竹神社社務所

8 -11 Pトレンチ 17-2 竹神社防火用水

9 -1 50 Qトレンチ 17-3 西加座2721-6 (西沢）

9-2 Rトレンチ 17-4 楽殿2894-1 (中川）

9-3 Sトレンチ 17-5 ，，，， 2895-1 (西口）

9-4 Tトレンチ 17-6 出在家3237-3 (吉川）

9-5 Uトレンチ 17-7 4' 3237-1 (里中）

9-6 Vトレンチ 17-8 楽殿2894-1 (西村）

9-7 Wトレンチ 17-9 東海造機

9-8 Xトレンチ 18 53 6AEL-E・I(下園）

9-9 Yトレンチ 19 6AEN-M・N・O(御館）

9 -10 Zトレンチ 20 6AEO--I・J (柳原）

10 広域圏道路 21-1 6AGN-B(鍛冶山、北山）

11-1 西加座2661-1 (山中） 21-2 6AEI-D (西加座2711-2, 2717-4他、山路）

11-2 ，，， 2681-1 (山名） 21-3 6AFD-D(西前沖2649-1、大西）

11-3 東前沖2483-2 (前田） 21-4 6AFH-F(西加座加8,2679-3、森下）

11-4 下園2926-9 (吉木） 21-5 6AGD-K(東前沖、渡部）

12-1 51 2Aトレンチ 21-6 6ACA-T(古里3269-2、中西）

12-2 2Bトレンチ 21-7 6AFE-F(東前沖2631-1、鈴木）

12-3 2Cトレンチ 21-8 6AEG-A(楽殿2909-3、大西）

12-4 2Dトレンチ 21-9 6AED-R(篠和218-3、宇田）

13-1 東加座2436-7 (浜口） 22-1 6AGU 

13-2 ，，， 2436-4 (中村） 22-2 6AGU 

13-3 古里3283(村上） 22-3 6AGW 

13-4 楽殿2916-2917(松井） 23 54 6AEL-B(下園）

13-5 御館2974-1 (川本） 24 6AGF-D(西加座）
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次 I年度 調 査 地 区 次 I年度 調 査 地 区

25-1 54 6 AD P -K (牛鄭029-1、三重士地ホーム） 37-12 I 56 
25-2 6 ACA-Y (古里3270、脇田） 37-13 

25-3 6 ADD-F (篠林3139-3、池田） 38 

25-4 6 A E R -H (牛葉3014、牛葉公民館） 39 

25-5 6 AG N -H (鍛冶山2392、丸山） 40 

25-6 6 AF H -A (西加座2675-5、谷口） 41 

25-7 6 A E K-V (下園2926-10、奥田） 42-1 I 57 
25-8 6 AFC -D (西前沖2064-5、山本） 42-2 

25-9 6 ACN-C (広頭3387-1、北出） 43-1 

25-10 6AEV-A(鈴池339-1、永島） 43-2 

25-11 6 AC F-B (東裏364ー 1、沢） 43-3 

25-12 6 A EE -Y (楽殿2892-3、山本） 43-4 

25-13 6 A E J -E (西加座2766-1、山内） 43-5 

26-1 6 AFR (中西） 43-6 

26-2 6 A E X -6 A C Q (鈴池、木葉山、南裏） 43-7 

26-3 6 A E V・W・X (鈴池） 43ー8

26-4 6 AC R (木葉山、南裏） 44 

27 6ACG-S・T (東裏） 45 

28 6AEO-D(柳原） 46 

29 6 AF 1、6AFL、6AFK、6AFM、6AGJ 47 

30 55 6 AB J -M・X・W (屯訥） 48-1 I 58 
31-1 6ADO-M (内ぼ斑13、岩見） 48-2 

31-2 6ACP-I (南卿切ー2、鈴木） 48-3 

31-3 6ABD-A (古堂郊ー4、北薮） 48-4 

31-4 6ADQ-T(~ 細 18-2、西直距） 48-5 

31-5 6ACC-G (塚比滋｝ー3、水谷） 48-6 

31-6 6ABO-X (古郵76-1、池丑） 48-7 

31-7 6AGI-L(勅陣加炉1、竹勾） 48-8 

31-8 6ACN-G (四眩拐ー1・5・8・9、森） 48-9 

31-8 6 A G D -L (北野2487-1、中川） 48-10 

31-10 6 ADM-0 (内山3043-3、斎宮駅） 48-11 

31-11 6 AD T -I (木葉山304-2、澄野） 48-12 

31-12 6 AD T -J (木葉山304-7、宇田） 48-13 

32 6ACE-D・E・F(塚山） 48-14 

33 6ADE-C・D他（篠林） 49 

34 6ADE-F・G・H(西加座） 50 

35 6APE他（西前沖） 51 

36 56 6ABI-F(中垣内） 52 

37-1 6AFC-M(西前沖2064、日本経木） 53-1 I 59 

37-2 6ADQ-R(牛葉3021-2、野田） 53-2 

37-3 6AFC-F(西前沖2604-6、神田） 53-3 

37-4 6AFC-M(西前沖2604、日本経木） 53-4 

37-5 6AFC-G(西前沖2064-7、中村） 53-5 

37-6 6ABD-A(古里588-2、北薮） 53-6 

37-7 6AEC-M(苅干2861-2、斎王公民館） 53-7 

37-8 6ADR-P(木葉山128ー8・13・14、富山） 53-8 

37-8 6 A G K -E (東加座2355-1、竹内） 53-9 

37-10 6AED-0(楽殿3217-1、渡部） 53-10 

37-11 6ADN-O (内山3043ー3、斎宮駅） 53-11 

6AFH-J{酎碑2681-1・3・4、渋谷）

6AGK-F(西加懃385ー3、2386ー3、竹内）

6ACD-S(塚山）

6ABD-R・S・T(古里）

6AGH-L・M(東加座）

6AGJ-J他（斎宮地内）

6AEI-D・F(楽殿）

6AEK-A・B(楽殿）

6ADC-C(出在家3235-2、永田）

6ADT-B(木葉山308-1、山本）

6ACP-T(南裏241-1、辻）

6ADS-D(牛葉123-3、西山）

6ADE-D(篠林3220-3、澄野）

6AGE(東前沖、町道側溝）

6ABD-F(古里588ー6、今西）

6ADQ-H(牛葉3025-2、大西）

6AFL-A・B(鍛冶山2759-1、他）

6AEG-P・Q(楽殿2904-2、他）

6AGN-C・D(鍛冶山2737-1、他）

6ADJ-D・G他（郡直饂、宮ノ龍、J:園）

6AGM-M(広頭3385、斎宮小）

6ADP-Q(牛葉3033-1・2、吉田）

6ABL-M(中垣内434-6、西川）

6AGL-B(東前沖2480、倉田）

6AGD-6AF・E (東前沖、町道側溝）

6AGC-A(西前沖3550-1、今西）

6ADT-H(木葉山307、森西）

6ACL-E・F・G(東裏334ー15、他）

6AEV-J{鈴池341-1、乾）

6AGT(牛葉、町道側溝）

6ADP-E(緞冶山2351-1,2352-1、榊原）

6AFC-H(酉箭沖2604-8・9、清水）

6ACM-O(東裏、斎宮小）

6AET(牛葉、町道側溝）

6 AD I -D・U・V・W・X(上園3083、創

6ACH-H(東裏294,297、山本）

6AFF-D(西加座2663-1・4, 2664、森下）

6AGF-D(西加座2703、他）

6ACM-P(東裏284、体育館）

6ACA-M(古里3280-2、中西）

6 ABE (古里573-2、永納）

6ACL-S(東裏271-1、田所）

6ACR(木葉山97-5、田中）

GAGO(鍛冶山、町道側溝）

6ADD-U(篠林3147-3、野呂）

6AGE-O(東前沖2470-2、上田）

6ACS-0(木葉山95-2、浅尾）

6ACA-R(古里3267-1、西川）

6ADR-W(木葉山131-7、西村）
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53宣
53-13 

53-14 

53-15 

54 

55 

56 

57 

58-1 I 60 
58-2 

58-3 

58-4 

58-5 

58-6 

58-7 

58-8 

59 

60 

61 

62 

:-1 I 61 
64ー 2

64ー 3

64-4 

64ー 5

64ー 6

64ー 7

64-8 

64ー 9

64ー10

64一11

64ー12

65ー 1

65ー 2

調 査 地 区

6ABL-K(中垣内464-2、沢） 70-10 I 62 

6ADQ-L(牛葉3022、辻） 70-11 

6ACM-0(東裏287-3、体育庫） 70-12 

6AFK-C・D(西加座2721-1、鈴木） 70-13 

6AFE-N(西前沖2630、他） 70-14 

6AEN-P(柳原、御館2785-1、他） 70-15 

6ACH-S(東裏289-1、他） 70-16 

6AGF-H・I(東加座2441、他） 71 

6AFK-C・D(西加座2721-1、鈴木） 72-1 

6AFH-N(西加座2681-8、三村） 72-2 

6ACM-N(東裏3385-2、斎宮小） 72-3 

6ABL-A(中垣内4731-1、小家） 72-4 

6ADQ-Q(牛葉、町道側溝） 73 

6ADR-V(木葉山131-3、西山） 74-1 

6AGS-G(中西611、山路） 74-2 

6ABM-A(中垣内430-3他、近鉄） 74-3 

6ACJ-I(広頭3379-1、他） 74-4 

6AGJ-B・D・G(東加座2450-1、他） 74-5 

6AFF-H・I・D(西加座2663ー1、他） 75 

6AGI-J・K(勅嗚2425、他） 76-1 I 63 
6AFG-M・N(西力暉2659-1、他） 76-2 

6ACO-H(牛葉沿95-1、トーカイ） 76-3 

6AGL-F(如明烈435-1、大和谷） 76-4 

6ADD-A(街祁136-1、山路） 76-5 

6AGR-N(笛川2340、丸山） 76-6 

6ACM-R・Q・P(東郎385ー2、斎宮小） 76-7 

6ACK (東即61-2、竹川自治会） 76-8 

6AGI-G(東加即435-2、大和谷） 76-9 

6AGR-J(笛川2341-6、山下） 76-10 

6ADQ-M(牛葉、町道側溝） 76-11 

6ACF-A(東即65ー 1、樋口） 76-12 

6ACM-0(東即385-2、斎宮小） 76-13 

6ADE-B(篠林162-3、i.IJII奇） 76-14 

6ACC-M(塚山3331-1) 76-15 

6AEG-S(楽即908ー2、他） 76-16 

65-3 6 A E I -L・M(楽殿917-4、他）

66 6 AGG-C (東加即437-1、他）

67 6ABF (古里523、他）

68 6ABF (古里502、他）

69 6AGM-E-H (勅暉2373、他）

70-1 62 6 AC C -X (塚山3325-1、江崎）

70-2 6AEE-W(菊訟75-2、岡田）

70-3 6ADR-I (木葉山129-5、大西）

70-4 6 AC N -A・B・E・L (広頭3389-8、林）

70-5 6AEW-A (鉗邸胡ー1、八田）

70-6 6ABL-S (中垣内430-6、奥山）

70-7 6AEE-T (菊役577、渕尾）

70-8 6AEU・6AEX-A (牛葉、鉗也、三重県）

70-9 6 A E P -C・D (御館、榊原、近鉄）

次 I年度 調 査 地 区

6AFD-B・D(西前沖2649-4、大西）

6AGO-H(鍛冶山2363-2、川合）

6ADD-F・G(篠林3158、長谷川）

6AEC-N・G(苅干、佐藤）

6ABL-R(中垣内459、北岡）

6AFD-A(西前沖2644-1、山本）

6ACB-A他（町道塚山線拡幅）

6ABE (古里501、他）

6ABE (古里500、他）

6ABF (古里523、他）

6ABF (古里551-2、他）

6ABF (古里528-1、他）

6AFF-B・C・E・G(西加座2663-5、他）

6ABF (古里523、他）

6ABF (古里522、他）

6ABE・F(古里524、他）

6ABE (古里548-1、他）

6ABE (古里543、他）

6AGF-C(西加座2702、他）

6ADB-A-D(町道塚山線拡幅）

6ADE-F・G(篠林3158、長谷川）

6ABE (古里554、明和町）

6ACK (東裏354-13、山際）

6AEE-W(楽殿577、岡田）

6ACB-A(塚山3276-1、今西）

6ACM-M(広頭3385-2、斎宮小）

6AFM-G(鍛冶山2736-3、近鉄）

6ACQ (南裏144ー1、田所）

6ABD-U(古里579、池田建設）

6ABE (古里554、明和町）

6AEE (楽殿、町道下水管）

6ADD-K(篠林3143、中西）

6AEE-S(楽殿2878-3、山路）

6ABF-6ABH(中垣内、県道拡幅）

6AEK-B(下園2936-2、明和町）

76-17 6 A E V -A (鈴池339-5、永島）

77 6AGJ-D(東加座2453、他）

78 6ADL (宮ノ前3054、他）

79 6AGG-A・B(東加座2440、他）

80 6AFG-F-I (西加座2696、他）

81 -1 H 1 6 A E C -F (町道塚山線拡幅）

81-2 6 AB J、6ABK(古里、県道拡幅）

81-3 6 A D S -M (木葉山137、中川）

81 -4 6 A E D -L (楽殿2881-2、山本）

81-5 6 A F Q -C (中西597-2、木戸口）

81-6 6 A D D -F (篠林313、池田）

81-7 6 A B L -U (中垣内430-7、川本）

81-8 6 AB J (古里、明和町）

81-9 6 ACF (中垣内、三重県）
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次 I年度 調 査 地 区 次 I年度 調 査 地 区
81-10 1 6 A D R -V (木葉山297、明和町） 95 I 4 
81 -11 6 A CM -N (広頭3385-2、明和町） 96-1 
81 -12 6 A E D -A (篠林3225、中川） 96-2 
81-13 6 AC B (塚山3276-19他、明和町） 96-3 
81-14 6 A ED -F (楽殿2844-2、澄野） 96-4 
81 -15 6 A E D -U (楽殿2885-2、西山） 96-5 
81-16 6 AG (北野3655-1、他） 96-6 
82-1 6 AD I -F-J (上園3095、他） 97 
82-2 6 AD I -K・L (上園3100、他） 98 
83 6AFJ-C-F(西加座2770-3、他） 99 I 5 
84ー 1 6AFJ-G(西加座2764-3) 100 
84ー 2 6AFH-G・H(西加座2679-1、他） 101 
85-1 2 6 AB D-6 AC D (古里、三重県） 102-1 
85-2 6 AC A -P (古里3279、松本） 102-2 
85-3 6 AC J -B・D (東裏、明和町） 102-3 
85-4 6 ABE (竹川573-1、永納） 102-4 
85-5 6 A ED -U (楽殿2885-2、西山） 102-5 
85-6 6 AF H-B (西加座、明和町） 102-6 
85-7 6 AC B -C (塚山3276-3他、加藤） 102-7 
85-8 6ABI-N(中垣内427-1、小林） 102-8 
86 6AFH-F・G・H(西加座2679-1他） 103 
87 6ACE-N・Q・R(塚山3356他） 104 
88 6AGN-C・D(鍛冶山2411-1他） 105 I 6 
89-1 3 6ADM-O (内山3043-5、近鉄斎宮駅） 106-1 
89-2 6 AG I -M (東加座2432-2他、北村） 106-2 
89-3 6 ADM-N・O (内山3060-4、近鉄斎宮駅） 106-3 
90 6AFH-A・B (西加座2680他） 106-4 
91 6 AB H-F (中垣内393、他） 106-5 
92 6 AGN-A (鍛冶山2734-3) 106-6 
93 6 AD N (内山3045-12、他） 107 
94 6AEM(御館2942) 108 

6 ADN (内山3046-17、他）

6 AGM (東加座2374 丸山）

6 ADO (内山3068-3、他明和町）

6ACA-D (古里3260 清水）

6 AFN (中西2749-1 本山）

6ADR-T (木葉山28-3 加藤）

6ADD-D (篠林3138-1 藤井）

6AEM (中垣内482、他）

6AFM-C・E (鍛冶山2745、他）
6 ADN (内山3046-11、他）

6ABI-T(中垣内423)

6 ADG (篠林3194)

6 ADS (木葉山119-5 澄野）

6AED-J (楽殿2882-5 杉本）

6AAQ (花園663-1 中川）

6ACF-A (東裏365-1 樋口）

6ABJ-D (中垣内493-6 川口）

6 AG (鍛冶山地内明和町）

6ACG-E (東裏318-1 川本）

6 AE (楽殿地内明和町）

6AEQ-A (柳原2779-3)

6 AGT (笛川1048-1、他）

6 AFN (鍛冶山2758-1、他）

6AEW-J (鈴池338-1 森西）

6AEE-W (楽殿2891-3 向井）

6AFL他（鍛冶山地内明和町）

6AEC-L (苅干2861 坂本）

6 AGO (鍛冶山2362 青山）

6ACC-B (塚山3340-4 田畑）

6ABI-0(中垣内414-1、他）

6AEQ-C (柳原2779-2、他）
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ふりがな しせきさいくうあと へいせい6ねんどはっくつちょうさがいほう

書 名 史跡斎宮跡 平成 6 年度発掘調査概報

副 書 名

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 吉水康夫•野原宏司・大川勝宏• 赤岩 操

編集機関 斎宮歴史博物館

所 在 地 〒515-03 三重県多気郡明和町竹川 503番地 TEL 05965-2 -3800 

発行年月日 1995年3月31日

ふりがな ふりがな コ • 一 ド 北 緯 東 経 調査面積

調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村i遺跡番号 I゚ H '゚" m 2 

斎さい 宮くう、 跡あと 多拭蔀崩箭討滋椅他
24442 210 34°31'55" 136°36'16N 

I I 

34°32'30" 136°37'3r 

第 105次
斎さい宮くうあ字ざ鍛か冶じや山ま

19940407 780 計画調査

調査 I 

19941007 

第 107次 19940718 530 ,,. 

調査
た竹けが川わあ字ざな中かが垣い内と I 

19941115 

第 108次 19941115 1,100 // 

調査
斎さい宮くうあ字ざ柳やな原ぎはら

I 

19950303 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

斎宮跡 官 術

第 105次 掘立柱建物・柵列 土師器・須恵器・陶棺片 平安時代初期における斎

調 査 灰釉陶器・緑釉陶器 宮跡中枢部の一画

第 107次 方形周溝墓・掘立柱建物 弥生土器・土師器 斎宮成立前～斎宮初期の

調 査 土拡墓•土拡 須恵器・円面硯 遺構・遺物

第 108次 掘立柱建物・柵列・土拡 土師器・須恵器 一区画のほぼ全域を囲む

調 査 区画道路側溝 灰釉陶器・緑釉陶器 柵列と掘立柱建物群
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